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小泊窯跡群全景（西側より）
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序　小泊須恵器窯跡群は、9世紀中頃から10世紀前半にかけて須恵器や佐渡国分寺瓦を生産し、
北陸でも有数の規模を誇った窯跡群であったといわれています。
　明治40年、高畑地区の開田により窯跡が確認されたのを始めとして、現在までに24箇所、
およそ100基の窯跡が存在すると推定されています。
　昭和29年には当時の西三川村によってカメ畑窯跡で3基の窯体が発掘調査され、遺存状態の
良好な2号窯は昭和30年に県史跡として指定されました。
　近年の研究により、小泊須恵器窯跡群で焼かれた須恵器が越後全域に流通していたことが明ら
かになり、越後以外でも越中、信濃北部、出羽の遺跡で小泊産須恵器の出土が確認されています。
また、津軽、能登でも小泊産と考えられる須恵器が出土しており、流通範囲は日本海沿岸域に広
がる可能性があります。一般的に、焼き物の広域流通は能登珠洲焼等のように中世になってから
始まると認識されていますが、古代においてこのような広域流通を行う事例は極めてまれです。
　このように、本窯跡群は古代から中世にかけての手工業生産体制や流通の変化を探る上で非常
に重要な意味を持つ遺跡です。そのため、平成5年以降、当時の羽茂町教育委員会では、継続的
な調査を行ってまいりました。
　平成5～7年度には小泊窯跡群の範囲確認調査を実施し、下口沢、フスベ、カメ畑の各窯跡で
窯体を検出しています。また、平成10・11年度に、フスベ窯跡の保存整備を計るために範囲
確認調査を実施し、平成13年度には「小泊窯跡群保存整備基本計画策定委員会」を設置し、調
査、保存整備、活用の方法を検討してまいりました。
　本書は、平成14年度に行った分布調査とカメ畑窯跡範囲確認調査の報告書であります。この
たびの分布調査では、窯跡群の現状を把握するとともに、新たに窯跡の可能性がある地点を発見
することができました。また、カメ畑窯跡の調査では、限られた面積にもかかわらず多様な遺物
が出土し、当地区における生産の様相の一端を明らかにすることができました。
　今回の調査成果が、地域の歴史を語る活きた教材として広く活用されると共に、北陸における
古代土器研究の一助となれば幸いです。
　最後に、発掘調査から報告書刊行に至るまでご協力、ご指導を賜った東北芸術工科大学、富山
大学、立正大学、文化庁、新潟県教育庁文化行政課、並びに地元関係者の方々に心より厚くお礼
申し上げます。
平成17年3月
佐渡市教育委員会
　　教育長石瀬佳弘
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第1章　序 立早
1研究小史
A　遺跡発見の経緯
　小佐渡丘陵の西南端に位置する小泊は元々水田が少なく、明治末期から開田が行われるようになった。明治
40年に開田作業を行っていた臼杵茂市が高畑窯跡を発見したのを皮切りに、現在知られている窯跡の大部分が、
大正から戦前期までに確認されている。窯跡から出土する須恵器は、地元では「カメ（甕）川（河）焼」とよば
れていた［羽茂町史編さん委員会1989］。
　小泊に国分寺瓦や須恵器を焼成した窯跡が分布することを初めて報告したのは、地元で小学校の教職にあり、
郷土史研究家でもあった松田與吉1）であった。松田は大正14年に遺跡発見の経過について、2度にわたりr考
古学雑誌』に寄稿している［松田　1925a・1925b］。大正の初期頃、地元の岡崎盛一2）が発見した布目瓦の
破片を松田に見せたのが、遺跡発見の契機となった。松田自身もそれを不思議に思い、大正8年から川上賢吉3）
に布目瓦や須恵器片を送って指導を仰いだ。川上は、布目瓦が佐渡国分寺の需要に応じて小泊で作られたこと4）、
また、同地が須恵器（斎式土器）の生産地でもあった可能性など、大正11年9月に貴重な見解を松田に示した5）。
これ以後、大正11年10月から松田の精力的な現地踏査が始まり、佐渡における須恵器の系統分類や製作技術
の由来、製品の流通、燃料の問題等が提示された。こうして小泊が佐渡における瓦や須恵器の一大生産地である
ことが次第に明らかとなった。
B　戦前の調査研究
　松田がr考古学雑誌』で報告した翌大正15年9月、川上は島内の愛好家を集めて佐渡考古学研究会を結成し、
昭和2年には考古学や歴史学研究の論考を集めたr佐渡史苑』を創刊した。松田はここでも小泊における遺跡発
見の経過を報告しているが、原田與作や本間周敬（洒川）も小泊出土の瓦に注目し、国分寺との関係について述
べている。
　これに先立つ6月27日に真野校で第2回徴古展覧会が開催され、国分寺瓦を中心とした考古資料が展示され
た。
　真野の山本半蔵や本間周敬の発案によるものであるが、『佐渡史苑』第1輯（雑報）に掲載されている出品リス
トには、松田や岡崎等の収集した小泊出土資料が見える。
　更に同年8月には、「新潟県史蹟調査会」による佐渡調査が行われ、内務省嘱託の荻野仲三郎と諸田八百七、
新潟県史蹟調査委員の斉藤秀平が来島している。その際、小泊窯跡群の踏査を同15・16日にかけて行ったこ
とが、r佐渡史苑』第3号の雑報から伺える。調査内容については諸田が報告しており、一行はまず岡崎の収集
した土器や石器類を概観している。その後、耕地整理で一部が削られたカメ畑窯跡を訪れ、発掘・測量調査を行
った［諸田1928］。荻野等は翌年8月にも小泊で再調査を実施している。
1）1863～1947。西三川村出身。考古学研究のほか、伝説などの民間伝承の採集記録でも有名。
2）1890～1977。号は文泉。大正9年の耕地整理事業により発見が相次いだ小泊の窯跡を調査し、須恵器の収集に努めた。
3）1856～1934。号は喚濤。金沢村泉出身で、後に加茂村和木に移住。佐渡の政治や産業振興で活躍したが、歴史文化にも造詣が
　深く、佐渡における考古学研究やトキ保護活動の先駆的存在となった人物。
4）既に明治初期以来、国分寺近隣の経ヶ峰窯跡が国分寺瓦の生産工房であったと伝えられていた。同窯跡は、平成8年に真野町教
　育委員会により発掘調査が実施された［真野町教委1996］。
5）小泊出土の「甕河焼」が須恵器（朝鮮焼）であることは、既に大正9年8月、佐渡を訪れた鳥居龍蔵が川上等に示していた［松
　田1925a］。
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　昭和3年7月28日には新穂村文化講座のため喜田貞吉が来島し、翌日「先住民族の研究に就て」と題する講
演と実地指導を行ったが、小泊の窯跡も訪れて岡崎の所蔵資料を確認している［中川ほか1963、佐渡史苑社
1930］。
　国分寺瓦や須恵器のほか、出土した硯に注目した研究者に内藤政恒がいる。内藤は全国各地で確認されている
古代の硯を集成した『本邦古硯考』（昭和19年）を刊行しているが、同書には岡崎の所蔵する小泊出土の硯4面
が掲載されている。
　このように、開田作業による窯跡の確認と並行し、大正期から昭和初期にかけて島内外の研究者による小泊窯
跡群の巡検や調査が続々と行われ、この遺跡群は佐渡の考古学史上に大きく位置づけられている。
　C　戦後の学術研究
　昭和25年、国の文化財保護委員会技官小山富士夫が来島し、羽茂本郷の旅館で海老名保作6）が収集した陶器
片の中から小泊産と思われる円面硯を発見した［時岡1953］。
　翌年5月、石田茂作が来島し岡崎盛一宅を訪れ、小泊出土の国分寺瓦や須恵器を確認している7）。また、相川
の金太郎焼研究者として知られている時岡二郎は、昭和28年に「佐渡の須恵器」を著した。佐渡における出土
地の分布状況を整理し、小泊窯跡出土の須恵器や硯・瓦について言及している［時岡1953］。
　戦後の学術調査として大きく位置づけられているのは、昭和29年に西三川古代遺蹟調査会により実施された
カメ畑窯跡の発掘調査である。小木半島周辺の考古学的調査の一環として行われたこの成果は、r南佐渡』で報
告されている［本間・椎名1958コ。3基の窯体が検出され、いずれも天井架構（半地下）式の窯体構造を持つこ
とが明らかとなった。遺存状態が良好な2号窯跡1よ翌年2月、新潟県文化財（史跡）に指定された［新潟県教
育委員会1958］。当時、この調査に学生として参加した計良勝範は、後に出土資料や窯跡の構造・形式につい
て前記報告書を補足訂正している［計良1960］。カメ畑窯跡は、その後の調査により現在、7基の窯体が確認さ
れており、小泊窯跡群の中でも中核的な地点であったと考えられる。
　その後、昭和40年代の農道工事や開墾作業により江の下窯跡とフスベ窯跡が新たに発見された。江の下窯跡
から出土した平瓶については、計良の資料報告がある［計良1988］。
　平成元年に刊行された『古代中世の羽茂』（羽茂町誌第2巻）では、各窯跡の分布や発見の経緯をはじめ、町内
遺跡に関するデータの集成が行われている。
　D　緊急発掘調査と須恵器研究の進展
　昭和40年代後半から、県内各地で開発事業に伴う発掘調査が行われるようになる。昭和50年代以降は、沖
積地における集落遺跡の大規模な調査例が増加し、これらの調査で得られた一括資料を基に、編年案が提示され
た［坂井1983・1984］。坂井秀弥は、越後各地で同一の胎土、技法を持つ須恵器することに着目し、小泊産須
恵器が島外へ流通していたことを明らかにした［坂井1988コ。その後、富山県入善町じょうべのま遺跡、長野
県飯山市トトの池南遺跡等でも小泊製品の出土が確認されている。
　一方、平成3年に坂井秀弥・鶴間正昭・春日真実は佐渡の遺跡から出土した須恵器を総括的に調査し、既存の
調査で出土した遺物の資料化を行った［坂井ほか1991］。これによって越後との対比が可能となり、佐渡におけ
る須恵器生産の概要が明らかとなった。
　その後、春日真実は、集落遺跡出土資料を用いて越後各地域の土器様相や、越後における小泊産須恵器の流通
状況、製作技術等について多岐にわたる分析を行っている。［春日1991ほか］。
　ところで、理化学的な胎土分析により、小泊産須恵器が遠く青森県や北海道の遺跡から出土していることが提
6）1982没。羽茂西方出身。考古遺物を精力的に収集し、遺跡の保存にも努めた。
7）本間嘉晴氏が所蔵する当時のスナップ写真から伺える。
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起されたが、坂井と春日はこれを疑問視した。青森県津軽地方の一大産地である五所川原窯の須恵器の胎土が、
小泊産の須恵器のそれと近似していることから生じた誤認であることを、両者の形態や製作技法の違いから検証
した［坂井1994・春日1998］。
　E　近年における小泊の発掘調査
　小泊窯跡群は、明治末期からの耕地整理工事を契機としてその分布が確認されてきたが、近年道路工事やほ場
整備事業の実施に伴い、窯跡の分布や遺存状況を把握する必要が生じた。羽茂町教育委員会では新潟県教育委員
会の協力を得て、平成5年度から3ヶ年に渡って11地点の調査を実施した。その結果、下口沢窯跡で2基、フ
スベ窯跡で2基、カメ畑窯跡で3基の窯体を検出し、杢田谷地窯跡、江の下窯跡の各地点では灰原の一部を確認
した。平成5・6年度の調査時には磁気探査の結果を併用し、窯体検出に一定の成果を挙げている［戸根・木村
他1994・1995・1996］。
　また、平成10・ll年度に、史跡跡整備計画に伴い遺跡の範囲や遺存状態を把握するため、同委員会により
フスベ窯跡の発掘調査が行われ、4基の窯体及び灰原が検出されている。
　　　2　調査に至る経緯
　A　分布調査に至る経緯
　小泊窯跡群は、大正時代末期には既にその存在が報告［松田1925］され、地元在住の郷土史家岡崎文泉によ
って窯跡の分布図が作成されている。これまでに、西三川古代遺蹟調査会によるカメ畑窯跡の調査（窯体3基）、
新潟県教育委員会による分布調査（昭和62年）、旧羽茂町教育委員会による範囲確認調査（平成5～7年：11地点）、
フスベ窯跡範囲確認調査（平成10・11）が行われている。これらの調査により、現在、24地点が把握されてい
る。しかし、開田による大幅な地形改変のため、窯体の位置を把握できる地点は少ない。
　平成8年、小泊地内に、陶芸、裂織等の体験学習施設が建設されたことから、隣接するフスベ窯跡についても
保存整備を行い、両者を有機的に関連付けることにより、地域の活性化を図ることが計画された。
　羽茂町教育委員会では、平成10・11年に範囲と内容を把握するための確認調査を実施し、平成13年度には、
「小泊窯跡群保存整備基本計画策定委員会」を設置し、今後の調査、保存整備、活用のあり方を検討してきた。
　平成15年1月に、今後の方向性について、県教育委員会、文化庁と協議を行った際、「今後の調査計画や保存
を検討する為にも、分布調査を実施して現状を再確認すると共に、未知の窯体や関連遺跡（工房、工人集落等）の
把握を行う必要がある」との指導があった。
　これを受け、町教育委員会では、天候の回復を待って、平成15年3月に分布調査を実施した。
　B　カメ畑窯跡発掘調査に至る経緯
　カメ畑窯跡は、昭和29年に西三川古代遺蹟調査会により3基の窯体が調査され、遺存状態の良好な2号窯は
昭和30年2月9日に県史跡に指定されていたが、その後、平成7年に山林部分の範囲確認調査が実施され、新
たに3基の窯体が確認されている。
　平成13年に土地所有者より、水田法面が崩落したため、周辺部の水田を改良したいとの要望があった。事業
予定地は県史跡2号窯跡及び平成6年度調査に確認された4～6号窯隣接地で、黒色の水田耕作土に多量の須恵
器片が散布し、灰原及び未知の窯体の存在が容易に予測された。
　当時、羽茂町教育委員会では、フスベ窯跡を中心とした小泊窯跡群の整備計画を進めるため「小泊窯跡群保存
整備基本計画策定委員会」を設置しており、対応を検討したところ「史跡範囲を拡大して、面的な保存を図った
方が良い」という意見が出された。
　平成13年の刈り入れ後に地権者と協議した結果、遺跡の範囲を把握した後、取り扱いについて協議すること
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になった。平成13年度は、現況地形図（1／200・1／500）作成、小泊全域の航空写真撮影（1／2，000）を行った。
また、水田部に存在する窯体を把握するため、富山大学理学部の協力を得て、磁気探査及びレーダー探査を実施
した。
　発掘調査は平成14年度より開始したが、作業員の確保に手間取り調査開始時期が遅れた為、前述の分布調査
と並行して行う必要が生じた。そこで日程上、広範囲の調査は困難と判断し、各窯ごとの灰層の広がりを把握す
ることを目的とし、窯体が露出している道路脇法面の精査を行った。
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1　遺跡の位置と地理的環境
　日本海に浮かぶ佐渡島は、面積約857km2、周囲約227km2の広さで、北方領土を除くと、本州、北海道、
九州、四国、沖縄本島に次ぐ広さを持つ。中央の国仲平野を挟んで北西側に大佐渡山脈、南東側に小佐渡山脈が
並走し、北東側に両津湾、南西側に真野湾がある。大佐渡山脈は、金北山（1171．9m）をはじめとする標高500
～1，000mの山地が、北北東から南南西に連続する。山脈は、長さ約47km、幅5～13kmで、主山稜は小佐渡
寄りに位置し、北西斜面が長く、穏やかであるのに対して、南東斜面が短く、急傾斜という非対称な断面形であ
る。小佐渡は大地山（645．8m）をはじめとする山地が、大佐渡山脈と並走するように北北東一南南西に走って
おり、大佐渡に比べると、約500m低い高度で、その高度も揃っているため、丘陵性の地形といえる。山脈は、
長さ43km、幅5～10kmで、主稜は東南に偏っており、北西斜面はやや長く、穏やかとなっているのに対して、
南東斜面は短く、急傾斜となり、非対称な断面形となる。国仲平野は大佐渡と小佐渡に挟まれた低地である。北
部の加茂湖周辺に発達する海成段丘と中・南部の沖積低地との異なる地形から構成されている。真野湾の湾奥に
は延長約6km、最大幅1．3kmの八幡砂丘が分布する。
　佐渡に分布する最も古い岩石は、2～3億年前の古生代後期の堆積岩や火成岩であり、これらは赤泊～松ヶ崎
付近の海岸部や大佐渡山脈の最北部にみられる。また、佐渡島で確認される最古の化石はこの頃のものである。
　次の中世代には分布状況や内容について不明な点が多くなるが、約1億年前の中生代の終末頃には、花嵩岩が
地下で形成されて、広い範囲で地形の隆起運動が発生したことにより、佐渡は中国大陸と陸続きとなった。火山
活動は、2，000万年前の中新世前期頃を中心に激しくなり、安山岩や流紋岩の溶岩、軽石、火山灰が多量に噴出
した。
　佐渡の金銀山の鉱床のほとんどが、この頃の火山活動によって形成された熱水性鉱脈鉱床とされる。この時期
に形成された地層は、入川層・相川層・真更川層・金北山層と呼ばれ、大佐渡山脈・小佐渡山脈は、ほとんどこ
の時期の地層で形成されている。1，700万年前の中新世前期の終わり頃は、全般的な海進の時期で、浅い海に砂
や礫が堆積するようになり、下戸層と呼ばれる地層を形成した。
　1，400万年前の中新世中期頃になると、海流が暖流から寒流へと変化し、海進が進んで陸地は海に没し、海底
火山活動が起こるようになった。この頃、玄武岩や硬質頁岩で形成された鶴子層とよばれる地層が形成されてい
る。小木半島に残る玄武岩による枕状溶岩はこの頃形成されたものである。
　その後、約300万年前頃まで深海底の時期が続き、後に中山層と呼ばれる地層を形成している。この地層は、
陸地から流出した砂や礫を含まず、海面近くで繁殖していた珪藻の化石を主体とする泥岩から成っている。中山
層の堆積後も大佐渡・小佐渡の山地の隆起は進み、それらの間の部分（国仲平野）は沈降と圧縮で向斜構造にな
り、山地のへりの火山岩と堆積岩の境は断層となった。このような佐渡の隆起は段丘の形成後まで続き、第四紀
中頃になると現在の大佐渡・小佐渡山脈が出来あがった。
　やがて、約100万年前頃までに海底が隆起し続けながら海面に現れ、佐渡島が誕生する。隆起する山地から
流出した砂や礫が浅い海に再び堆積する。この時期の地層1よ河内層・貝立層・質場層と呼ばれ、浅海性の貝類
化石などが含まれている。そして、隆起運動と氷期・間氷期の繰り返しによる周期的な海面の上下動により、赤
坂段丘、国仲段丘、住吉野城段丘などの5段の中位・低位の段丘が発達する。この頃の佐渡島は、海水面の低下
期には大佐渡と小佐渡が陸でつながり、河川による侵食で谷が形成され、上昇期には国仲平野が水没し、大佐渡
と小佐渡が2つの島となった。隆起する山地から流出した砂や礫が海岸などに堆積し、赤坂層、国仲層と呼ばれ
る地層を形成している。佐渡島が現在とほぼ同じ形状になったのは、約10万年前のこの時期とされている。約
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■■■西山層
■寺泊層
■七谷層
■金北山層
灘鑛顛川層
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18，000年前の最終氷期が終わると、気候は温暖となり、海水面が上昇する。これにより、それまでの谷が入り
江となって、そのほとりに貝塚が形成される。また、この頃から八幡砂丘が発達し始め、縄文時代中期には現在
の海岸線が形成されて、縄文時代後期以降には、国仲平野の埋め立てがほぼ完了している。現在までのところ、
この国仲平野の沖積地が利用され始めるのは縄文時代晩期頃からで、国仲平野が本格的に開発され始めるのは、
水田稲作の開始される弥生時代以降である。
　小泊窯跡群は小佐渡丘陵の西南部、小木半島の根元に位置する佐渡市羽茂地区に所在する。羽茂地区は東経
138度、北緯37度の位置にあるが、暖流の影響で比較的温暖な気候で、積雪量も少ない。南に羽茂平野が広が
り、中央を羽茂川が南流する。
　窯跡群は羽茂地区の西側、佐渡市羽茂小泊に所在し、北を椿尾川、南を亀脇漁港へ注ぐ小川によって形成され
る沢、西を素浜海岸、東を段丘によって区画される。東西2．5km、南北約2kmの範囲に渡って遺跡が分布する。
付近は、国仲平野より続く3段の段丘が広がり、小泊周辺では高位の2面が大半を占める。窯体は、2段目から
3段目にかかる段丘崖の下部斜面と水田の境界に構築されることが多いが、その他の地点にも散在する。
　しかし、大正時代以降に行われた農業基盤整備によって、窯体の存在する緩斜面は大幅に地形が改変されてお
り、分布状況の把握を困難にしている。
　小泊産の須恵器は、越後及びその周辺地域に流通しているが、窯跡群の西側、瓜生崎と河ケ瀬崎に挟まれた入
江に小泊港がある。この一角は、冬でも波が穏やかであり、海中に仕掛けた網から須恵器が引き揚げられること
もあるため、製品の積出港と推測されている。小泊港の東側の台地に所在する岩の上遺跡では多くの須恵器片が
採集されており、製品の積出に関連する集積或いは選別の場が存在した可能性がある。
2　遺跡周辺の歴史的環境
　現在まで、佐渡島では確実に旧石器時代に遡る遺跡は確認されていない。最も古い人類の足跡は、南佐渡にお
けるもので、小木地区（旧小木町）の国史跡長者ヶ平遺跡において表面採集された有舌尖頭器1点である。これ
は、昭和33年の新潟県教育委員会による南佐渡の学術調査時に判明したもので、旧石器時代末と考えられてい
る［本間・椎名　1958・堅木1998］。しかし、段丘部分の発掘調査がほとんど行われていないため、当該期の
様相については不明な部分が多い。
　縄文時代草創期から早期にかけても、旧石器時代と同様に遺跡の分布は南佐渡に集中しており、これは旧石
器・縄文早期までの間、本土より南佐渡に人類が渡海したことを物語っている。草創期の遺跡をみると、前述し
た小木地区の長者ヶ平遺跡で有舌尖頭器、羽茂地区（旧羽茂町）村山の八升ヶ平遺跡で尖頭器が採集されている
ほか、真野地区（旧真野町）のにいやの田遺跡、関山遺跡で局部磨製石斧が出土し、小布施遺跡では尖頭器［小
熊・立木1998］、小木地区の岩屋洞窟遺跡では早期の土器が採集されている［小林・青木1986］。
　前期後半以降になると、遺跡の分布は国仲平野の舌状台地上へ広がる。この頃の遺跡は、国仲平野を取り囲む
ように真野地区の県史跡藤塚貝塚［岡本ほか1969・本間ほか1989］、埋葬人骨が出土した畑野地区（旧畑野町）の
三宮貝塚［本間ほか1977］、埋葬人骨や石繊等の副葬品が出土した金井地区（旧金井町）の堂の貝塚、城の貝塚、
泉貝塚、中島貝塚といった貝塚が多くみられるようになる。これらの貝塚の分布状況や出土した貝類から、海水
面が現在よりも上昇し、海が内陸部まで侵食していたことがわかる。
　羽茂平野周辺においては、こうした貝塚は見当たらないが、素浜海岸の砂丘上沿いに立地する亀脇のイタヲ川
川口左岸遺跡では、少数ではあるが貝類や獣骨が採集されており、この地域に貝塚が存在した可能性がある。
　羽茂地区における当該時期の遺跡は、小木半島につながる山稜及び山裾の標高約120～130mの台地上に、
縄文時代中期前半の土偶が採集された大橋の大下遺跡、草創期・中期後半の八升ヶ平遺跡、前期～中期初頭の土
器が採集された小泊の小泊野田遺跡、中期後半～後期初頭の土器・石器等が採集された村山の番匠屋敷遺跡等が
あり、羽茂平野周辺の標高約5～10mの台地上には、中期の土器、石錨i、石斧、石錘が採集された大橋の盛山
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第2図　周辺部の遺跡（1）
　　　　　　　　　　　　〔新潟県佐渡市全図　］；100．000　佐渡市　2004年〕
No， 遺跡名 地区 時代 種別 No， 遺跡名 地区 時代 種別
1 小泊窯跡群 羽茂 平安 窯跡 41両津占墳群．一．一一 古墳　　　　　　一 占墳　　　　　　．
2 長者ケ平 小木 縄文 遺物包含地 42国仲古墳群 古墳 古墳
3 八升ケ平 羽茂 縄文 遺物包含地 43庄屋塚占墳 羽茂
4 にいやの田 真野 縄文 遺物包含地 44岩野古墳 羽茂 古填 古墳
5 関山 真野 縄文 遺物包含地 45エゾ塚 羽茂 奈良 塚
6 小布施 真野 縄文　　　　　・． 弥五平．一．‥．．一．．
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9 三宮貝塚 畑野 縄文 貝塚 49金丸条里 真野 奈良・平安 条里跡
10堂の貝塚 金井 縄文 貝塚 50竹田沖条里 真野 奈良・平安 条里跡
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?L塚 金井 縄文 貝塚 52羽茂条里 羽茂 奈良・平安 条里跡13中島貝塚 金井 縄文 貝塚 53須川 羽茂 平安 遺物包含地
14イタヲ川川口左岸 羽茂 遺物包含地 遺物包含地 54西方水替場 羽茂 平安 遺物包含地
15大ド 羽茂 縄文 遺物包含地 55下国府 真野 奈良・平安 遺物包含地
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19西方ヒノツメ 羽茂 平安 遺物包含地 59．石地河内 相川 平安 窯跡
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遺跡、中期後半の撚糸文、貝殻条痕文の施文された土器が採集された大橋の西片ヒノツメ遺跡等がある。また、
素浜海岸の砂丘上沿いにも、前述のイタヲ川川口左岸遺跡、素浜のグミヤウチ沢川川尻遺跡がある。
　後期以降になると佐渡においても遺跡数が減少し、晩期には激減する傾向がみられ、羽茂地区では、後期前半
及び晩期の土器が採集されている大石の甚兵衛遺跡等、数ヶ所で確認されているに過ぎない。
　羽茂地区における縄文時代遺跡の分布状況をみると、小木半島から続く山稜及びその台地上と羽茂平野周辺の
台地上、特に古羽茂湾周辺の河口部に比較的近い場所に分布している。この他に素浜砂丘地では、規模が小さい
が貝塚の可能性をもつ遺跡があり、海に面した場所で漁携生活が営まれたことがうかがえる。羽茂地区の縄文時
代の状況は、国仲平野のそれに対して遺跡数も少なく発掘調査が実施されていないことや、過去の開発等により
浬滅に近い状態になってしまったものがあって不明な点が多いため、今後の調査によるところが大きい。また、
近年調査が行われた金井地区の二反田遺跡では、地表面下2mから縄文時代晩期や弥生時代中期の土器が出土し
ている［北見・鹿取・本間2000］ことから、国仲平野や羽茂平野の低湿地や沖積地においても、未発見の遺跡
が存在する可能性がある。
　弥生時代に入ると、低湿地等の土地を開発し、水田耕作を行う影響から、佐渡でも平野部の沖積地に遺跡の分
布が移動する傾向にあり、この時期の遺跡は特に国仲平野に集中してくることがわかる。国仲平野では中期中葉
からの遺跡が多く見られるが、中でも玉作遺跡が多く見られるようになる。
　島内の主な玉作遺跡は、新穂地区（旧新穂村）の県史跡新穂玉作遺跡群（竹の花遺跡、桂林遺跡、平田遺跡［田
海・高橋・坂上2000］・城ノ畠遺跡）、土墳墓群の検出された畑野地区の県史跡下畑遺跡［計良・寺村ほか1972・
1973］や真野地区の若宮遺跡［本間ほか1969］、玉作工房跡が検出された金井地区の新保川東遺跡［金井町
1979］等があり、近年の調査成果によって、当該期の玉作の様相が明らかになりつつある。この他にも玉作に
関係すると思われる遺物が採集されている遺跡が国仲平野に複数存在する。佐渡に玉作遺跡が多く出現した理由
としては、小佐渡山脈に石材が豊富に存在し、縄文時代から良質の石材産地としての知名度が佐渡にあったこと
等が挙げられる。
　玉作遺跡以外にも佐和田地区（旧佐和田町）の二宮加賀次郎遺跡［上林1999］、畑野地区で平成15年度に発掘
調査した書場遺跡［佐治2003］や道崎遺跡、当該期の住居趾より銅鍛・管玉未成品の出土した真野地区の浜田
遺跡［関・本間ほか1975］、金井地区の浄玄堂橋遺跡・源田川遺跡・帆柱川遺跡［鹿取・本間2004］、多量の土
器や木製品、自然遺物の出土した千種遺跡［大場・小出ほか1953］が弥生後期～古墳時代初頭の遺跡としてあげ
られる。このうち、千種遺跡は、国府川の河川改修の際に発見された遺跡で、沖積地の地表下海抜Omの地点に
埋没していたことから、弥生時代や古墳時代にもこうした遺跡が沖積地に存在している可能性がある。
　羽茂地区における弥生時代の遺跡は、現在までのところ未発見であるが、遺物として数点の資料が採集されて
いる。大橋の西方ヒノツメ遺跡では、昭和42年の農業基盤整備の際に弥生後期後半の天王山式土器の口縁部が
1点採集されており、これは南佐渡で最初の弥生土器資料である。また、村山の番匠屋敷遺跡では、後期後半の
東北地方南部の天王山式系に伴う北方系の石嫉であるアメリカ式石鎌が発見されており、周辺でガラス小玉が採
集されている。アメリカ式石嫉は、県内では越後側（堅正寺、六地山、大沢、藤橋）の遺跡で多く発見されている
が、佐渡における出土例はこの1点のみである。この他、天王山式土器の採集された亀脇の素浜学校林下遺跡等
がある。羽茂地区は、当該時期の遺跡が未発見であり、まとまった資料も少ないため、他の地域との詳細な比較
はできないが、採集された遺物を見るかぎりでは、佐渡の弥生文化の主流をなしている国仲平野に集中する中
期・後期の近畿・北陸系文化ではなく、東北南部の後期後半の天王山式系文化の伝播が推測される［羽茂町史編
さん室1989］。また、羽茂地区において弥生時代の遺跡がないのは、未発見であるのか、羽茂平野の安定化が
遅く水田稲作に適した低湿地帯が無かったことによるものなのか、資料数が少ないこともあり、現時点では不明
である。
　弥生時代～古墳時代にかけて、国仲平野を中心として発展した集落は存在するが、現在までのところ古墳時代
前・中期の古墳は発見されていない。しかし、宮内庁に「明治19年鹿伏山出土品一括御買上」とされる碧玉製
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車輪石、ガラス小玉等24点が所蔵されており、鹿伏周辺に前期古墳が存在した可能性を示唆している。古墳時
代後期後半になると、横穴式石室を伴う円墳が現れるが、これらは平野部ではなく、海に面した段丘や砂丘上に
立地していることが特徴である。いずれも首長墓的な古墳や大きな群集墳ではなく、1基から数基が散在してい
る。発見された古墳（計42基）は、真野湾のうち真野地区側沿岸のものが真野古墳群（25基）、二見半島のもの
が二見古墳群（8基）、両津湾沿岸のものが両津古墳群（3基）、国仲平野周辺のものが国仲占墳群（6基）として、
分布する地域ごとにおおまかに4つに分類することができる［羽茂町史編さん室1989］。
　羽茂地区で1よ小泊の庄屋塚古墳、亀脇の岩野古墳1号・2号の3基の古墳の存在が知られており、これらは
真野古墳群の分布域に含まれている。この他、大石にあるエゾ塚や大橋の地田にあった粛慎の隈、小田原神社跡
の砂丘地にも後期古墳のあった可能性があり、また、小木半島の丘陵部段丘上に立地する大橋の弥五平遺跡から
は、メノウ製の勾玉1点が採集されている。また、羽茂地区には、佐渡島で唯一、粛慎（満州地方のツングース族）
の言伝えが残る場所で、その粛慎人が、欽明天皇5年（544）に佐渡を抄掠したことが『日本書記』巻第19、欽
明天皇5年の条に記録されている。
　古墳以外の遺跡数は少ないが、製塩遺跡が数ヵ所で確認されている。真野湾に面する砂丘地帯の丘陵斜面に立
地する亀脇の亀脇遺跡では、製塩土器や多くの焼土・焼石が採集され、小泊の瓜生崎洞窟遺跡でも製塩土器が採
集されており、製塩を営む集落の存在をうかがわせる。佐渡における製塩は、能登半島の七尾湾沿岸を中心とし
た技術が、古墳時代終末期の7世紀頃に伝えられたと考えられ、8世紀を中心とした時期に佐渡で製塩遺跡が増
加するのは、当初七尾湾方面より移入していた塩を地方豪族の掌握下にあった集落の人々が、小規模な単位なが
らも島内で自給するようになったためであろう［新潟県1986］。
　奈良・平安時代になると、遺跡は台地に占地される傾向が強まるが、沖積地も水田耕作に土地利用されたこと
から、各地で条里制遺構が見られる。佐渡においては、真野地区の金丸条里遺跡、真野地区から畑野地区にかけ
て存在する竹田沖条里遺跡、畑野地区の寺田条里遺跡などがあり、この他にも佐和田地区の石田などに条里制遺
構iがあったと考えられている。古代の佐渡島は、7世紀末に国として成立し、養老7年（721）以降、雑太・賀
茂・羽茂の三郡となり、雑太郡は国仲平野西部を中心とする真野地区・佐和田地区周辺、賀茂郡は国仲平野東部
の両津市周辺、羽茂郡は羽茂地区を中心とした南佐渡に比定されている。条里制を示す遺構は、羽茂川下流の左
岸一帯に広がっており、その範囲はおおよそ羽茂本郷の町外れから大石海岸までである。このような条里制水田
は、律令制時代に耕地整理された場所で、南北方向、東西方向に伸びた道路や水路、畦畔によって1町四方ごと
に区切られた地割が広がるが、羽茂平野の条里水田も、羽茂郡司の指揮によって施行された大工事であったと推
測される。羽茂平野では、1町四方の区割りが羽茂川下流域に約60区画、山田川下流域にも約10区画が見られ
る。これらの条里制遺構は、昭和43年頃の圃場整備事業によって浬滅したが、昭和30年代の航空写真や明治
20年代の土地更正図などから推測することが出来る。［羽茂町史編さん室1989］。
　現在、羽茂郡衙の位置は明らかになっていないが、羽茂川西岸の須川付近一帯には勝蔵院（しょうそういん）と
いう地名が残っており、台地上を中心として広範囲に須恵器が散布する。また、山田川西側台地上の西方水替場
遺跡からは円面硯片が出土しており、この付近に羽茂郡衙関連遺構が存在する可能性が高いと考えられる。
　佐渡国府、国分寺に関連する遺跡群は国仲平野南西部、真野地区に所在する。佐渡国府の位置は特定されてい
ないが、佐渡国分寺の北東約1kmに所在する下国府遺跡で、昭和52年の発掘調査時に二重の環濠に囲まれた
2×3間の掘建柱建物2棟が検出されている。遺跡の性格等に不明な点があるものの、国府に関連する遺構と考
えられる。
　佐渡国分寺は、文化年間に書かれたr佐渡志』の中に記述が見られることから、幕末には発見されていたもの
と考えられる。大正時代末頃から地元研究者によって行われた調査で、金堂跡、廻廊跡等が確認され、その後の
文部省による調査を経て昭和4年に国史跡として指定された。地表面に礎石の一部が露出しており、発掘調査に
よらず伽藍配置を把握できる稀有な遺跡である。昭和29年に斉藤忠らによって伽藍配置図が作成されており、
それによれば天平尺33尺を単位とする地割を持ち、東大寺式の伽藍配置を持つこと、建物中軸線が異なってい
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るため新堂は平安時代に新たに建てられたと考えられること、等が明らかとなっている。昭和47年に史跡整備
が行われているが、寺域内の調査が行われていない為、創建年代等の様相については不明な点が多い。平成11
年から、真野町教育委員会（平成16年以降は佐渡市教育委員会）によって寺域範囲を把握するための調査が行われ
ており、序々に様相が明らかになりつつある。
　佐渡における古代の窯業生産は、真野地区背の沢古墳出土品や相川地区二見半島苗代の腰窯跡、石地河内窯跡
採集品等から8世紀前半に生産が開始されたと考えられる［坂井ほか1991］。二見半島では、他に納戸沢窯跡、
高瀬穴窯窯跡群があり、8世紀～9世紀前半まで操業が行われていた可能性が高い。但し、開墾等によって浬滅
したものもあり、発掘調査が行われていないため、規模や生産の様相については不明確な部分が多い。
　二見半島窯跡群が操業を停止する9世紀第2四半期以降、小泊窯跡群が操業を開始する。20余地点が確認さ
れ総数100基程と考えられているが、9世紀後半以降越後全域へ製品を供給していることから、相当の生産量が
あったものと想定される。越後以外でも越中、信濃北部、出羽の遺跡で小泊産須恵器の出土が確認されており、
日本海沿岸域一帯に流通している。この他に、両津地区北松ヶ崎蟹穴窯跡や真野地区大木戸窯跡等があるが、採
集された遺物量から単発的な操業であったと想定される。このうち、大木戸窯跡の製品は、胎土、製作技法共に
小泊窯出土品と類似しており、小泊窯跡群と同一の系譜にあるものと考えられる。
　現在、佐渡国分寺へ瓦を供給した窯として2箇所が知られている。、国分寺の東100mに所在する真野地区経
ケ峰瓦窯は、瓦専業窯と考えられ、平成8年に行われた真野町教育委員会による調査で2基の窯体が検出されて
いる。小泊窯跡群においても瓦の出土が認められるが、主体的に瓦を焼成した地点は確認されていない。
　中世に入ると、相模（現神奈川県）出身の本間氏や藍原、土屋、渋谷氏等が佐渡に入国する。彼らや地域の有
力者が後に地頭や村殿とよばれる支配者階級となっていく。羽茂地区では、羽茂本間氏が羽茂本郷東側の台地に
山城（県史跡羽茂城）を築いて居城としている。羽茂本間氏の系譜については、なお不明な点が多いが、木浦郷、
羽茂郷の地頭職を持っていた吉岡本間氏の流れを汲む宣定、宣光等の一族がその祖ではないかといわれている
［海老名保作・藤井三好ほか1984］。永正6年（1509）長尾為景が羽茂の大石へ亡命し、翌年羽茂本間氏の援軍に
よって越後に再起した功績により三島郡3ヵ村の所領を獲得した。大永年間に久知勢力と羽茂勢力で宮浦を中心
とした戦が始まり、佐渡国内も戦国時代へ突入した。戦乱の続く中、羽茂本間氏は南佐渡を掌握して、雑太の地
頭と対抗できる勢力となり、島内地頭間の紛争が激しくなった。佐渡の地頭間の紛争に越後の上杉景勝がたびた
び仲介をおこなったが、紛争は収まらず、天正17年（1589）6月に上杉景勝の佐渡攻略が始まり、同年6月16
日、羽茂城が落城して羽茂本間氏も滅亡している［海老名保作・藤井三好ほか1984］。羽茂地区の中世城館跡は、
羽茂城跡の他に、清士岡城跡、岡田城跡、西方城、平城跡など羽茂平野周辺に現在12ヵ所の城館跡が確認され
ている。羽茂本間氏の羽茂城の他に、岡田城の村川殿、西方城の海老名弾正のような村殿の城があった。これら
の城館は、中世末期には、羽茂城を中心とした防備のために再編成されたと考えられる［海老名保作・藤井三好
ほか1984］。羽茂城は、島内最大級の山城で、殿屋敷と呼ばれる平地の周囲に荒神城、五社城、南の城と呼ばれ
る物見台の跡があり、周囲には郭、土塁、腰郭、空堀、大手門、東門等の防御施設や厩屋、馬場が配置され、城
の西方、羽茂本郷の町場が城下町（羽茂城下町跡遺跡）であったと考えられている。この羽茂城下町跡は、南北に
ほぼ一直線に延びる道路に面して、東西に短冊型の地割を形成しており、当時の城下の景観をうかがうことがで
きる。この城下町は、天正・慶長期（1573～1614）以降には存在していたようだが、町割りの成立時期等の詳
細については不明である。羽茂地区の城館跡・城下町跡を除く中世の遺跡は少なく、青磁碗の採集された羽茂本
郷の木戸江ノ下遺跡、中世陶器の採集された大橋の大橋地原遺跡、珠洲系陶質土器の採集された井尻遺跡・板尾
遺跡、珠洲系陶質土器の採集された村山の九十郎巻遺跡等がある。
　中世から近世へと入る頃、平安時代以降より存在の知られていた西三川砂金山は、度々開発が行われていたが、
江戸時代以降から本格的に開発が行われるようになる。島内における当該時期は、天文11年（1542）に佐和田
地区沢根の山中で鶴子銀山が発見され、文禄4年（1595）頃には坑道掘り等の新しい技術が用いられ、佐渡島内
における鉱山の開発が盛んとなる時期であり、さらに慶長年間（1596年～1614年）には、相川地区（旧相川町）
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で相川金銀山（佐渡金山遺跡）が発見されたことで、相川金銀山や西三川砂金山等の諸鉱山は、徳川幕府の重要
な財源として採掘が行われるようになる。佐渡島の鉱山分布域を見ると、大佐渡山脈と小佐渡山脈に集中してい
ることがわかる。大佐渡山脈には相川金銀山、鶴子銀山等があり、小佐渡山脈には真野地区の西三川砂金山、新
穂地区の新穂銀山等がある。羽茂地区を見ると、尾平川流域に砂金山があり、また、大崎に清水鉱山が存在した
というが［小菅1999］、現在までのところ詳細な分布調査が実施されていないので、遺跡の内容等には不明な
点が多い。また、西三川砂金山での砂金採取にあたり、膨大な水を確保する必要があるため、砂金山の周辺には
水路や溜池が造成されるが、羽茂地区でも、山師味方但馬より名付けられたと推測される但馬江とよばれる水路
跡が残っている。この江は現在、外山一上川茂（赤泊地区）一滝平（羽茂地区）一下黒山（真野地区）の尾根中腹部
（標高約300m）付近にその江筋を部分的に残している。この江の用水をどのような目的で使用したか詳細は不明
であるが、おそらく西三川砂金山の虎丸山への水路に接続していたと推定される［羽茂町史編さん室1989］。
羽茂地区の他の中世～近世にかけての遺跡は、石臼等の石製品の生産地でもあり、多くの石工たちが生活してい
た小泊に、中なぎ遺跡・大沢遺跡といった石切り場の跡や、それらを積出した小泊港跡がある。また、精錬され
た金銀や生活物資等の運搬を行うため、相川～小木間を結ぶ相川街道（うち相川～小木・赤泊間の分基点より小木側
は小木道とよばれる）が整備され、承応2年（1653）には小木道に一里塚が築かれる。羽茂地区には当時の旧態を
残す市史跡の村山の一里塚、片方の塚のみ残る小泊の一里塚が現存している［新潟県教育委員会1998］。
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1　調査と整理の方法
A　調査の方法
　既往の調査成果を基に各地点の現況を把握するとともに、未知の窯跡を把握し、窯跡群全体の分布状況を明ら
かにすることを目的とした。分布調査の範囲は、製品積出港の東側に位置する岩の上から、窯跡が存在する3段
目の段丘までの東西約2km、南北1．5kmを対象とした。本窯跡群の窯体は、床面傾斜角が非常に緩やか（20度
未満）な点が特徴となっており、丘陵端部の緩斜面を切り開いた水田、畑に立地することが多い。このため、縮
尺五千分の一の国土基本図を用いた場合、詳細な窯体位置を記録することは困難と考えた。そこで調査にあたっ
ては、小泊地区全域を撮影した二千分の一の航空写真を使用し、水田や畑の1区画を単位として番号を付した。
山林については、水田等の区画の延長線によって区画した。遺物は、1区画ごとに採集し、窯体位置1よ地形や
散布量、融着遺物、窯壁の存在等で判断した。なお、調査にあたっては、東北芸術工科大学・新潟県教育庁文化
行政課・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団・両津市教育委員会・相川町教育委員会・畑野町教育委員会・新穂村
教育委員会・小木町教育委員会の協力を得た（機関等の名称は、調査時のもの）。
B　整理の方法
【遺物の実測】
　殆どの面に遺物の散布が認められたが、地表面に散布していたものの為、小片が多く器形の全容や地点ごとの
組成を把握しうるものは少ない。出土した遺物は殆どが須恵器で、他には少量の瓦がある。遺物量は平箱
（54×34×15cm内寸）で約36箱である。その内、纏まって出土した22地点の遺物を図化した。図化にあたっ
ては、残りのよいもの、器種構成がわかるものを任意に抽出した。
【記述の方法】
　窯跡や、関連遺跡と考えられる地点はK－○○窯跡、No．○○遺跡とした。遺物は散布するが、窯跡・遺跡他と
判断し得なかった地点はNo．○○とした。遺物の説明には、本文、実測図版、写真図版、観察表を用いる。
【図 版】
　図版には実測図版と写真図版があり、両者の遺物番号は一致する。実測図版は各地点ごとの遺物を器種毎に大
別してレイアウトし、遺物の縮尺は1／3とした。写真図版のレイアウトは概ね遺物図版に準じており、縮尺は
1／3とした。
【観　察　表】
　観察表には実測番号、出土地点、器種、法量（口径・底径・器高）遺存状態を記入した。小泊産須恵器の胎土は
一般的に「精良で長石かと思われる白色小粒子を多く含む」［坂井1989］とされている。今回は、1一精良で白
色小粒子を含むもの、2－1と比較してやや胎土が荒く、1mm程の白色粒子を多く含むもの、の2種に大別し
た。焼成1よ「堅緻」が硬質以上の強い焼きのもの、「硬質」が還元状態を保つもの、「軟質」が焼き締まりの弱
いものや白い還元状態のもの、「酸化」が酸化状態のもの、とした。その他、食膳具についてはロクロ回転方向
を記入し、杯類は計高及び底径指数を記入した。
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1岩の上遺跡
　［立地と現況］（図版44－1）
　出土品の積み出し港と考えられる小泊港の南側、海岸線より一段高位の段丘上に広がる台地にあり、標高
60m前後を測る。昭和62年に県教育委員会によって行われた分布調査時には「須恵器が大量に拾える」として、
製品集積地の可能性が指摘されている。現況は、北側が牧草地、南側が畑となっており、遺物の散布は南側畑部
分に集中する。しかし、これは耕作による地表面の撹乱の影響が大きいと考えられ、現在の散布状況がそのまま
遺跡範囲を表しているとは考えにくい。
　［遺　　　物］（図版4－1～5）
　散布量は多いが、殆どが小片の為、有台杯、長頸瓶の5点を図化した。有台杯は高台径6cmを測る1と、
9cm前後を測る3の2種に大別される。長頸瓶はいずれも高台～胴部の遺存で、高台径6．2cmを測る4と、
7．2cmを測る5がある。
　　　2　ヲンメン川遺跡
　［立地と現況］（図版44－2）
　岩の上遺跡の南西に位置し、2段目の段丘を上がりきった地点にある。南を小泊と亀脇の境を西流し、亀脇漁
港へ注ぐ小川によって形成される沢で区画される。現況は畑で、散布量は多いが図化しうるものは少ない。
　［遺　　　物］（図版4－6）
　縄文土器、石器、須恵器、土師器小片が出土しているが、須恵器以外は省略した。図化可能なものは横瓶1点
のみで、口径11cmを測る。
　　　3　奥田窯跡
　［立地と現況］（図版44－3）
　2段目の段丘上に位置し、南に向かって緩やかに傾斜している。標高は97m前後を測り、現況は宅地、水田
である。遺物は宅地と水田の境界から比較的遺存状態の良好なものが数点出土し、南側の水田部に向かって散布
している。地形や遺物散布状況から、窯体は宅地付近に存在する可能性が高いと考えられる。
　［遺　　　物］（図版4－7～21）
　杯蓋、有台杯、無台杯、高杯、壼蓋、短頚壼、甕、平瓦が出土しており、15点を図示した。
　杯　　蓋　7は、ボタン状で中央部が窪む摘みをもち、摘み径4．2cmを測る。8は、天井～体部の一部のみ
であるが、7よりやや大ぶりと考えられる。
　有　台杯　口縁部を欠失しているが、高台径6cm前後を測る小型の10・11と、高台径8cmを超える12の
2種がある。
　無台杯　13は、口径11．Ocm、底径6．6cm、器高2．9cmを測る。底部から口縁部にかけて、直線的に立ち
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上がる。底部切り離しは、ヘラ切りによる。
　高　　　杯　21は、脚部と口縁部が欠失している。
　短　頚　壺　14は、底部片で、底径11．2cmを測る。
　　甕　　16・17は口縁部で、外方へ屈曲させ、端部は下方につまみ出されている。15・18・19は胴部
で、いずれも外面は格子状の叩き痕、18・19は内面に同心円状の当て具痕が残る。
　平　　　瓦　20は、砕片のため部位等不明な点が多いが、凹面には布目圧痕がみられる。
　　　4　南のそで窯跡
　［立地と現況］（図版46－17）
　小泊集落と亀脇集落の境を西に向かって流れ、亀脇漁港へ注ぐ小川によって形成される谷の北側に位置し、2
段目から3段目にかかる丘陵端部に所在する。平成6年に行われた磁気探査の結果で1よ窯体は旧国道下に存在
すると推定されている。また、法面部分の調査では灰原の一部と遺物が検出された。国道によって原地形は大幅
に削平されており、窯体の一部は既に破壊されたものと推測される。
　［遺　　　物］（図版5－22～29）
　杯蓋、有台杯、無台杯、長頚瓶が出土しており、8点を図示した。
　杯　　蓋　22～23は、いずれも口径13．Ocm～14．Ocmを測る。口縁部から体部にかけて残存し、口縁端
部が下方へつまみ出されている。
　有　台　杯　25は底部片で、底径6．Ocmを測る。高台は外端接地であり、体部は直線的に立ち上がる。
　無　台　杯　26・27は底部から口縁部にかけて残存し、底径はともに8cm前後を測るが、器高は26が
3．5cm、27が2．5cmと27の方が低平である。
　長　頚　瓶　28・29は口縁部が残存しており、口径はともに9cm台を測る。口縁端部は、28が上方と下方
につまみ出され、29が下方につまみ出されている。
　　　5　江の下窯跡
　［立地と現況］（図版46－18）
　小泊集落と亀脇集落の境を西に向かって流れ、亀脇漁港へ注ぐ小川によって形成される谷の北側に位置し、南
のそで窯跡の東側に所在する。標高110m前後を測る。過去の国道工事の際、大量の遺物が出土したと言われ、
その一部が報告されている［坂井・春日ほか1991］。窯体自体は工事により消滅している可能性が高いが、旧国
道南側の法面に灰原の一部が露出しており、現在も大量の遺物が散布している。しかし、水田部分も過去の水田
拡張の際に、大幅な掘削が行われており、灰原自体の遺存状態も悪いと考えられる。なお、江の下窯跡とフスベ
窯跡の中間地点No．134から出土した有台杯1点（99）も併せて図示した。
　［遺　　　物］（図版5～7－30～98）
　杯蓋、有台杯、無台杯、有台碗、有台皿、長頚瓶、甕、平瓦が出土しており、69点を図示した。
　杯　　蓋　30～41は口縁部から体部にかけて残存し、42・43は摘みから天井にかけて残存している。口
径は37が12．Ocm、34・35が12．8～13．2cm、31・32・38・39が13．8～14．Ocm、30・33・36・
40・41が14．8～15．4cmを測る。口縁部は、31・32がまっすぐにおさめ、30・33～37が端部を下方へ屈
曲し、38～41がやや外反して端部は下方に屈曲する。42・43はボタン状の摘みを持ち、中央がくぼむ。
　有台杯　44は口縁部から底部にかけて残存し、口径13．4cm、器高5．3cmを測る。45は口縁部から体部
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にかけて残存し、口径10．2cmを測る。46は底部片である。底径は44・46ともに7．4cmを測る。
　44は全体的にやや厚手であり、体部は直線的に立ち上がり、口縁端部は丸くおさめる。高台は外端接地である。
45は薄手で直線的に立ち上がり、口縁端部は丸く仕上げる。46は底部から体部にかけてやや厚手で、高台は外
端接地である。
　無台杯　47は3片が溶着している。48～54は口縁部から底部にかけて残存し、55・56は口縁部片、57
～71は底部片である。口縁部の残存している資料の口径は52が11cm前後、50・53～55が12cm前後、
48・56が13cm前後、47・49・51は14cm前後を測る。底部片の底径は61が5cm前後、59・60・65が
6cm前後、57・58・62～64・66・67・69・71が7cm前後、68・70が8cm前後を測る。このうち、
57～60は底部切り離しがヘラ切りによるものであることがわかる。
　有台碗　72は口縁部から体部にかけて残存し、口径14．Ocmを測る。薄手で、体部が丸みをもって立ち上
がり口縁端部がやや外反する。73・74は底部から体部にかけて残存し、いずれも外端接地である。
　有台皿　75は口径13．4cmを測り、底部は厚身で体部から口縁部にかけて直線的にのびる。
　長頚瓶　76・77は頚部から口縁部にかけて残存し、口径は76が12．6cm、77が8．6cmを測る。78～
80は口縁部が残存し、口径は78が17．2cm、79が12．Ocm、80が14．4cmを測る。81は頚部片である。82～
88は底部が残存し、底径は82が6cm前後、83・84が9cm前後、85・86が10cm前後、87・88が13cm
前後を測る。89・90は胴部片である。
　76・77はいずれも頚部から口縁部にかけてラッパ状にひらき、口縁端部は上方と下方に摘み出され、中央が
凹線状にくぼんでいる。78～80はいずれもラッパ状に大きくひらいた口縁部で、口縁端部は上方と下方につま
み出されて中央が凹線状にくぼんでいる。81は内面に横方向のナデ痕が見られる。82～88はいずれも方形の
高台をもち、86の高台は外端接地である。89・90は内外面に横方向のナデが見られる。
　　　甕　　91・92は肩部から頚部にかけて残存している。ともに外面には格子状の叩き痕、91の内面には
同心円状の当て具痕が残る。93は肩部から口縁部にかけて残存しており、口径22．Ocmを測る。口縁端部は上
方と横方向につまみ出す形態をとる。94～97は胴部で、94・95・97の外面には格子状の叩き痕が残る。内
面には94に格子状、95に同心円状、97に平行状の当て具痕が残る。
　平　　瓦98は広端部の一部と考えられ、凹面には布目圧痕がみられ、凸面には縄目痕が残る。
［No．134遺物］（図版8－99）
　有台杯が出土しており、1点を図示した。
　有　台杯　99は底部から体部にかけて残存しており、やや厚手である。底径8．Ocmを測り、高台は外端接
地である。
6　No．230・231
［立地と現況］（図版45－34）
　宮田窯跡からやや離れた西側の水田から、一定量の遺物が出土している。盛土の移動によるものとも考えられ
るが、No．230・231から出土した遺物6点を図示した。
［No．230遺物］（図版8－100・101）
杯蓋、無台杯が出土しており、2点を図示した。
杯　　蓋　100は摘み部から天井部にかけて残存しており、摘み部はボタン状を呈する。
無台杯　101は口縁部から体部にかけて残存しており、直線的に立ち上がる。口径10．Ocmを測る。
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［No．231遺物］（図版8－102・105）
　有台杯、無台杯、長頚瓶が出土しており、4点を図示した。
　有　台　杯　102は底部から腰部にかけて残存している。やや厚手で、高台は欠失している。
　無台杯　103は口縁部から底部、104は底部から体部にかけて残存している。103は口径10．8cmを測り、
底径7．Ocmを測る。104は底径8．Ocmを測る。いずれも体部が直線的に立ち上がる。
　長頚瓶　105は頚部が残存しており、内外面に横方向のナデが見られる。
7　宮田窯跡
［立地と現況］（図版45－4）
　2段目から3段目にかかる段丘下部の緩斜面に位置し、標高105m前後を測る。平成5年度の調査では磁気探
査、表面採集共に窯体の存在を示すものは無かったが、今回、その南側の山林、畑、水田から遺物が採集された。
遺物は特に山林と水田の境に多く散布している。
［遺 物］（図版8・9－106～126）
　杯蓋、有台杯、無台杯、高杯、長頚瓶、小甕、横瓶が出土しており、21点を図示した。
　杯　　蓋　106は摘み部から天井部にかけて残存しており、摘み部の形状は中央に向かって盛り上がる。
107ボタン状の摘みを持ち中央がくぼむ。
　有台杯　108～110は底部から体部にかけて残存し、底径は108が7cm前後、109・110が6cm前後で
ある。109・110は高台が外端i接地である。111は口縁部から底部にかけて残存し、口径15．Ocm、底径
10．2cmを測る。112は口縁部から体部にかけて残存し、口径は14．4cmを測る。いずれも体部が直線的に立ち
上がる。
　無台杯　113・114は口縁部から底部にかけて残存し、いずれも器高3．5cmを測る。115～118は底部
から体部にかけて残存し、119～121は口縁部が残存する。口径は114・119が12cm前後、113・120が
13cm前後、121が14cm前後を測り、底径は117が6cm前後、115・118が8cm前後、113・116が9cm
前後を測る。このうち、113の底部切り離しはヘラ切りによる。
　高　　杯　122は口縁部が残存し、口径13．4cmを測る。口縁部は上方へ屈曲させ、端部は丸くおさめる。
　長頚瓶　123は肩部から口縁部にかけて残存し、口径9．6cmを測る。頚部はラッパ状に大きくひらき、口
縁端部は上方と下方につまみ出され、中央が凹線状にくぼんでいる。124は胴部で、内外面にヨコ方向のナデ
が見られる。
　小　　甕　125は口縁部が残存し、端部は横方向につまみ出される。
　横　　　瓶　126は胴部から口縁部にかけて残存し、口径11．8cmを測る。口縁端部は上方と横方向につまみ
出され、中央が凹線状にくぼむ。胴部内面には同心円状の当て具痕が残り、外面には格子状の叩き痕が残る。
8　No．262（図版9－127）
　杢田谷地窯跡至近地で採集された無台杯1点を図示した。
　無台杯　127は口縁部から底部にかけて残存し、口径12．Ocm、底径8．Ocm、器高3．2cmを測る。厚手の
底部から体部が直線的に立ち上がる。底部切り離しはヘラ切りによる。
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　　　9　No．303～330
　［立地と現況］
　下口沢窯跡西側の水田No．303～330で、広範囲に渡り遺物の散布が認められる。出土量はあまり多くない
が、南から北へ向かって緩やかな斜面となっている。
　［No．303遺物］（図版9－128・129）
有台杯、無台杯が出土しており、2点を図示した。
　有　台杯　128は底部から体部にかけて残存し、底径6．4cmを測る。高台は外端接地である。
　無　台　杯　129はやや厚手の底部が残存し、底径8．8cmを測る。
　［No．304遺物］（図版9－130）
有台杯が出土しており、1点を図示した。
有　台杯　130は底部から体部にかけて残存し、底径6．Ocmを測る。残存する腰部から腰が張る形状と考え
られる。
［No．311遺物］（図版9－131）
有台杯が出土しており、1点を図示した。
有　台杯　131は底部で、底径9．8cmを測る。底部は厚手で、高台は外端接地である。
　［No．324～330遺物］（図版9－132）
杯蓋が出土しており、1点を図示した。
　杯　　　蓋　132は摘み部で、擬i宝珠状を呈する。
　　　10　久保窯跡
　［立地と現況］（図版45－7）
　2段目から3段目にかかる段丘下部の緩斜面に位置し、カメ畑窯跡の北に隣接する。遺物は水田部から1段上
がった山林下部で多く採集される。
　［遺　　　物］（図版9～10－133～148）
　杯蓋、有台杯、無台杯、長頚瓶、突帯付短頚壼、甕が出土しており、16点を図示した。
　杯　　蓋　133は摘み部で、擬宝珠状を呈する。134は口縁部から天井部にかけて残存し、口径15．6cmを
測る。口縁端部は下方へつまみ出される。135は体部から天井部にかけて残存し、やや厚手である。
　有　台　杯　136は底部が残存し、底径5．6cmを測る。底部は薄手で、高台は外端接地である。
　無　台　杯　137・138は口縁部から体部にかけて残存し、口径はともに12cm前後を測る。137は薄手で、
口縁端部は丸くおさめる。138は薄手で、口縁端部はつまんで尖らせる。
　長頚瓶　139・140は口縁部で、口径は138が15．Ocm、140が14．2cmを測る。139は口縁端部が上方
と下方につまみ出され、中央は凹線状にくぼんでいる。140は口縁端部が下方につまみ出される。141・142
は底部が残存し、141は底径が15．Ocm、142は底径が8．Ocmを測る。143は頚部で内外面に横方向のナデが
見られる。144胴部で内外面に横方向のナデが見られる。
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　突帯付短頚壺　145は胴部で、外面に断面三角形の突帯を巡らせている。
　　　甕　　　146・147は口縁部が残存し、このうち147は口径26．4cmを測る。ともに口縁部を外反させ端
部は横方向に下方つまみ出している。148は胴部で内面に平行状の当て具痕が残り、外面には平行状の叩き痕
が残る。
11　No．334～338
［立地と現況］（図版45－37）
カメ畑窯跡西側に隣接する水田に、一一定量の遺物が散布している。
［遺 物］（図版10－149～156）
　有台杯、無台杯、長頚瓶があり、8点を図示した。
　有　台杯　149は底部が残存しており、底径7．8cmを測る。底部は薄手で、高台は外端接地である。
　無台杯　150は口縁部から体部にかけて残存し、口径12．Ocmを測る。口縁端部は丸くおさめる。
　長頚瓶　151は肩部から頚部にかけて残存し、内外面には横方向のナデが見られる。152・153・155・
156は口縁部である。このうち152は口径16．6センチ、153は口径13．Ocmを測る。いずれもラッパ状にひら
く形状で口縁端部は上方と下方につまみ出されて中央が凹線状にくぼんでいる。154は底径9．Ocmを測る。底
部は厚手で高台は外端接地である。
12　K－344窯跡
　［立地と現況］（図版45－8）
　2段目の段丘上にあり、カメ畑窯跡の西側に位置する。現況は墓地と水田になっており、遺物は墓地北側の斜
面及び隣接して一段下がっている水田から多く採集される。地形や遺物の散布状況から、窯体が墓域内に遺存し
ている可能性がある。
　［遺　　　物］（図版10～15－157～240）
　杯蓋、有台杯、無台杯、高杯、長頚瓶、鉢、甕、平瓦、窯道具が出土しており、67点を図示した。
　杯　　蓋　157～159は口縁部から摘み部にかけて残存し、口径はいずれも14cm前後を測り、器高は157
が3．4cm、158が2．6cm、159が2．2cmを測る。160・161は摘み部から天井にかけて残存している。摘み部
は157・158・161がボタン状で中央がくぼみ、159・160が擬宝珠状を呈する。162～168は口縁部から天
井部にかけて残存しており、口径は168が13cm前後、167が14cm前後、164・165が15cm前後、162・
163が17cm前後を測る。口縁端部はいずれも下方に屈曲している。
　有台杯　169・170は口縁部から底部にかけて残存している。器高はそれぞれ6．6cm、5．9cmを測る。
171～175は口縁部から体部にかけて残存している。176～180・183は底部から体部にかけて残存しており、
181・182・184～186は底部である。口径は170・172・173・175が12cm前後、169・171が14cm
前後、174が15cm前後を測る。底径は176・181が9cm前後、177が10cm前後を測る。169・170は体
部が直線的に立ち上がる。171～173は体部が内湾気味に立ち上がり、口縁部は外反気味の形状である。いず
れも、高台は外端接地である。
　無台杯　187～196は口縁部から底部にかけて残存している。197～200は底部から体部にかけて残存し
ている。口径は12～13cmを測り、器高は3cm台が中心、底径は7cm前後と8cm前後が中心である。体部は
直線的に立ち上がるものが多いが、189・190ように丸みをもつものもある。また187～191は底部切り離し
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がヘラ切りによる。
　高　　杯　220は杯部から底部にかけて残存しており、底径11．6cmを測る。脚部の裾は大きくひらき、端
部は横方向につまみ出されている。221は杯部が残存しており、口径14．2cmを測る。大きくひらいた形状で、
端部はつまんで尖らせている。
　長　頚瓶　201・202は口縁部で、口径は201が18．6cm、202が9．Ocmを測る。口縁端部は上方と下方へ
つまみ出され、中央は凹線状にくぼんでいる。203～206は底部から胴部にかけて残存しており、底径は8．8
～10．4cmを測る。厚手の形状であるが、203はやや薄手で高台が高い。207・208は頚部である。
　　鉢　　209は口縁部で、口径は22．Ocmを測る。口縁部は外方へ屈曲し、端部は上方へつまみ出している。
　　　甕　　210は肩部から口縁部にかけて残存し、212・213は口縁部である。口径は18．4cm～19．Ocm
を測る。210は口縁端部を横方向につまみ出し、肩部の内面には同心円状の当て具痕が残り、外面には格子状
の叩き痕が残る。211・212は口縁端部を上方と下方につまみ出し、中央は凹線状にくぼんでいる。213～
219は胴部で、いずれも外面には格子状の叩き痕が残り、内面は213・216・218・219に同心円状、214・
215・に平行状の当て具痕が残る。217の内面には同心円状と格子状の当て具痕が残る。
　平　　瓦　223は広端部の一部と考えられ、内面には布目圧痕が残る。
　窯道具　222は底部から体部にかけて残存し、底径5．4cmを測る。
　　　13　堂の上窯跡
　［立地と現況］（図版45－10）
　2段目から3段目にかかる段丘下部に位置し、カメ畑窯跡南に隣接する。棚田状の休耕田3面に多量の遺物が
散布することから、窯体が水田下に遺存している可能性がある。
　［遺　　　物］（図版14－224～234）
　杯蓋、有台杯、無台杯、長頚瓶、甕、平瓦が出土し、11点を図示した。
　杯　　蓋　224・225は摘み部が残存し、224は摘みの中央部が平坦であるが、225は中央がへこむボタン
形である。
　有　台　杯　226～228は底部から体部にかけて残存し、底径8．2cm～9．Ocmを測る。高台は外端接地のも
のが中心である。
　無台杯　229は口縁部である。230は底部から体部にかけて残存し、底径10．8cmを測る。
　長頚瓶　231は底部が残存しており、底径7．6cmを測る。232は口縁部でラッパ状に大きくひらく形状と
考えられる。口縁端部は上方と下方につまみ出され、中央は凹線状にくぼむ。
　　　甕　　233は口縁部で、端部は上方と下方に強くつまみ出されている。
　平　　　瓦　234は広端部の一部と考えられ、内面には布目圧痕が残る。
　　14　No．353
［立地と現況］（図版45－38）
No．303～330の南側に位置し、一段高くなっている畑に遺物が散布している。
［遺　　　物］（図版15－235～240）
杯蓋、無台杯、長頚瓶、鉢、平瓦が出土し、6点を図示した。
杯　　蓋　235・236は天井部から口縁部にかけて残存し、口径はそれぞれ15．8cm・16．2cmである。い
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ずれも口縁端部は下方につまみ出される。
　無台杯　237は底部から体部にかけて残存しており、底径11．2cmを測る。厚手の底部から体部が立ち上
がる。
　長頚瓶　238は胴部で、内面には横方向のナデが見られる。
　　　鉢　　　239は底部から胴部にかけて残存しており、底径12．6cmを測る。厚手で、高台はやや外向し、
端部は内方・外方に拡張されている。
　平　　　瓦　240は広端部の一部と考えられ、内面には布目圧痕が残る。
　　15　No．359
［立地と現況］
K－344窯跡の北西に位置する水田の北側法面に、遺物が散布している。
　［遺　　　物］（図版15－241～245）
　有台杯、無台杯、甕が出土し、5点を図示した。
　有　台杯　241・242は底部で、底径は241が9．2cm、242が8．2cmを測る。241はやや厚手で、高台は
内方に拡張する。242の高台は外端接地である。
　無　台杯　243・244は底部で、底径は243が6．2cm、244が9．Ocmを測る。243は外面底部に回転糸切
痕が見られる。244は底部中央が上方へ盛り上がり、底部切り離しはヘラ切りによる。
　　　甕　　　245は胴部で、内面には同心円状・格子状の当て具痕が残り、外面には格子状の叩き痕が残る。
　　　16　藤畑窯跡
　［立地と現況］（図版45－11）
　堂の上窯跡の南に小さな沢を隔てて隣接している。開田により、窯体の存在が推定される2段目から3段目に
かかる段丘下部斜面は削平されている。水田部の以外に、段丘上部からも僅かに遺物が採集される。
　［遺　　　物］（図版15－246～253）
　杯蓋、有台杯、無台杯、長頚瓶、鉢が出土し、8点を図示した。
　杯　　蓋　246は天井部から口縁部にかけて残存し、口径12．8cmを測る。口縁端部は下方につまみ出される。
　有　台杯　247は底部で、底径は6．6cmを測る。高台は外端接地である。248は口縁部から体部にかけて残
存し、口径14．Ocmを測る。薄手で、口縁端部は丸くおさめる。
　無　台　杯　249～251は底部で、底径は249・250が8．4cm、251が6．2cmを測る。250は底部中央が盛
り上がっている。
　長　頚　瓶　252は底部が残存しており、底径11．4cmを測る。高台はやや内向する。
　　　鉢　　　253は口縁部から頸部にかけて残存している。口縁部は外方へ屈曲している。
　　17　K414窯跡
［立地と現況］（図版46－14）
2段目から3段目にかかる段丘下部に立地する。水田部及び法面に多量の遺物が散布する。
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［遺 物］（図版16～18－254～299）
　杯蓋、有台杯、無台杯、盤、長頚瓶、甕、壺蓋、横瓶、壺蓋が出土し、46点を図示した。
　杯　　蓋　254～260は口縁部から天井部にかけて残存し、口径は260が13．Ocm、255～258・262が
14．8cm～15．8cm、254が18．4cmを測る。口縁端部は下方に屈曲し、丸くおさめる。また、259は厚手であ
る。261は摘み部から天井部にかけて残存し、摘みは擬宝珠状を呈する。
　有台杯　263は口縁部から体部にかけて残存しており、口径13．6cmを測る。体部は直線的に立ち上がり、
口縁端部は尖らせる。264～272は底部から体部にかけて残存し、底径は265・270・271が5．6cm～
6．4cm、267・269・272が6．8cm～8．2cm、268が、266が11．Ocmを測る。高台は外端接地が中心である
が、267のように内端接地のもの、268・272のように高台がやや外向するものもある。
　無　台杯　273は重ね焼きした無台杯の溶着片で、4片が確認できる。最も下にある個体は、口縁部から底
部にかけて残存し、口径10．8cm、底径7．8cm、器高3．4cmを測る。274は口縁部から体部にかけて残存し、
口径14．Ocmを測る。口縁端部は丸くおさめる。275は口縁部から底部にかけて残存し、口径10．8cm、底径
7．3cmを測る。体部は丸みをもって立ち上がり、口縁部は摘んで尖らせる。276～284は底部から体部にかけ
て残存している。底径は276・281が7．8cm、277～280・282～284が8．8cm～9．6cmを測る。このうち、
278は厚手で、外面底部はヘラ削りである。
　　　盤　　285は口縁部から体部にかけて残存しており、口径16．Ocmを測る。薄手で、体部が丸みをもっ
て立ち上がり、口縁端部は丸くおさめる。
　長　頚　瓶　286は口縁部で、口径11．4cmを測る。口縁端部は横方向につまみ出され、中央には凹線状のく
ぼみが見られる。287は頸部である。288は胴部で、内外面に横方向のナデが見られる。289・290は底部か
ら胴部にかけて残存し、底径は289が8．4cm、290が8．Ocmを測る。高台は外端接地である。
　　　甕　　291・292は口縁部で、口径は291が15．6cm、292が41．Ocmである。291はわずかに肩部と
の境界のくびれ部分が残存している。口縁端部は横方向につまみ出されている。292は口縁端部が下方につま
み出され、中央は凹線状にくぼんでいる。293～298は胴部で、内面には同心円状の当て具痕が残るものが多
く、外面には格子状・平行状の叩き痕が残る。
　壺　　蓋　262は口縁部で口径15．2cmを測る。口縁部は下方へつまみ出し、端部を尖らせている。
　横　　　瓶　299は胴部が残存し、内面には同心円状の当て具痕、外面には平行状の叩き痕が残る。
18　No．429遺跡
［立地と現況］（図版45－12）
　カメ畑窯跡が存在する段丘斜面を上がりきった地点に存在する。現況は、畑、水田で西に向かって緩やかに傾
斜している。広範囲に渡って遺物が散布するが、地形的に窯体が存在する可能性は低いと考えられる。
［遺 物］（図版19－300・301）
有台杯、有台皿が出土し、2点を図示した。
有　台　杯　300は底部で、底径9．2cmを測る。高台は外端接地である。
有　台　皿　301は底部のみ残存し、高台を欠失している。
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19　下口沢窯跡
　［立地と現況］（図版45－6）
　2段目から3段目にかかる段丘下部に位置する。平成5年の調査では、2基の窯体と土器集中区が検出されて
いる。遺物は、山林から水田部にかけて広範囲に散布する。
　［遺　　　物］（図版19～21－302～339）
　杯蓋、有台杯、無台杯、盤、長頚瓶、甕、壼蓋が出土し、38点を図示した。
　杯　　蓋　302～306は口縁部から天井部にかけて残存し、口径は306が13．Ocm、303・305が15．6cm、
302・304がそれぞれ18．Ocm・17．Ocmを測る。304は厚手である。口縁端部はいずれも下方へ屈曲させて
いる。308～310の摘みは、擬宝珠状を呈する。
　有台杯　311～313は口縁部から体部にかけて残存し、口径は311が15．4cm、312が13．8cm、313が
12．3cmを測る。いずれも体部は直線的に立ち上がる。314～317は底部から体部にかけて残存し、底径は
314・317が6．4cm～7．2cm、315・316が8．4cm～9．2cmを測る。高台は外端接地のものが中心であるが、
316のように端部が内方と外方に拡張するものもある。
　無　台杯　318・319は口縁部から底部にかけて残存している。320・321は口縁部から体部にかけて、
322は底部から体部にかけて、323～329は底部が残存している。口径は、318・319・321は11．4cm～
12．6cmを測り、320は15．2cmを図る。底径は318・319・322・325～329が6．2cm～8．Ocm、323・
324が10．Ocm・10．8cmを測る。器高は318が2．6cm、319が3．3cmを測る。体部は直線的に立ち上がるも
のが中心であるが、321のようにやや丸みをもつものもある。底部は平坦なものと324・326・327のように
中央部分が盛り上がる形状のものがある。326・327は底部切り離しがヘラ切りによる。
　　　盤　　330は口縁部から底部にかけて残存し、口径15．4cm、器高2．4cmを測る。体部は直線的に立ち
上がる。
　長　頚　瓶　331は底部から胴部にかけて残存し、底径13．8cmを測る。高台はやや外向する。内外面に横方
向のナデが見られる。
　　　甕　　332・333・337・338は口縁部で、口径は332が25．6cm、333が30．4cmを測る。332は肩
部との境界のくびれ部分がわずかに残存しており、口縁端部は上方と横方向につまみ出され、中央が凹線状にく
ぼんでいる。333は口縁端部を横方向につまんでいる。337・338は口縁端部を下方へ屈曲させ、つまみ出し
ている。334・335・339は頸部から肩部にかけて残存している。いずれも内面には同心円状の当て具痕を残
し、外面は334・339に平行状、335に格子状の叩き痕が残る。336は胴部で、内面に同心円状の当て具痕、
外面に格子状の叩き痕が残る。
　壼　　蓋　307は口縁部から体部にかけて残存し、口径14．2cmを測る。体部は丸みをもつ。
20　K－402窯跡
　［立地と現況］（図版46－13）
　2段目の段丘上に位置する。現況は宅地と水田である。水路工事の際に出土した遺物が所有者宅に保管されて
いる。現在は、宅地より一段下がった水田部で遺物が採集される。
［遺 物］（図版21－340～344）
無台杯、長頚瓶、甕等が出土し、5点を図示した。
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無台杯　340は底部から体部にかけて残存し、底径8．6cmを測る。厚手の底部である。
長　頚　瓶　341は口縁部で、口径14．6cmを測る。口縁端部は上方と下方につまみ出され、中央は凹線状に
くぼんでいる。342は底部である。
不　　明　343の器種は不明だが、口縁部片である。
　　甕　　　344は肩部で、内面に同心円状の当て具痕、外面に平行状の叩き痕が残る。
21　No．401
［立地と現況］
K402の南側に位置する水田で、一定量の遺物が散布する。
［遺 物］（図版21－345～350）
　杯蓋、有台杯、無台杯が出土し、6点を図示した。
　杯　　蓋　345～347は口縁部から体部にかけて残存し、口径1よ346・347が14．8cm～15．Ocm、345
が16．8cmを測る。いずれも薄手で、口縁端部は下方につまみ出される。
　有　台　杯　348は底部で、底径7．2cmを測る。高台は外端接地である。
　無台杯　349は口縁部で、口径12．Ocmを測る。350は底部で、底径10．2cmを測る。いずれも薄手であ
る。
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1　調査と整理の方法
A　調査の方法
　道路脇に3基の窯体が並列して露出していることが確認できた為、西側の法面を精査し、各窯に伴う灰原の把
握を試みた。法面を2m間隔でグリッドを設定し、北から1T－0とし、1T－12まで設定した。水田部分の地
盤が悪かった為、排水溝を設定後、人力による精査を行った。また、土層堆積状況を把握し、原地形の復元をは
かる為、3ヶ所で断ち割りを実施した。
B　整理の方法
【遺物の実測】
　出土した遺物は殆どが須恵器で、他には少量の瓦がある。遺物量は平箱（54×34×15cm内寸）で約45箱で
ある。図化にあたっては、グリッド毎に、残りのよいもの、器種構成がわかるものを任意に抽出した。
【記述の方法】
　遺物の説明には、本文、実測図版、写真図版、観察表を用いる。個々の遺物については観察表を用い、本文で
は各地点の概要や組成を申心に記述する。
【図 版】
　図版には実測図版と写真図版があり、両者の遺物番号は一致する。実測図版は各地点ごとの遺物を器種毎に大
別してレイアウトし、遺物の縮尺は1／3とした。写真図版のレイアウトは概ね遺物図版に準じており、縮尺は
1／3とした。
【観　察　表】
　観察表には実測番号、出土地点、器種、法量（口径・底径・器高）遺存状態を記入した。小泊産須恵器の胎土は
一般的に「精良で長石かと思われる白色小粒子を多く含む」［坂井1989］とされている。今回は、1一精良で白
色小粒子を含むもの、2－1と比較してやや胎土が荒く、1mm程の白色粒子を多く含むもの、の2種に大別し
た。焼成は、「堅緻」が硬質以上の強い焼きのもの、「硬質」が還元状態を保つもの、「軟質」が焼き締まりの弱
いものや白い還元状態のもの、「酸化」が酸化状態のもの、とした。その他、食膳具についてはロクロ回転方向
を記入し、杯類は計高及び底径指数を記入した。
27
第VI章　遺 物
1　1T－0
［遺 物］（図版22～25－1～53）
　須恵器、瓦が出土し、このうち杯蓋5点、有台杯8点、無台杯9点、有台碗5点、有台皿2点、長頚瓶11点、
甕9点、横瓶2点、平瓦2点を図示した。
　杯　　蓋　1は摘み径3．6cmを測る。ボタン状を呈し、中央がややくぼむ。ほぼ完形に近いが、口縁部を欠
失しており、口径は不明である。2～5は口縁部で、口径18cm前後のものと、13～14cm前後のものがみら
れる。いずれも口縁部が下方に短く屈曲する。
　有台杯　6・7は底部から口縁にかけて残存しており、口径13．8～14．8cm、器高は6cm前後を測る。6
は底部から体部にかけて直線的に立ち上がるが、7はやや丸みを帯びる。口縁端部は丸くおさめる。高台径は
7cm前後を測るものが多い。高台は方形を呈し、外端接地が主体であるが、8のように内端接地のものもみら
れる。8～10は底部から胴部にかけて遺存しており、底部からの立ち上がりはやや直線的である。9は肉厚の
底部をもつ。
　無台杯　14～17は口径11．2～15．2cm、器高2．8～4．Ocm前後を測る。底径は7～8cm前後のものが多
い。16は口縁部がやや内側へ折れ込む。底部からの立ち上がりは直線的なものが多いが、14・15のようにや
や丸みを帯びるものもある。
　有　台碗　23は底部から口縁部にかけて残存しており、口径14．8cm、器高4．6cmを測る。底径は6．4～
7．8cm前後を測る。高台はいずれも外端接地である。23・24とも杯に比ぺ腰部が丸みを帯び、やや内湾気味
に立ち上がる。
　有　台　皿　28は完形品で、口径13．Ocm、底径6．8cm、器高2．2cmを測る。底部は厚身で、体部はやや内湾
気味に立ち上がり、口縁端部で外反する。29は口縁12．5cm、底径7．2cm、器高3．Ocmで、28に比べ体部から
口縁部にかけてやや直線的にのびる。28・29とも高台は方形で、外端接地となる。
　長頚瓶　30は口径13．6cmを測り、頚部から口縁部にかけてラッパ状に大きくひらいている。31～34は
口縁部で、口径は20cmをこえるものが多い。口縁端部は上方と横方向につまみ出され、中央がくぼむものが
ほとんどで、33・34のように下方へ屈曲するものみられる。36～40は底部資料で、底径は9～13cm前後の
ものと、17cm前後のものがある。底部から胴部にかけてはやや内湾気味に立ちあがる。高台は外端接地が多い。
　　　甕　　　41～46は口縁部で、口径は27cm前後のものと、32～36cm前後のものがある。口縁端部は上
方と横方向につまみ出す形態をとる。47は肩部で、外面には格子状の叩き痕、内面には放射状の当て具痕が残
る。48・49は胴部で、48の外面には平行状、49の外面には格子状の叩き痕が残る。内面にはともに同心円状
の当て具痕が残る。
　横　　瓶　50は口縁部から肩部にかけて遺存しており、口径は11．Ocmを測る。口縁部は「く」の字状に外
反し、端部は上方と横方向へつまみ出される。外面は平行状の叩き痕、内面は同心円状の当て具痕が残る。51
は頚部及び肩部の小片で、外面は格子状の叩き痕、内面は同心円状の当て具痕が残る。
　平　　　瓦　52・53とも狭端部の一部である。摩滅が激しく、調整等不明な点が多いが、52の凸面にはわず
かに格子状の叩き痕が確認でき、53の凹面には布目圧痕が残る。
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2　1T－1
［遺 物］（図版25－54～61）
　小片が多く、有台杯1点、無台杯4点、盤1点、長頚瓶1点、甕1点を図示した。
有台杯　54は口径10．4cm、底径6．8cm、器高5．Ocmを測る。底部から体部にかけてはやや内湾気味に立
ち上がる。高台の中央部は左右に肥厚し、外端接地となる。
　無台杯　口径12cm、底径は9cm、器高は3cm前後を測るものが多く、口縁部は直線的にのびる。底部か
ら体部にかけては直線的に立ち上がるものが多いが、58のように丸みを帯びるものもある。
　　盤　　　59は口径15．6cm、底径11．4cm、器高2．3cmを測る。口縁端部はわずかに外側へ外反する。
　長　頚　瓶　60は頚部で、口縁部にむかって「く」の字状に外反する。
　　甕　　　61は肩部及び頚部にかけて遺存しており、外面の叩き痕は格子状、内面の当て具痕は同心円状で
ある。
3　1T－2
［遺 物］（図版26－62～66）
　lT2は出土量が少なく、杯蓋1点、無台杯4点を図示した。
　杯　　　蓋　62は体部のみで、摘みや口縁部の詳細は不明である。体部中央が厚身となる。
　無　台　杯　63は口径15．8cm、底径12．6cm、器高3．4cmを測る。底部から体部にかけてやや丸みを帯び、
口縁部は丸くおさめ、直線的にのびる。64は口径12．4cm、底径8．2cm、器高3．2cmで、底部から体部にかけ
て直線的に立ち上がる。65・66は底部資料で、底径はそれぞれ9．2cm、7．2cmを測る。
4　1T－3
［遺 物］（図版26・27－67～95）
　1T3の出土遺物は、食膳具の比率が高い。図示した遺物は、杯蓋5点、有台杯2点、無台杯19点、盤2点、
長頚瓶1点である。
　杯　　蓋　67～71はいずれも口縁部で、口径15．0～18．Ocmを測る。口縁端部は下方へ垂直に屈曲する。
　有　台　杯　72は底部資料で、底径は8．8cmを測る。底部から体部にかけてやや厚手である。73は口径
9．6cm、底径5．4cm、器高4．7センチで、底部から体部にかけてはやや丸みを帯びながらに立ち上がる。高台は
方形で、外端接地である。
　無台杯　74～88は口径12～13cm、底径8～9cmを測る。器高は3cm前後のものが多い。底部から体
部にかけて内湾気味に立ち上がるものと、直線的なものがみられる。口縁端部は基本的には真っ直ぐにのびるが、
74・83・88は外側へ外反する。88～91は底部資料で、底径は7．8～9．4cmである。90は底部内面が盛り上
がる。
　　　盤　　93・94は口径16cm前後、底径9～11cm前後、器高2cm前後を測る。93は2固体の重ね焼
きで、口縁端部はやや外反している。94は体部が丸みを帯びる。
　長　頚　瓶　95は口縁部で、口径は22．2cmを測る。口縁端部は上方と斜め下方向へつまみ出される。
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7　1T－6
　　　5　1T－4
　［遺　　　物］（図版27－96～106）
　杯蓋、有台杯、無台杯、盤、長頚瓶、横瓶、甕が出土している。このうち11点を図示した。
　杯　　蓋　96は摘み径4．Ocmを測る。ボタン状を呈し、中央がくぼむ。97は口縁部で、口径14．4cmを測
る。口縁端部は、下方へ屈曲せず、やや外側へ外反する。
　有　台　杯　99は底部から体部で、底径10．Ocmを測る。全体的にやや厚手で、やや内湾気味に立ち上がる。
高台は外端接地である。
　無台杯　99は口径14．6cm、底径9．8cm、器高4．Ocmを測る。底部から口縁部にかけて直線的にのびる。
100は口縁部で、口径は13．Ocmである。口縁端部は上方へ引き出される。
　　　盤　　　101は口径13．Ocm、底径9．2cm、器高2．5cmを測る。底部から口縁部にかけては直線的にのび
る。
　長頚瓶　102・103は口縁部で、口径はそれぞれ17．8cm、9．Ocmを測る。口縁端部は上方と横方向へつ
まみ出される。
　横　　　瓶　104は頚部から肩部にかけての小片である。欠失部分が多く、形状、調整等は不明である。
　　　甕　　　105・106は頚部から肩部にかけて遺存している。外面には格子状の叩き痕が、内面には同心円
状の当て具痕が残る。
　　　6　1T－5
　［遺　　　物］（図版28－107～118）
　出土遺物は食膳具が主体を占める。このうち杯蓋2点、有台杯1点、無台杯6点、長頚瓶1点、甕2点を図示
した。
　杯　　　蓋　107・108とも口縁部で、口径15cm前後を測る。口縁端部は下方に屈曲する。
　有　台　杯　109は底部から体部で、内湾気味に立ち上がる。底径7．2cmを測り、高台は外端接地である。
　無　台杯　口径12～13cm、底径7～9cm、器高2～3cm前後を測るものが多い。底部から口縁部にかけ
ては直線的にのびるものが多いが、113・115のように口縁部がわずかに外反するものもみられる。
　長頚瓶　116は口縁部で、口径24．8cmを測る。口縁端部は上方と斜め下方向へつまみ出している。
　　　甕　　　117・118とも口縁部で、口径は24．4～27．4cmである。口縁端部を上方と横方向へつまみ出し
ており、117のように下方へ折り曲げるものもみられる。
　　　7　1T－6
　［遺　　　物］（図版29～31－119～155）
　杯蓋、壷蓋、有台杯、無台杯、無台皿、盤、長頚瓶、短頚瓶、横瓶、甕、土錘が出土し、38点を図示した。
　杯　　蓋　119～122は摘み及び天井部の一部を欠失している。口径は16～17cm前後のものと、13cm
前後の2種に大別される。4点とも口縁先端部は下方へ垂直に屈曲する。123は摘み部分で、擬宝珠形を呈する。
摘み径3．4cmを測る。
　壷　　　蓋　体部及び口縁部で、口径11．2cmを測る。杯蓋と異なり、口縁端部が外反する。
　有台杯　底部資料が多く、底径8～9cm前後のものが多い。125は口径15．8cm、器高6．8cmを測り、底
部から口縁部にかけてやや直線的にのびる。底部は丸底気味である。126・127も底部から体部にかけてやや
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直線的に立ち上がる。高台は外端接地のものが多いが、128は内端接地となる。
　無台杯　口径12～13cm、底径8～9cm、器高3cm前後のものが主体を占める。底部から口縁部にかけ
てはやや直線的にのびるものが多いが、138・143のように内湾するものもみられる。138は底部外面から体
部にかけてやや丸みをもつ。143は2固体の重ね焼きの痕跡が残る。
　無台皿　144は口径13．Ocm、底径7．Ocm、器高2．5cmを測る。口縁部は直線的にのびる。
　　　盤　　　145は口径15．8cm、底径12．Ocm、器高2．4cmで、低部から体部にかけて直線的に立ち上がる。
　長頚瓶　口縁部のみ残存し、口径は20．Ocmである。口縁端部は上方と横方向へつまみ出される。
　短頚瓶　147は口縁部で、口径は12．Ocmである。口縁端部はわずかに外反する。
　横　　瓶　149・150は口縁部から肩部にかけて遺存し、口径は10．6～11．2cmを測る。いずれも口縁端部
を上方及び横方向へつまんでいる。外面は149は格子状、150・151は平行状の叩き目が、内面は3点とも同
心円状の当て具痕が残る。
　　　甕　　　151～153は口縁部から肩部が残存し、口径は23cm前後のものと、27～28cmを測るものに
大別できる。口縁端部はいずれも上方と横方向へつまみ出される。152・153・154の外面には格子状、155
の外面には平行状の叩き痕が残る。内面はいずれも同心円状の当て具の痕跡が残る。
　土　　錘　331は管状を呈し、中央に紐通し用の孔が穿たれている。長さ7．8cm、幅2．4～2．8cm、孔径
0．6～0．8cmを測る。陶質で焼成はやや軟質である。
8　1T－7
［遺 物］（図版31－156～163）
　食膳具が主体を占める。杯蓋4点、有台杯2点、無台杯2点を図示した。
　杯　　蓋　156～159は口縁部で、口径17cm前後の156～158と、13cm前後を測る159に大別される。
口縁端部はいずれも下方へ屈曲する。
　有台杯　底径は160が6．4cm、161が9．Ocmである。両者とも高台は外端接地である。161は底部から
体部にかけてやや丸みを帯びながら立ち上がるが、口縁部は直線的にのびている。
　無台杯　162・163とも口径は13．Ocmを測り、底径は9～10cm前後、器高は2～3cm前後を測る。底
部から体部にかけてやや丸みをもって立ち上がる。
9　1T－8
［遺 物］（図版31－164～186）
　須恵器と瓦が出土した。このうち杯蓋3点、有台杯3点、無台杯3点、長頚瓶5点、横瓶1点、甕4点、突帯
付短頚壷2点、平瓦2点を図示した。
　杯　　蓋　164～166は口縁部で、口径13～14cmを測る。口縁端部はいずれも下方へつまみ出される。
　有台杯　底部は7～8cm前後で、高台はいずれも外端接地である。167は底部から体部にかけてやや丸み
を帯びながら立ち上がり、口縁部は外反する。168は底部に右回りの回転糸切り痕が確認できる。
　無　台　杯　170は底部資料で、底径は7．2cmを測る。171・172は口径10．8～12．4cm、底径6．4～
8．6cm、器高3．0～3．3cmで、口縁部は直線的にのびる。
　長　頚瓶　173～176は口縁部で、口径25cm前後のものと、16～17cm前後のものがみられる。口縁端
部は上方と下方へつまみ出す形態をとる。177は頚部で、肩部から「く」の字状に外反する様相が窺える。
　横　　瓶178は口縁部で、口径11．6cmを測る。口縁端部は中央がへこみ、上方と横方向へつまみ出され
る。
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11　1T－10
　　甕　　　180は口縁部で、口径23．6cmを測る。口縁端部はわずかに上方と横方向へつまみ出す。179・
181・182の外面は格子状の叩き目が残る。181・182の内面には、同心円状の当て具痕が残る。
　突帯付短頚壷　183・184ともに胴部中央よりやや下方に帯状の突起がみられる。
　平　　　瓦　185・186の凹面には布目圧痕が残る。185の凸面には縦方向の縄目痕がみられる。
10　1T－9
［遺 物］（図版33・34－187～201）
　杯蓋、有台杯、有台碗、無台杯、無台杯、盤、長頚瓶、突帯付短頚壷、甕が出土している。小片が多く、特徴
がよく表れている15点を掲載した。
　杯　　蓋　187・188は口縁部で、口径はそれぞれ16．4cm、18．6cmを測る。188の口縁端部は下方へ屈
曲し、187はやや外反しながら外側へのびる。
　有　台杯　189は底部で、底径8．4cmを測る。高台は外端接地である。
　有　台碗　190は底部で、底径7．4cmを測る。高台は外端接地である。
　無　台　杯　191～193は口径13．2～15．2cmを測り、底径11cm、器高3cm前後を測る。底部から体部に
かけてはやや丸みをもって立ち上がる。191・192の口縁端部は直線的にのびるが、193はやや外反する。
194は底部で、底径8．2cmとやや小ぶりである。
　　　盤　　　195は口径15．8cm、底径12．2cm、器高2．4cmを測る。底部から体部にかけて丸みを帯びなが
ら立ち上がり、口縁部は直線的にのびる。
　長頚瓶　196は厚手の底部で、底径は18．2cmである。高台は外端接地の形態をとる。197は胴部から頚
部にかけて遺存し、胴上半部が強く張る。
　突帯付短頚壷　胴部の一部で、幅0．4cm程の突起が帯状にめぐる。
　　　甕　　口縁部が残存しており、口径45cm前後の広口のものと、27cm前後のものがみられる。3点と
も口縁端部は上方と横方向へつまみ出される。
11　1T－10
［遺 物］（図版34～38－202～257）
　須恵器・瓦類が出土した。このうち杯蓋10点、有台杯7点、有台碗1点、無台杯11点、盤4点、長頚瓶10
点、i甕9点、鉢1点、横瓶1点、平瓦3点を図示した。
　杯　　蓋　口径は12cm前後のものと、14～16cm前後のものに大別できる。口縁端部は下方へ屈曲するも
のが多いが、207のように下方へのつまみ出しが短いものもある。摘み径は3cm前後を測るものが主体で、ボ
タン状を呈し中央がくぼむ。202は有台杯と溶着している。
　有台杯　212は口径14．4cm、器高6．3cmを測り、底部から口縁部にかけて直線的にのびる。213～218
は底部から体部にかけて丸みを帯びながら立ち上がる。底径は9cm前後のものが多く、高台は外端接地である。
　有　台碗　底径は7．6cmで、高台は外端接地である。
　無台杯　口径11cm、底径6～7cm前後を測るものと、口径12～14cm前後、底径8～9cm前後のもの
がみられる。器高はいずれも3cm前後である。口縁部はまっすぐにのび、先端部を丸くおさめるものが多い。
底部から体部にかけての立ち上がりは、220・223・224が直線的であるのに対し、221・226はやや内湾気
味である。
　　　盤　　　口径は17cm前後と15cm前後の2種が確認できるが、底径は9．2～14．Ocmとまちまちである。
器高は2cm前後で、底部から体部にかけてはやや丸みをもって立ち上がる。232の口縁部はわずかに外反する。
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　長頚瓶　234～236は口縁部から頚部が残存しており、口径は234が22．8cmと広口であるのに対し、
235・236は10．2～14．8cmとやや小型である。口縁端部は上方と横方向へつまむ。238～242は底部から胴
部で、底径10～12cm前後を測る。高台は外端接地のものが多いが、240のように内端接地のものもみられる。
　　甕　　　口径は20cm前後と30cm前後のものに大別される。250は口径不明だが、30cmを超える大型
のものと考えられる。口縁端部は上方と横方向へつまみ出す。外面には244・252は格子状、251・253は平
行状の叩き痕が残る。内面には244は同心円状、252・254は平行状、253は放射状の当て具痕が残る。
　　鉢　　　口径は24．2cmである。口縁端部は上方と横方向のつまみ出しが確認できる。
　横　　瓶　口縁部から頚部にかけて残存しており、口径は12．4cm、口縁端部は外側へ拡張する。胴部外面
には格子状の叩き痕、内面には同心円状の当て具が看取される。
　平　　瓦　256は狭端部、257は広端部の一部と考えられるが、磨滅が著しく、調整等不明な点が多い。い
ずれも凹面には布目圧痕が残り、凸面には縄目痕がわずかに残る。
12　1T－11
　［遺　　　物］（図版38・39－258～272）
　杯蓋、壷蓋、有台杯、無台杯、盤、長頚瓶、甕が出土し、このうち15点を図示した。
　杯　　蓋　258・259は口縁部で、口径はそれぞれ17．8cm、14．6cmを測る。口縁端部は下方へ屈曲する。
260の摘みはボタン状を呈し、摘み径は3．2cmを測る。
　壷　　蓋　261は口径12．6cm、口縁部は丸くおさめ下方へ直線的にのびる。
　有　台　杯　262～264は底部で、底径7～9cm前後を測る。高台は外端接地である。
　無　台杯　265はやや厚手で、口径13．8cmを測る。266は口径11．8cmで、やや小ぶりである。口縁部は
ともに直線的にのびる。両者とも底径は8cm前後、器高は3cm前後である。
　　盤　　　口径16～17cm、底径11～12cm、器高2cm前後を測る。底部から体部にかけては、丸みをも
ちながら立ち上がる。268の口縁部はやや外反する。
　長頚瓶　269は口縁部から頚部で、口径17．8cmを測る。269・270とも口縁端部は上方と下方へつまみ
出す。
　　甕　　　271は口縁端部を下方へ折り曲げている。272は胴部の一部で、外面には格子の叩き痕が、内面
には同心円状の当て具痕が残る。
13　1T－12
　［遺　　　物］（図版39－273・274）
　出土量は僅少で有台杯1点、無台杯1点を図示した。
　有台杯　273は口径11．6cm、底径7．2cm、器高5．Ocmを測る。底部から体部にかけてはわずかに内湾気
味に立ち上がる。口縁部は直線的にのび、口縁端面は丸くおさめる。高台は外端接地である。
　無　台　杯　274は口径12．6cm、底径8．6cm、器高2．6cmである。底部はやや厚めで口縁部は直線的にのび
る。
　　14　そ　の　他
［遺　　　物］（図版39～42－275～331）
ここではトレンチ周辺の水田で採集した遺物を掲載した。内訳は杯蓋7点、壷蓋1点、有台杯4点、無台杯
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14　そ　の　他
27点、長頚瓶5点、突帯付短頚壷1点、甕7点、平瓦3点、土錘1点である。
　杯　　蓋　275は摘み部分で、摘み径3．2cmを測り、疑宝珠形を呈する。それ以外は口縁部で、口径は16
～18cm前後のものと、13～14cm前後のものに大別できる。口縁端部は下方へ屈曲するものが大部分を占め
る。
　壷　　　蓋　280は口径15．Ocmを測る。口縁端部は下方へ直線的にのびる。
　有　台杯　283～286は底部で、底径8～9cm前後を測る。高台は方形を呈し、外端接地である。
　無台杯　口径11～12cm、底径7～8cm前後のものと、口径13～15cm、底径8～10cm前後の2種に
大別される。器高はいずれも3cm前後を測る。底部から体部にかけてはやや内湾気味に立ち上がり、口縁部は
直線的にのびるものが主体を占めるが、305・310はやや内湾し、306の口縁部は外反する。
　長　頚瓶　314は口縁部で、口径は10．8cmである。口縁端部は上方と斜め下方へつまみ出す。316・317
は底部で、底径は10．8cmと14．Ocmである。高台の形状は方形を呈し、317の高台は外端接地である。
　突帯付短頚壷　319は肩部から胴部にかけて残存し、肩部に逆三角形状の突帯が付される。
　　　甕　　　口径は320～322が20cm前後、323・324が30cm前後を測る。口縁端部は上方及び横方向
へ突出し、324はやや下方へ折り返している。325・326は胴部で、外面には格子状の叩き痕、内面には同心
円状の当て具痕が残る。
　平　　瓦　3点とも内面には布目圧痕が認められ、329はさらに斜行状のカキ目が施される。凸面は磨滅が
激しく、整形方法は確認できなかった。
　土　　錘　330は管状を呈し、長さ7．6cm、幅3．8cm、孔径1．Ocmを測る。陶質で焼成は硬質であり、漁携
用に用いられたと考えられる。
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1　窯跡群の現況
　今回の調査では、限られた期間にも関わらず、窯跡群の現況を把握すると共に、新たに窯体や関連遺構が遺存
する可能性がある地点を発見することが出来た。
　そこで、既往の調査成果、遺物の散布状況、地形等を併せて現時点の状況を、下記の5段階に区分した。
A：発掘調査等により窯体が確認されている地点。
Bl散布状況から窯体や灰原が遺存している可能性が高いと考えられる地点。
C：明確な遺構の痕跡は確認出来ないが、散布状況等から窯跡と推定される地点。
D：窯業関連遺構の存在が想定される地点。
E：遺物が散布せず、現時点では窯跡の存在を確認出来ない地点。
【A】
　発掘調査によって窯体が確認されているのは、カメ畑窯跡、下口沢窯跡、フスベ窯跡の3地点で、合計13基
の窯体が検出された。
　カメ畑窯跡は、昭和29年に3基の窯体調査が行われている。1号窯は床面の一部が残存するのみであったが、
2、3号窯は比較的良好な遺存状態で検出された。いずれも、遺存長5m前後、最大幅2m弱を測る。平成7年
の調査では、新たに3基の窯体が検出されている。4号窯は、道路脇の法面に窯体断面が露出しており5、6号
窯は山道に窯体側壁が露出している。
　下口沢窯跡は、平成5年に磁気探査の結果に基づいて試掘調査が行われ、2基の窯体と土器集中区が検出され
ている。今回の分布調査においても広範囲に渡り多量の遺物、窯壁が採集された。未知の窯体が存在する可能性
を考慮する必要があろう。
　フスベ窯跡は、平成6年に磁気探査の結果に基づいて試掘調査が行われ、2基の窯体が検出されている。平成
10・11年度に史跡整備計画策定に先立つ範囲確認調査が行われ、先に確認された2基を含めて4基の窯体及び、
遺存状況の良好な灰原が検出されている。
【B】
　奥田窯跡、宮田窯跡、杢田谷地窯跡、堂の上窯跡、南のそで窯跡、江の下窯跡の5地点と、今回、新たに窯体
の存在が想定されたK344窯跡、　K402窯跡、　K414窯跡、　K59窯跡の4地点、合計9地点である。
　奥田窯跡では、窯壁や溶着した杯等が採集されている。散布状況や地形から、窯体は宅地と水田の境界付近に
存在すると考えられる。
　宮田窯跡は、平成5年の磁気探査では窯跡を示す反応は認められず、遺物も採集されなかった。今回の分布調
査では、平成5年調査区の南側から多量の遺物や窯壁が採集された。現在、山林、荒地、水田となっているが、
比較的旧地形を留めていることから、窯体が遺存している可能性がある。
　杢田谷地窯跡は、平成6年の調査で灰原の一部が確認されている。遺物の散布は希薄であるが、これは、基盤
整備等によって大幅な地形改変が行われた事に起因する。遺構の一部が水田下に遺存している可能性がある。
　堂の上窯跡は水田部に多量の遺物が散布している。平成13年度に富山大学の協力を得て実施した磁気及びレ
ーダー探査でも、窯跡の可能性を示す反応が認められている。カメ畑窯跡の南に隣接しており、一体的な操業が
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1　窯跡群の現況
番号 地点名 種別 区分 発見年と基数 調査年と基数 瓦出土 備考発見年 窯体 調査年 窯体
1 岩の上 散布地 D S62
2 ヲンメン川 散布地 D S62
3 奥田 窯跡 B SlO 2
4 宮田 窯跡 B T3 1 HO5g14
1 ○ 畦道に窯体断面1基
5 杢田谷地 窯跡 B T5 2 HO6 ○ 法面で灰原の一部を確認
6 下口沢 窯跡 A T10 1 HO5 2 ○
7 久保 窯跡 C SO3 1
8 K－344 窯跡 B
9 カメ畑 窯跡 A T13 7
S29
gO7
g14～16
331
○
10 堂の上 窯跡 B T13 2 ○
11 藤畑 窯跡 C T初 1 ○
12 No－429散布地 D
13 K－402 窯跡 B
14 K－414 窯跡 B
15 No457散布地 D
16 K－59 窯跡 B
17 南のそで 窯跡 B T初 1 HO6 ○
18 江の下 窯跡 B S40 4 ○
19 フスベ 窯跡 A S45
HO6
gO8
g10～11
211
○
20 栗の木沢 窯跡 C T元 4 HO6 ○
21 池の平 窯跡 E TO3 1 ○
22 後谷地 窯跡 E T13 1 ○
23 垣の内 窯跡 E TO3 1 ○
24 高畑 窯跡 E M40 1 遺物僅少・確認できず
25 乃木輪 窯跡 E T初 1 ○ 確認できず
26 深田 窯跡 E T初 HO5 ○ 遺物無
27 岩花 窯跡 C T13 4 ○ 確認できず
28 松倉 窯跡 E T13 1 HO5 ○ 遺物無し
29 新畑 窯跡 E T13 ○
30 亀川 窯跡 C SO3 1
31 野田 窯跡 E 1 ○
32 甕山 窯跡 E ○
33 藤畑H 窯跡 E
A：発掘調査により窯体が確認されている地点
B；散布状況から、窯体や灰原が存在している可能性が高い地点
C：遺構の痕跡を確認出来ないが、散布状況等から窯跡と推定される地
D：窯業関連遺構の存在が推定される地点
E：遺物が散布せず、現時点では遺跡の痕跡を確認出来ない地点
　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　小泊窯跡群一覧表
想起される。
　南のそで窯跡、江の下窯跡は、いずれも国道工事の際に大幅に削平されている。しかし、法面には多量の遺物
が散布し、灰原の一部が確認出来ることから、窯体の一部が道路下に遺存している可能性も考えられる。
　K344窯跡は、カメ畑窯跡西側に隣接しており、墓地及び水路で多量の遺物が採集された。窯体の存在が推定
される地点が墓域の為、比較的旧地形を留めており、良好に遺存している可能性もある。
　K402窯跡は、水路工事の際に出土したと伝えられる遺物が所有者宅に保管されている。地形から窯体は所有
者宅の庭に遺存しているものと考えられる。
　K414窯跡は、休耕田の畦部分から多量の遺物が採集されたもので、出土品の様相はK402に類似する。窯体
の存在が想定される南側山林と水田の間に用水路があるため遺存状態は不明だが、遺物が密集することから、窯
跡が存在したものと考えられる。
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　K59窯跡は、民家の南側を流れる沢で灰原の一部が確認出来るものである。今回、遺物の採集は行わなかっ
たが、黒色の灰層が確認出来ることから、沢の上方に窯体が存在するものと考えられる。
【C】
　久保窯跡、藤畑窯跡、栗の木沢窯跡、岩花窯跡の4地点では明確な遺構の痕跡は確認出来なかったが、遺物の
散布状況等から窯跡と判断した。
　久保窯跡は、カメ畑窯跡北側に隣接し、山林部を中心に遺物が散布する。付近は段丘下部に沿って南北に窯跡
が密集する区域であり、窯跡が存在する可能性があると判断した。
　藤畑窯跡は、窯体が存在したと考えられる場所が水田改良工事によって大幅に削平されており、遺物の散布量
も少ない。しかし、段丘上方まで遺物の散布が認められることや、土地所有者からの聞き取り（工事の際に多量の
遺物が出土したという）によって、窯跡と判断した。
　栗の木沢窯跡は、平成6年に確認調査が行われており、遺構は検出されなかったが、一定量の遺物が出土して
いる。現況は水田となっているが、旧地形の痕跡を示す傾斜が残っており、水田下に遺構の一部が遺存している
可能性が考えられる。
　岩花窯跡は、遺跡地図に2地点が記されている。北側はNo．230・231にあたり、水田部から一定量の遺物が
採集される。南側はNo．359にあたり、水田部法面から一定量の遺物が採集される。どちらも窯体の位置を推定
するには至らなかったが、何らかの遺構が存在した可能性があろう。
【D】
　岩の上遺跡、ヲンメン川遺跡、No．429地区、　No．457地区の4地点で、地形や遺物の散布状況から窯業生産
関連遺構が存在する可能性があると判断した。
　岩の上は、過去の調査において遺物の散布が報告され、製品積出港と想定されている小泊港との位置関係や、
採集された遺物に焼け歪んだものや窯壁が含まれないこと等から、製品集積地の可能性が指摘されてきた。
　北陸では工房や工人集落等の窯業関連遺構の検出例は少なく、富山県小杉丸山窯等の例があるに過ぎない。特
に製品の選別場や集積地の事例1よ全国的にも殆ど無いため、将来的には遺跡の範囲や内容を把握するための調
査が必要と考える。
　ヲンメン川地区では小片が多かったものの、縄文土器、石器等を含む多量の遺物が散布していた。小泊一・帯は、
冬期には強い西風の影響があることから、集落の形成にあたっては、一定の制約があった事が想定される。現時
点ではあくまで推測に過ぎないが、縄文土器から須恵器までが散布するこの地点は、居住に適した地点の一つで
あったと考える。
　No．429地区はカメ畑窯跡が存在する斜面を東に上がりきった場所にある。地形的に窯跡の存在は考えにくい。
広範囲に渡って遺物が散布することとや、カメ畑窯跡との位置関係から、何らかの窯業関連遺構の存在が想起さ
れる。
　No457地区では図示し得るものは無かったが、畑から多量の遺物小片が採集された。2段目から3段目にか
けての段丘を上がりきった所に位置しており、地形的に窯跡が存在するとは考えにくい。
【E】
　池の平窯跡、後谷地窯跡、垣の内窯跡、高畑窯跡、乃木輪窯跡、深田窯跡、松倉窯跡、新畑窯跡、亀川窯跡、
野田窯跡、亀山窯跡、の11地点では、窯跡の存在を確認出来なかった。
　深田、松倉窯跡は平成5年の調査で、磁気探査後に試掘坑を設定しているが、遺構遺物ともに検出されていな
い。乃木輪地区は平成6年に磁気探査を行っているが、窯体を示す反応は無かった。今回の分布調査においても
遺物は採集されていない。
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4　カメ畑窯跡出土遺物について
　高畑窯跡は現在、水田になっている。周辺部からは数点の遺物が採集されたのみである。
　池の平窯跡、後谷地窯跡、垣の内窯跡では窯体が存在すると考えられる地点に草木が覆い茂っており、立ち入
ることが出来なかった為、遺存状況を把握出来なかった。しかし、池の平窯跡は、大正末期に松田與吉らによっ
て数次の現地踏査が行われた際相当量の遺物（瓦）が出土したと報告されており、再調査を行う必要があろう。
亀川窯跡は、遺跡地図上では沢沿いの急斜面に位置しているが、今回の分布調査では遺物は採集されなかった。
新畑窯跡、野田窯跡、甕山窯跡は地点不明となっており、今回は調査対象外とした。
2　出土遺物について
　小泊窯跡群における土器様相については、坂井秀弥や春日真実らにより、下口沢→カメ畑→江の下、という変
遷が明らかにされており［坂井ほか1989・1991、春日1991］、最近では、春日真実や田中靖、渡辺朋和らが越
後の集落遺跡出土資料を用いて、実年代、製作技法、技術系譜等の多岐にわたる検討を行っている［春日1999
ほか・田中1996ほか、渡辺2001］。また、他地域や実年代との対応関係についても幾つかの論考が示されている
［春日1999・2001・2003、笹沢1999］。
　今回の分布調査で確認された奥田窯跡、南のそで窯跡、江の下窯跡、宮田窯跡、久保窯跡、K344窯跡、堂の
上窯跡、藤畑窯跡、K414窯跡、下口沢窯跡の10地点の内、一定の評価がなされている下口沢窯跡、江の下窯
跡と、良好な資料が少ない堂の上、藤畑を除いた7地点について春日真実の編年案［春日1999］を基に、大ま
かな年代観を提示しておきたい。また、No402窯跡に隣接する所有者宅に保管されていた遺物についても併せ
て提示する。各窯と春日編年との対応関係、実年代については、下口沢窯跡がV1～2期（9世紀前半～中頃）、
カメ畑窯跡がVI　1期（9世紀後半）、江の下窯跡がW　2・3期（9世紀末～10世紀前半）とした。
　奥田窯跡は、杯蓋は中央が窪むボタン状の摘みを持ち、有台杯は複数法量が確認できる。無台杯はやや厚手の
底部をもち径高指数26．4を測る。ろくろ回転は左回転である。VI　1期と考える。
　南のそで窯跡は、資料数がやや少ないが、杯蓋口縁端部の形状や、器壁が薄く体部が開く無台杯等、概ね隣接
する江の下窯跡と同時期（VI　2～3）と判断される。しかし、小型の有台杯等やや古い様相を示すものも混在し
ていることから、窯場の再利用（一旦移動し、一定の間隔をおいた後に再び操業）が行われた可能性も考慮する必要
があろう。
　宮田窯跡では、有台杯が複数法量確認でき、無台杯にヘラ削りが認められないことから、からVI　1期と考える。
　久保窯跡は全体の器形を復元し得る良好な資料が少ない為、判断しかねるが、カメ畑窯跡の様相に類似するこ
とから、VI　1期と考えたい。
　K344窯跡は有台杯で複数法量が確認でき、体部が直線的に立ち上がる無台杯、高杯等やや古い様相が認めら
れる。無台杯底部のヘラ削りが確認出来ないことから、VI　1期と考える。
　K414窯跡は、擬i宝珠状の摘みを持つ杯蓋や、有台杯で複数法量が確認できる。また、無台杯底部外面をヘラ
削りするものが存在することから、V期と考える。
3　K－402窯跡出土資料について
　K402窯跡出土品は、用水路工事を行った際に出土した遺物が、所有者宅に保管されていたものである。地形
からも窯体が存在する可能性が高いと判断した。かつて食膳具の一部を報告［川村2002］したことがあるが、
今回、貯蔵具を追加して再度報告する。杯蓋、無台杯、甕が出土しており、11点を図示した。
　杯　　蓋　5点を図示した。器形によって扁平な1・3・5と、山笠状の2・4の2種に大別される。扁平な
ものは、口径15cm前後を測る1と、口径19cm前後を測る3・5がある。いずれも擬宝珠状の摘みをもつ。
　無　台　杯　4点を図示した。6～8は口径12～14cmを測る。厚手の底部を持ち、8・9は底部中央がもり
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第5図　K－402窯跡出土遺物
39
3　K402窯跡出土資料について
上がる。体部から口縁部にかけて直線的にのびるが、11のみ口縁部で若干外反する。底部および周辺部をヘラ
削りする。
　　　甕　　　2点を図示した。10は頚部で、外面に波状文が施される。口縁部を欠失しているが、11よりや
や小形と考えられる。11は口縁部から体部境まで遺存しており、口径30．6cmを測る。頚部から口縁部にかけ
て外反し、端部は下方へ引き出されている。
　これらの遺物は、無台杯の底部外面にヘラ削りが施される等、下口沢窯跡に併行する要素を含む。しかし、食
器類のロクロ回転方向は全て左回転であることや、無台杯全てがヘラ削りされる点、杯蓋の様相が異なっている
点等から、下口沢に先行する資料と位置付けたことがある［川村2002］。しかし、資料点数が少ない、有台杯
を始め欠落している器種が多い、保管の際に無意識の選別が行われた可能性等の要素があり、地点全体の様相が
明らかになっているとは言い難い。今後周辺部の試掘等により明らかになるであろうが、現時点では、下口沢
窯跡に先行する段階があった可能性を指摘するに留めたい。
4　カメ畑窯跡出土遺物について
　窯体が並列する法面に2mを単位としてグリッドを設定し、各窯に伴う遺物の把握を試みた。1T－0、1T－6、
1T－10の3地点で遺物が集中して出土した。
　1T－0は、断面が露出している4号窯主軸の延長にあり、法面の一部で薄い灰層が確認できた。有台杯は複数
法量が確認出来、無台杯の径高指数は25前後を測るものが多い。有台椀、有台皿の出土が確認出来る。
　1T－6周辺は6号窯に伴うものと考えられる。杯蓋は、扁平で大型のものと山笠状で小型なものがある。小型
の有台杯は確認出来ない。無台杯は径高指数28前後を測るものと、25以下の2種に大別される。
　1T－10は、昭和29年調査時に検出された3号窯周辺と想定されるが、今回の調査では明確にし得なかった。
杯蓋は山笠状のものが殆どで、有台杯は複数法量が確認出来る。無台杯は径高指数25前後を測る箱型も器形を
持つものが多い。また、盤の比率が高い。
　各窯ごとに微妙な差異があるが、これらが各窯の操業時期の差によるものか、或いは窯ごとに器種を焼き分け
ていたものなのか、今後の課題としたい。
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第V皿章　小泊窯跡群出土遺物の胎土分析
（株）第四紀地質研究所井上巌
A
1　X線回析試験及び化学分析試験
実験条件
　1－1　試　　　料
　分析に供した試料は第3表胎土性状表に示す通りである。
　X線回析試験に供する遺物試料は洗浄し、乾燥したのちに、メノウ乳鉢にて粉砕し、粉末試料として実験に供
した。化学分析は土器をダイヤモンドカッターで小片に切断し、表面を洗浄し、乾燥後、試料表面をコーティン
グしないで、直接電子顕微鏡の鏡筒内に挿入し、分析した。
　1－2　X線回析試験
　土器胎土に含まれる粘土鉱物及び造岩鉱物の同定はX線回析試験によった。測定には日本電子製JDX－8020X
線回析装置を用い、次の実験条件で実験した。
　　Target：Cu、　Filter：Ni、　Voltage：40kV、　Current：30mA、ステップ角度：0．02°
　　計数時間：0．5秒
　1－3　化学分析
　元素分析は日本電子製5300LV型電子顕微鏡に2001型エネルギー分散型蛍光X線分析装置をセットし、実験
条件は加速電圧：15KV、分析法：スプリント法、分析倍率：200倍、分析有効時間：100秒、分析指定元素
10元素で行った。
　2　X線回析試験結果の取扱い
　実験結果は第3表胎土性状表に示す通りである。
　第2表右側にはX線回析試験に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の組織が示してあり、左側には、各胎土に対する
分類を行った結果を示している。
　X線回析試験結果に基づく粘土鉱物及び造岩鉱物の各々に記載される数字はチャートの中に現われる各鉱物に
特有のピークの強度を記載したものである。
　電子顕微鏡によって得られたガラス量とX線回析試験で得られたムライト（Mullite）、クリストバライト
（Cristobalite）等の組成上の組合せとによって焼成ランクを決定した。
　2－1　組成分類
1）Mont－Mica－Hb三角ダイヤグラム
　第6図に示すように三角ダイヤグラムを1～13に分割し、位置分類を各胎土について行い、各胎土の位置を
数字で表した。Mont、　Mica、　Hbの三成分の含まれない胎土は記載不能として14にいれ、別に検討した。三
角ダイヤグラムはモンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（Hb）のX線回析試験におけるチャート
のピーク強度をパーセント（％）で表示する。モンモリロナイトはMont／Mont＋Mica＋Hb＊100でパーセント
として求め、同様にMica、　Hbも計算し、三角ダイヤグラムに記載する。三角ダイヤグラム内の1～4は
Mont、　Mica、　Hbの3成分を含み、各辺は2成分、各頂点は1成分よりなっていることを表している。位置分
類についての基本原則は第1図に示す通りである。
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1　X線回析試験及び化学分析試験
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第6図　三角ダイヤグラム位置分類図
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第7図　菱形ダイヤグラム位置分類図
2）Mont－Ch、　Mica－Hb菱形ダイヤグラム
　第2図に示すように菱形ダイヤグラムを1～19に区分し、位置分類を数字で記載した。
記載不能は20として別に検討した。
　モンモリロナイト（Mont）、雲母類（Mica）、角閃石（Hb）緑泥石（Ch）の内、　a）3成分以ヒ含まれない、　b）
Mont、　Chの2成分が含まれない、　c）Mica、　Hbの2成分が含まれない、の3例がある。菱形ダイヤグラムは
Mont－Ch、　Mica－Hbの組合せを表示するものである。　Mont－Ch、　Mica－HbのそれぞれのX線回析試験
のチャートの強度を各々の組合せ毎にパーセントで表すもので、例えば、Mont／Mont＋Ch申100と計算し、
Mica、　Hb、　Chも各々同様に計算し、記載する。菱形ダイヤグラム内にある1～7はMont、　Mica、　Hb、　Ch
の4成分を含み、各辺はMont、　Mica、　Hb、　Chのうち3成分、各頂点は2成分を含んでいることを示す。位置
分類についての基本原則は第7図に示す通りである。
3）　化学分析結果の取扱い
　化学分析結果は酸化物として、ノーマル法（10元素全体で100％になる）で計算し、化学分析表を作成した。化
学分析表に基づいてSiO2－Al203、　Fe203－MgO、　K20－CaOの各図を作成した。これらの図をもとに、士
器類を元素の面から分類した。
C　分析結果
　3－1　X線回析試験結果
3．1－1　タイプ分類
　第3表胎士性状表には小泊窯跡群出上土器が記載してある。
　第5表タイプ分類表に示すように土器胎土はA～Dの4タイプに分類された。
　　Aタイプ：Hbl成分を含み、　Mont、　Mica、　Chの3成分に欠ける。
　　Bタイプ：Mica、　Ilbの2成分を含み、　Mont、　Chの2成分に欠ける。
　　Cタイプ：Mical成分を含み、　Mont、　Hb、　Chの3成分に欠ける。
　　Dタイプ：Mont、　Mica、　Hb、　Chの4成分に欠ける。
　士器は高温で焼成されているために鉱物が分解し、ガラスに変質している。
　BタイプとCタイプは共に焼成温度が低く、両者は本来の胎土の組成に近い。
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第V皿章 小泊窯跡群出土遺物の胎土分析
組成分類 粘1：鉱物および造岩鉱物 備考試料No． タイプｪ類 Mo・Mi－HbMo－ch．Mi－IlbMon1 Mica Ilb Ch（Fe｝Ch（M9） Qt P1 Crl51MulliteK・fels Ha｜IOV　　「 Kえiol PyrlteAu 器種名 時期 遺跡名
小泊一1 D 14 20 1627 213 728 ll6 103 杯蓋 9c前 南のそで（占）
小泊一2 A 5 20 65 1366 15｛｝ 714 139 115 杯蓋 9C前 南のそで（‘ID
小泊一3 D 14 20 1421 72 853 183 76 無台杯 9C前 南のそで（占｝
小泊一4 D 14 2〔｝ 3226 126 248 86 70 無台杯 9c前 南のそで（占｝
小泊一5 D 14 20 ll57 226 1027 176 175 有台杯 9c前 南のそで（占｝
小泊一6 D 14 20 1508 142 1222 126 ll1 有台杯 9c前 南のそで（占｝
小泊一7 D 14 20 398 105 857 159 ll7 129 艮頸瓶 9C前 南のそで（占〕
小泊一8 D 14 20 1766 301 595 1｛〕2 95 長頸瓶 9c前 南のそで（占）
小泊一9 D 14 2〈〕 662 662 136 1056 185 149 甕 9c前 南のそで（占）
小泊一10 D 14 20 944 153 822 165 124 曼 9c前 南のそで（占〕
小泊一11 D 1斗 20 2278 108 962 ll4 99 杯蓋 9c後 南のそで〔新）
小泊一12 D 14 20 1277 148 966 137 135 杯蕎 9c後 南のそで（新）
小泊一13 D 14 20 3565 71 268 81 82 無台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一14 D 14 20 3070 78 295 70 67 無台杯 9c後 南のそで｛新）
小拍一15 D 14 20 1534 111 1071 155 133 有台杯 9c後 南のそで（新）
小拍一16 D 14 20 1910 133 926 128 116 有台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一17 D 14 20 2054 138 519 120 97 有台皿 9c後 南のそで（新）
小拍一18 D 14 2〔｝ 1910 111 812 82 80 艮頸瓶 9c後 南のそで（新）
小泊一19 D 14 20 2533 212 599 88 73 長頸瓶 9c後 南のそで〔新）
小泊一20 D 14 20 1043 135 lO64 176 148 痩 9c後 南のそで（新）
小泊一21 D 14 2｛｝ 1828 142 1392 128 lll 杯蕎 9crl， 藤畑
小泊一22 D 14 20 3104 79 224 76 105 74 無台杯 9c中 1藤畑
小泊一23 1） 14 20 2373 101 214 97 89 82 無台杯 9c‘1’ 藤畑
小泊一24 A 5 20 63 1554 238 1007 155 142 イ治杯 9c中 藤畑
小泊一25 D 14 20 2158 135 640 106 108 有台碗 9cll．1 藤畑1
小泊一26 D 14 20 1495 128 865 170 169 艮頸瓶 9c中 藤畑
小泊一27 D 14 20 2420 203 450 131 117 艮頸瓶 9cr｜1 臆畑
小泊一28 D 14 20 1441 335 683 193 180 喪 9c巾 雌畑
小泊一29 D 14 20 1153 135 758 152 147 甕 9c中 雌畑
小泊一30 D 14 20 ll39 179 785 146 130 横瓶 9C‘1， 藤畑
小泊一31 D 14 20 818 140 970 192 160 杯蓋 9c後 栗の木沢
小泊一32 D 14 20 2590 94 528 86 76 無台杯 9c後 栗の木沢
小泊一33 D 14 20 1449 go 1317 84 87 無台杯 9c後 栗の本沢
小泊一34 D 14 20 2188 133 847 94 90 有台杯 9c後 栗の木沢
小泊一35 D 14 20 2762 95 421 128 93 98 有台杯 9c後 栗の木沢
小泊一36 D 14 20 1213 128 768 186 170 畏頸瓶 9c後 栗の木沢
小汀＋37 D 14 20 1346 211 96 82 82 艮頸瓶 9c後 栗の木沢
小泊一38 D 14 20 1090 187 1002 146 128 喪 9c後 栗の木沢
小泊一39 D 14 20 1913 254 682 137 ▲05 喪 9c後 栗の本沢
小泊一40 D 14 20 1345 139 ll44 158 147 凸帯付短頭礎 9c後 栗の木沢
小泊一41 1．〕 20 1828 151 456 134 137 杯蓋 9c末 弔［｝浴地
小泊一42 D 14 20 2158 184 724 114 匪13 杯蓋 9c末 杢n．1谷地
小泊一43 D 14 20 1602 201 1026 93 84 有台杯 9c末 杢田谷地
小泊一44 D M 20 2083 125 862 113 101 有台杯 9c，E 杢田谷地
小泊一45 D ｝4 20 2363 146 338 130 129 有台皿 9c末 杢田谷地
小泊一46 D 14 20 1702 92 805 190 190 長顕瓶 9c末 杢出谷地
小泊一47 D 14 20 1820 148 490 104 91 長頸瓶 9c末 杢田谷地
小泊一48 A 5 20 151 880 ll4 925 166 158 長頸瓶 9c末 杢田谷地
小泊一49 D 14 20 1126 410 857 174 187 長頸瓶 9c末 杢田辞地
小泊一50 D 14 20 2925 137 252 86 76 長頸瓶 9c末 杢田谷地
小泊一51 D 14 20 1591 548 864 98 93 杯蓋 9c中 カメ畑
小泊一52 D 14 20 1984 1〔｝1 390 104 92 無台杯 9c中 カメ畑
小泊一53 D 14 20 1986 101 447 124 107 無台杯 9c中 カメ畑
小泊一54 D 14 20 1380 141 1037 163 147 有台杯 9c中 カメ畑
小泊一55 D 14 20 2473 135 296 ll8 109 有台杯 9c中 カメ畑
小泊一56 D 14 20 823 179 813 167 132 艮頸瓶 9crt膓 カメ畑
小泊一57 D 14 20 845 213 1342 166 144 艮頸瓶 9c中 カメ畑
小泊一58 D 14 20 1422 274 939 139 120 短頸也 9c中 カメ畑
小泊一59 D 14 20 1588 167 1145 135 110 喪 9c中 カメ畑
小泊一60 D 14 20 1472 144 903 162 146 養 9c‘11 カメ畑
小泊一61 A 5 20 77 1059 119 1242 139 128 杯蓋 9c前 トll沢
小泊一62 D 14 20 1252 142 1083 121 92 杯蓋 9c前 下ll沢
小泊一63 D 14 20 3444 78 193 51 70 無台杯 9c前 ド【1沢
小泊一64 D 14 20 3481 131 378 70 64 無台杯 9c前 ドロ沢
小泊一65 D 14 20 1815 150 586 135 120 有台杯 9c前 トll沢
小汀1－66 D 14 20 1546 178 1027 113 112 有台杯 9c前 下［沢
小泊一67 D 14 20 893 128 901 200 183 長頸瓶 9c前 下「1沢
小泊一68 D 14 20 559 123 1051 174 144 短頸壺 9c前 ドロ沢
小泊一69 D 14 20 1056 140 1145 143 125 甕 9c前 ドrl沢
小泊一70 D 14 20 1375 ll5 817 190 179 喪 9c前 ．Fl」沢
小泊一71 D 14 20 1475 116 1087 146 119 杯蓋 10c初江の下
小泊一72 D 14 20 2194 335 211 杯蔽 10c初江のド
小泊一73 D 14 20 3286 181 142 62 116 無台杯 10c初江のト
小泊一74 D 14 20 2682 】19 158 88 79 有台杯 10c初江の．ト
小泊一75 D 14 20 2507 145 568 118 108 有台碗 10c初江のト
小泊一76 D 14 20 1731 139 886 151 142 長頸瓶 10c初江の下
小泊一77 D 14 20 2354 n4 545 117 108 長頸瓶 10c初江のド
小泊一78 D 14 20 1406 375 665 193 164 甕 10c初江のド
小泊一79 D 14 20 “84 223 847 122 104 童 10c初江の下
小泊一80 D 14 20 2150 121 595 89 82 喪 10c初江のド
小泊一81 D 14 20 1560 149 1117 161 152 杯蕎 9c末 フスペ1号
小泊一82 D 14 20 1849 m6 1125 131 109 杯蓋 9c末 フスベ1号
小拍一83 D 14 20 3969 89 175 70 58 無台杯 9c末 フスペ1甘
小泊一84 D 14 20 1948 72 264 94 78 無台杯 9c未 フスペ1号
小泊一85 D 14 20 1770 71 292 92 88 有台杯 9c未 フスベ1｝ナ
小泊一86 D 14 20 1813 ハ25 1097 183 148 有台杯 9c末 フスペ1号
小詫ト87 D 14 20 1998 126 lo48 ll4 100 長頸瓶 9c末 フスペ1号
小泊一88 D 14 20 3882 99 346 91 78 長頸瓶 9c未 フスペ1号
小泊一89 D 14 20 Il72 380 651 204 169 喪 9c未 フスベ1号
小泊一90 D 14 20 1639 134 980 155 142 甕 9c末 フスベ1号
小泊一91 C 8 20 129 3277 858 f：師器 9c初 フスペ1号
小泊一92 C 8 20 119 2562 580 ．L師器 9c初 フスペ1号
小泊一93 B 6 20 127 154 4332 242 黒色十：器 9c初 フスペ1号
小泊一94 D 14 20 93】 207 1434 156 150 杯蓋 9c初 フスペ4号
小泊一95 D 14 20 2658 107 354 80 72 杯蓋 9c初 フスペ4号
小詞’1－96 D 14 20 2228 133 274 72 62 無台杯 9c初 フスペ4号
小泊一97 D 14 20 3620 186 321 60 64 無台杯 9c初 フスペ4号
小泊一98 A 5 20 3090 186 319 7〔｝ 74 無台杯 9c初 フスベ4号
小泊一99 D 14 20 1032 166 1〔｝79 122 118 有台杯 9c初 フスペ4号
小泊一IOO D 14 20 2938 86 211 128 119 有台杯 9c初 フスペ4号
Mont　lモンモリロナイト　Mica：雲母類　Hb：角閃イf
ナイト　Pyrite：黄鉄鉱　A11：普通輝イi噂；紫蘇輝石
Ch：縁泥岩（Ch：Fe・次反射Ch：Mg二次反射）　Qt：石英　Pl：斜長4i　Crist：クリストパライト　Mulhte：ムライト　K－fels　lカリ艮石　Halloy：ハロイサイト　Kaol　lカオリ
第3表 胎土性状表
43
l　X線同析試験及び化学分析試験
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第9図　Mo－Ch・Ml－Hb菱形ダイヤグラム
3－2－2　石英（Qt）一斜長石（P1）の相関について
　土器胎上中に含まれる砂の粘土に対する混合比は粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わりがある。土器を
制作する過程で、ある粘士にある量の砂を混合して素地土をf乍るということは個々の集団が持つ上器制作上の固
有の技術であると考えられる。自然の状態における各地の砂は固有の石英と斜長石比を有している。この比は後
背地の地質条件によって各々異なってくるものであり、言い換えれば、各地の砂は各々固有の石英と斜長石比を
有していると言える。第10図Qt－P1図には小泊窯跡群の土器を記載した。
　化学分析結果による分類で1～田の3タイプに分類されたもので記載したものと窯跡毎で記載したものの2種
類の図を作製した。
　高P1タイプ：Qtの強度が1000～3000、　P1の強度が300～600の領域にあり、焼成温度が低い土器が集
　　　　　　　　中する。Hタイプの粘十で製作された土器。焼成温度が上がると低Qtタイプの領域に入るも
　　　　　　　　のである。
　低Qtタイプ：Qtの強度が400～2800、　Plの強度が0～300の領域にあり、ロと皿タイプの粘土で作られ
　　　　　　　　た土器が集巾し、1タイプの粘土で作られた土器が1個混在する。
　高Qtタイプ：Qtの強度が2500～4300、　P1の強度が0～220の領域にあり、　Hタイプの粘土の土器と1
　　　　　　　　タイプの粘土の土器が集中する。
D　化学分析結果
　第4表化学分析表に示すように、小泊窯跡群の土器を化学分析した。
　分析結果に基づいて第11図SiO2－Al203図、第12図Fe203－MgO図、第13図K20－CaO図を作成した。
化学分析結果による分類で1～皿の3タイプに分類された。
　4－1　SiO2－Al203の相関について
　第11図SiO2－A1203図に示すように1～皿の3タイプに分類された。
1タイプ：SiO2が52～65％、　Al203が18～34％の領域にある。
HタイプlSiO2が62～74％、　Al203が17～27％の領域にあって、小泊窯跡群の80％の上器が集中する。
皿タイプ：SiO2が72～80％、　Al203が12～20％の領域にある。
　4・2　Fe203－MgOの相関について
　第12図Fe203－MgO図に示すように1～皿の3タイプに分類される。
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第V皿章　小泊窯跡群出土遺物の胎土分析
試料番号 Na20MgO A1203Sio2 K20 CaO Tio2 MnOFe203Mo Total 器種名 時期 窯跡名
小泊一1 0．97 0．06 16．04 73．07 2．59 0．50 1．07 0．04 546 0．20 100．00杯蓋 9c前 南のそで（古）
小泊一2 1．14 0．26 26．01 5748 2．57 1．30 1．00 0．59 9．45 0．21 100．01杯蓋 9c前 南のそで（古）
小泊一3 0．09 0．13 21．4ユ 65．49 2．59 0．26 L19 0．43 8．40 α00 99．99無台杯 9c前 南のそで（古）
小泊一4 0．46 0．14 ．21．61 63．51 2．03 039 1．07 0．70 10．01 0．08 100．00無台杯 9c前 南のそで（古）
小泊一5 0．60 0．38 ．2125 67．60 1．86 0．56 LOO 0．60 6．14 α00 9999有台杯 9c前 南のそで（古）
小泊一6 0．63 0．06 15．82 76．40 2．49 0．25 L14 0．21 3．00 0．00 100．00有台杯 9c前 南のそで（古）
小泊一7 0．94 OJ9 18．95 67．83 2．08 0．52 1．01 0．30 7．89 0．27 99．98長頚瓶 9c前 南のそで（古）
小泊一8 1．04 0．08 19．80 69．68 2．45 α71 1．02 0－19 496 0．07 100．00長頚瓶 9c前 南のそで（古）
小泊一9 0．95 0．29 19．75 7α54 L88 0．51 0．98 0．25 4．84 0．00 99．99甕 9c前 南のそで（古）
小泊一10 127 0．22 15．98 74．⑪9 2．45 0．58 LO2 0．25 4．15 0．00 100．Ol甕 9c前 南のそで（古）
小泊一11 0．29 0．06 16．94 69．71 2．38 0ユ8 L19 0．18 9．07 0．00 100．00杯蓋 9c後 南のそで（新）
小泊一12 0．45 031 18．27 69．93 2．15 034 1．06 0．37 7．00 0．13 100．01杯蓋 9c後 南のそで（新）
小泊一13 0．00 027 21．33 66．97 L89 0．10 1．08 0．43 7．93 0．00 100．00無台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一14 0．18 0．45 21．11 59．87 2．15 0．26 1．51 LO9 1338 α00 100．00無台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一15 1．50 0．40 17．12 72．56 3．07 1．17 α85 0．24 3．09 0．00 10α00有台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一16 0．54 030 18．41 7L10 Z．31 0．16 LO5 0．01 6．05 0．08 100．01有台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一17 1．09 0．OO 14．03 7524 439 0．23 0．47 0．54 3．85 0．17 100．Ol有台皿 9c後 南のそで（新）
小泊一18 0．76 022 20．16 67．04 2．04 0．71 1．15 0．49 7．35 0．09 100．01長頚瓶 9c後 南のそで（新）
小泊一19 0．48 028 19．ll 65．99 2．45 0．20 1．15 0．60 9．59 0．14 99⑨9長頚瓶 9c後 南のそで（新）
小泊一20 0．86 α31 18．38 71．32 2．60 0．62 0．61 0．29 4．97 α03 9999童 9c後 南のそで（新）
小泊一21 OI57 α17 16．38 72．43 2．38 0．17 1．39 0．46 6．02 0．03 10α00杯蓋 9c中 藤畑
小泊一22 0．41 0．24 19．03 67．80 2．81 0．24 L13 020 7．92 0．22 10α00無台杯 9c中 藤畑
小泊一23 0．41 031 18．49 69．61 2．73 0．20 L19 0．07 6．99 0．00 100．00無台杯 9c中 藤畑
小泊一24 0．67 α43 18．48 69．81 2．24 0．58 α97 0．24 6．47 0．12 100．01有台杯 9c中 藤畑
小泊一25 0．34 α26 22」1 67．36 2．08 0．35 1．18 0．32 6．00 0．00 100．00有台碗 9c中 藤畑
小泊一26 0．93 0．19 20．02 6924 2．40 0．74 1109 0．36 5．00 0．04 100．01長頚瓶 9c中 藤畑
小泊一27 0．31 028 24．44 6480 1．74 0．21 1．13 0．51 6．56 0．02 10α00長頚瓶 9c中 藤畑
小泊一28 0．82 0．47 25．50 63．08 2．43 0．94 0．90 0．70 5．01 0．16 100．01痩 9c中 藤畑
小泊一29 1．18 α22 20．10 68．53 2．70 OB4 0．99 021 523 0．00 100．00童 9c中 藤畑
小泊一30 1．46 0．29 22．49 62．83 3．46 0．78 1．02 0．54 6B9 0．22 99．98横瓶 9c中 藤畑
小泊一31 093 033 21．37 69．47 2．10 0．43 0．93 037 4．07 0．00 100．00杯蓋 9c後 栗の木沢
小泊一32 0．19 0．15 20．07 6928 2．14 0．26 1．02 0．25 6．49 0．14 9999無台杯 9c後 栗の木沢
小泊一33 0．68 023 16．40 6826 2．69 0．26 L55 0．34 9．59 α00 100．00無台杯 9c後 栗の木沢
小泊一34 0．17 027 20．49 66．00 1．90 0．41 1．67 0．68 8．40 0．00 ．99．99有台杯 9c後 栗の木沢
小泊一35 024 0．14 20．56 67．74 2．56 0．28 1．07 0．46 673 0．22 100．00有台杯 9c後 栗の木沢
小泊一36 0．70 033 18．62 71．25 238 0．22 0．95 0．00 5．54 0．02 100．01長頚瓶 9c後 栗の木沢
小泊一37 0．71 0．28 17．49 69．26 2．05 0．33 1．14 037 8．15 0．23 100．01長頚瓶 9c後 栗の木沢
小泊一38 0．82 0．05 16．82 74．58 234 0．36 0．91 037 3．42 033100．00甕 9c後 栗の木沢
小泊一39 0．32 0．59 ZL636732 2．71 0．22 1．11 0．00 6．11 0．00 100．01甕 9c後 栗の木沢
小泊一40 0．48 α06 24．02 65．38 1．86 0．53 1．20 0．37 592 0．19 100．01凸帯付短頚壺 9c後 栗の木沢
小泊一41 0．95 0．34 15．64 74．02 240 0．55 149 034 428 0．00 100．01杯蓋 9c末 杢田谷地
小泊一42 0．39 0．44 21．51 68．48 2．42 024 0．89 0．32 5．32 0．00 10α01杯蓋 9c末 杢田谷地
小泊一43 0．53 0．25 19．91 66．13 1．73 026 1．14 0．89 9．01 0ユ7 100．02有台杯 9c末 杢田谷地
小泊一44 0．56 027 19．27 66．39 2．52 0．52 1．12 0．34 8．54 0．46 99．99有台杯 9c末 杢田谷地
小泊一45 0．74 032 18．71 69．40 2．78 0．44 1．88 0．17 5．46 0．10 100．00有台皿 9c末 杢田谷地
小泊一46 0．14 0．45 21．42 67．69 1．87 α29 UO 0．29 6．26 0．49 100．00長頸瓶 9c末 杢田谷地
小泊一47 α52 0．33 2L4764．88 3．11 0．30 LOO 0．43 7．92 0．04 100．00長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一48 0．31 0」3 21．55 66．62 238 0．31 096 0．29 7．44 0．00 99⑨9長頚瓶 9c未 杢田谷地
小泊一49 0．58 α17 20．78 68．82 2．03 0．32 0．89 0．20 6．21 0．00 10α00長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一50 0．52 0．46 19．55 68．86 2．56 0．22 122 0．29 6．32 0．00 100．00長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一51 0．59 0．42 20．89 6597 1．68 0．55 1．47 0．38 8．06 0．00 100．01杯蓋 9c中 カメ畑
小泊一52 0．33 028 19．41 68．85 295 0．19 1．18 0．25 6．56 0．00 100．00無台杯 9c中 カメ畑
小泊一53 α31 023 20．04 67．67 2．86 0．30 1．35 033 6．71 0．21 10α01無台杯 9c中 カメ畑
小泊一54 0．66 α22 19．12 68．99 2．05 0．42 0．89 0．59 6．65 0．41 10α00有台杯 9c中 カメ畑
小泊一55 0．48 O．28 17．07 70．10 3．03 036 1．60 0．67 6．40 0．00 99．99有台杯 9c中 カメ畑
小泊一56 L24 0．00 14．72 75．72 3．20 0．52 0．80 0．10 3．52 0．18 100．00長頚瓶 9c中 カメ畑
小泊一57 0．53 0．01 17．40 73．12 2．37 0．29 0．84 0．54 4．77 0ユ3 100．00長頚瓶 9c中 カメ畑
小泊一58 0．71 0．14 21．29 67．11 1．99 0．63 1．08 022 6．75 0．08 100．00短頚壺 9c中 カメ畑
小泊一59 α53 0．04 19．33 7L83 1．96 α40 090 0．43 4．58 0．00 100．00甕 9c中 カメ畑
小泊一60 0．77 0」7 18．41 70．84 2．89 0．59 1．22 0．46 4．47 0．18 100．00甕 9c中 カメ畑
小泊一61 0．67 0．27 17．84 71．08 2．04 0．29 0．88 0．64 6．20 0．09 100．00杯蓋 9c前 トロ沢
小泊一62 0．25 0．45 21．75 66．91 1．90 0．32 0．76 0．28 730 α07 99．99杯蓋 9c前 下口沢
小泊一63 0．00 024 28．50 56．65 1．62 0．09 1．12 0．70 11．00 0．09 100．01無台杯 9c前 下口沢
小泊一64 0．17 0．37 20．64 65．31 2．03 0．09 126 0．62 936 0．15 100．00無台杯 9c前 下口沢
小泊一65 L34 0．03 13．53 78．62 2．76 0．69 O．97 0．00 2．04 0．00 99．98有台杯 9c前 下口沢
小泊一66 0．92 031 19．78 71．59 2．04 0．49 α93 0．19 3．75 0．00 lOO．OO有台杯 9c前 下口沢
小泊一67 0．93 035 19．02 68．68 2．06 α61 0．95 038 7．01 0．00 9999長頚瓶 9c前 F口沢
小泊一68 0．40 0．13 20．46 68．06 2．40 0．48 0．94 035 6．77 α00 99．99短頚壼 9c前 下口沢
小泊一69 0．71 0．28 21．39 68．07 2．07 0．69 Ll3 0．29 5．37 0．00 100．00甕 9c前 下口沢
小泊一70 0．73 0．32 20．Ol 69．61 2．38 0．39 094 0．38 5．17 0．07 100．00長頚瓶 9c前 下口沢
小泊一71 0．43 029 20．05 69．41 195 0．37 1．32 0．47 5．68 0．02 99．99杯蓋 10c初 江の下
小泊一72 0．26 0．41 20．93 68．72 1．46 0．49 0．52 α47 647 0．27 100．00杯蓋 10c初 江のド
小泊一73 0．21 0．34 19．83 65．81 2．49 0．11 1．23 0．72 9．27 0．00 100．01無台杯 10c初 江の下
小泊一74 0．49 0．51 21．63 6630 2．48 0．29 1．11 α74 6．44 0．00 99．99有台杯 10c初 江の下
小泊一75 0．65 0．21 15．25 74．24 2．28 0．40 1．06 0．26 5．65 0．00 100．00有台碗 10c初 江の下
小泊一76 0．42 0．33 179370．24 2．06 0．31 L11 0．55 693 0．11 99．99長頚瓶 10c初 江の下
小泊一77 0．67 0．42 19．54 68．04 3．36 0．42 1．05 α44 5．97 0．10 100．Ol長頚瓶 10c初 江の下
小泊一78 0．82 α40 22．7S 66．14 L96 0．45 0．93 α91 5．63 0．02 100．Ol童 10c初 江の下
小泊一79 1．02 0．53 20．02 68．87 2．05 0．69 ⑪．90 0．10 5．81 0．02 100．Ol童 10c初 江の下
小泊一80 0．59 027 20．07 64．01 2．41 054 1．24 0．77 10．09 0．00 99．99甕 10c初 江の下
小泊一81 0．49 0．26 19．64 70．75 2．15 0．27 1．24 0．43 4．77 0．00 100．00杯蓋 9c末 フスペ1号
小泊一82 0．59 0．41 20．23 69．43 1．78 020 L21 0．64 5．37 0．13 99．99杯蓋 9c末 フスペ1号
小泊一83 0．00 0．57 25．64 60．54 1．75 0．09 128 0．93 9．19 0．02 100．Ol無台杯 9c末 フスベ1号
小泊一84 0．49 α27 16．67 67．09 3．47 α23 1．54 1．16 8．86 0．22 10⑪．00無台杯 9c未 フスベ1号
小泊一85 α41 031 20．37 65．82 2．22 0．46 1．37 0．18 8．55 0．30 99．99有台杯 9c末 フスベ1号
小泊一86 0．39 0．34 18．28 74．10 2．18 0．34 0．94 0．28 3ユ5 0．00 100．00有台杯 9c末 フスベ1号
小泊一87 0．52 0．10 17．99 72．86 2⑨8 0．20 0．91 0．44 3．79 020 99．99長頻瓶 9c末 フスペ1号
小泊一88 023 0．39 19．95 65．86 1．88 0．13 1．68 0．51 937 0．00 100．00長頚瓶 9c末 フスペ1号
小泊一89 L53 0．69 23．08 65．56 2．18 0．97 0．93 0．44 4．61 ．0．00 99．99甕 9c末 フスベ1号
小泊一90 0．61 0．40 22．48 68．11 1．92 0．51 1．11 0．45 429 0．12 100．00甕 9c末 フスペ1号
小泊一91 0．56 0．00 22．04 64．29 3．17 035 1．21 054 7．46 039100．Ol土師器 9c末 フスベ1号
小泊一92 Ll9 0．02 21．85 67．52 3．94 0．56 1．04 0．04 3．84 0．00 100．00土師器 9c末 フスペ1号
小泊一93 0．13 0．00 20．61 64．78 2．42 0．13 1ユ7 0．71 10．05 0．00 100．00黒色土器 9c末 フスペ1号
小泊一94 0．60 0．52 193666．80 228 0．30 L19 0．52 7．86 0．57 100．00杯蓋 9c初 フスペ4号
小泊一95 0．34 0．44 20．96 64．15 227 0．23 1．00 0．93 9．69 0．00 100．01杯蓋 9c初 フスベ4号
小泊一96 0．77 0．31 19．72 66．59 2．48 037 1．16 0．67 7．91 αOO 99．98無台杯 9c初 フスペ4号
小泊一97 0．00 0．86 31．80 5332 1．69 0．26 1．81 0．39 9．54 033100．00無台杯 9c初 フスペ4号
小泊一98 0．07 0．56 21．13 6631 222 0．21 0．97 LOO 7．11 0．44 100．02無台杯 9c初 フスペ4号
小泊一99 0．87 0．54 22．71 65．49 2．07 0．65 0．91 0．07 6．63 0．07 100．01有台杯 9c初 フスペ4号
小泊一100 0」0 0．19 Z4．07 63．86 1．61 0．29 1．21 0．67 7．99 0．00 99．99有台杯 9c初 フスペ4号
第4表　化学分析表
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1　X線回析試験及び化学分析試験
試料No． タイプ分類 備考 備考
器種名 時期 遺跡名
試料No． タイプ分類
器種名 時期 遺跡名
小泊一2 A 杯蓋 9c前 南のそで（古） 小泊一45 D 有台皿 9c末 杢田谷地
小泊一24 A 有台杯 9c中 藤畑 小泊一46 D 長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一48 A 長頚瓶 9c末 杢田谷地 小泊一47 D 長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一61 A 杯蓋 9c前 ド日沢 小泊一49 D 長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一98 A 無台杯 9c初 フスベ4号 小泊一50 D 長頚瓶 9c末 杢田谷地
小泊一93 B 黒色1：器 9c末 フスベ1号 小泊一51 D 杯蓋 9c巾 カメ畑
小泊一91 C ｛：師器 9c末 フスペ1号 小泊一52 D 無台杯 9c中 カメ畑
小泊一92 C 上師器 9c末 フスベ1号 小泊一53 D 無台杯 9c中 カメ畑
小泊一1 D 杯蓋 9c前 南のそで（fユロ） 小泊一54 D 有台杯 9c中 カメ畑
小泊一3 D 無台杯 9c前 南のそで（古） 小泊一55 D 有台杯 9c巾 カメ畑
小泊一4 D 無台杯 9c前 南のそで（古） 小泊一56 D 長頚瓶 9c中 カメ畑
小泊一5 D 有台杯 9c前 南のそで（古） 小泊一57 D 長頚瓶 9c中 カメ畑
小泊一6 D 有台杯 9c前 南のそで（占） 小泊一58 D 短頚壷 9c中 カメ畑
小泊一7 D 長頚瓶 9c前 南のそで（占） 小泊一59 D 甕 9c中 カメ畑
小泊一8 D 長頚瓶 9c前 南のそで（古） 小泊一60 D 童 9c中 カメ畑
小泊一9 D 甕 9c前 南のそで（占） 小泊一62 D 杯蓋 9c前 下日沢
小泊一10 D 甕 9c前 南のそで（古） 小泊一63 D 無台杯 9c前 ドロ沢
小泊一11 D 杯蓋 9c後 南のそで（新） 小泊一64 D 無台杯 9c前 下口沢
小泊一12 D 杯蓋 9c後 南のそで（新） 小泊一65 D 有台杯 9c前 ド［沢
小泊一13 D 無台杯 9c後 南のそで（新） 小泊一66 D 有台杯 9c前 ドロ沢
小泊一14 D 無台杯 9c後 南のそで（新） 小泊一67 D 長頚瓶 9c前 下口沢
小泊一15 D 有台杯 9c後 南のそで（新） 小泊一68 D 短頚壷 9c前 ドll沢
小泊一16 D 有台杯 9c後 南のそで（新） 小泊一69 D 甕 9c前 ドll沢
小泊一17 D 有台lllL 9c後 南のそで（新） 小泊一70 D 甕 10c初下口沢
小泊一18 D 長頚瓶 9c後 南のそで（新） 小泊一71 D 杯蓋 10c初江のド
小泊一19 D 長頚瓶 9c後 南のそで（新） 小泊一72 D 杯蓋 10c初江のド
小泊一20 D 甕 9c後 南のそで（新） 小泊一73 D 無台杯 10c初江のド
小泊一21 D 杯蓋 9c中 藤畑 小泊一74 D 有台杯 10c初江の．ド
小泊一22 D 無台杯 9c中 藤畑 小泊一75 D 有台碗 10c初江の下
小泊一23 D 無台杯 9c中 藤畑 小泊一76 D 長頚瓶 10c初江のド
小泊一25 D 有台碗 9c中 藤畑 小泊一77 D 長頚瓶 10c初江の下
小泊一26 D 長頚瓶 9c中 藤畑 小泊一78 D 甕 10c初江の下
小泊一27 D 長頚瓶 9c中　・
Xc中
藤畑 小泊一79 D 甕 10c初江のド
小泊一28 D 甕 藤畑 小泊一80 D 甕 10c初江の下
小泊一29 D 甕 9c中 藤畑 小泊一81 D 杯蓋 9c末 フスベ1号
小泊一30 D 横瓶 9c中 藤畑 小泊一82 D 杯蓋 9c末 フスペ1号
小泊一31 D 杯蓋 9c後 栗の木沢 小泊一83 D 無台杯 9c末 フスペ1号
小泊一32 D 無台杯 9c後 栗の木沢 小泊一84 D 無台杯 9c末 フスベ1号
小泊一33 D 無台杯 9c後 栗の木沢 小泊一85 D 有台杯 9c末 フスベ1号
小泊一34 D 有台杯 9c後 栗の木沢 小泊一86 D 有台杯 9c末 フスベ1号
小泊一35 D 有台杯 9c後 栗の木沢 小泊一87 D 長頚瓶 9c末 フスベ1号
小泊一36 D 長頚瓶 9c後 栗の木沢 小泊一88 D 長頚瓶 9c末 フスペ1号
小泊一37 D 長頚瓶 9c後 栗の木沢 小泊一89 D 甕 9c末 フスペ1号
小泊一38 D 甕 9c後 栗の木沢 小泊一90 D 甕 9c末 フスベ1号
小泊一39 D 甕 9c後 栗の木沢 小泊一94 D 杯蓋 9c初 フスベ4号
小泊一40 D 凸帯付短頚壺 9c後 栗の木沢 小泊一95 D 杯蓋 9c初 フスペ4号
小泊一41 D 杯蓋 9c末 杢田谷地 小泊一96 D 無台杯 9c初 フスベ4号
小泊一4Z D 杯蓋 9c末 杢田谷地 小泊一97 D 無台杯 9c初 フスベ4号
小泊一43 D 有台杯 9c末 杢田谷地 小泊一99 D 有台杯 9c初 フスペ4号
小泊一44 D 有台杯 9c末 杢田谷地 小泊一100 D 有台杯 9c初 フスベ4号
第5表　タイプ分類表
1タイプ：Fe203が8～13％、　MgOが0．2～0．9％の領域にあって、分散傾向にある。
Hタイプ：Fe203が3～11％、　MgOが0～0．6％の領域にあって、小泊窯跡群の土器が集中する。
皿1タイプ：Fe203が2～7％、　MgOが0～0．4％の領域にあって、一部でHタイプと領域が重複する。
　4－3　K20－CaOの相関について
　第13図K20－CaO図に示すように、1～mの3タイプはK20が1．5～4％、　CaOが0～1％の領域にあっ
て、共存する。1タイプはK20が1．5～4．0％CaOが、0．0～1．0％の領域にあって、共存する。1タイプは
K20が1．5～2．5％、皿タイプはK20が2．0～3．5％の領域にあり、明瞭に分類されるがHタイプは両者の領域
に重複し、分類は難しい。
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E　ま　と　め
1）土器胎土はA～Dの4タイプに分類された。BとCタイプは焼成温度が低く本来の胎上の粘土鉱物組成に近
　　い組成を示している。Dタイプは高温で焼成された十器で、鉱物が分解してガラス化したものである。
2）：ヒ器胎土巾に含まれる白色の粒子は実体顕微鏡で観察すると軽石であり、特徴的な混入物として土器の分
　　類に利用できる。
3）第6表組成分類表に示すようにSio2の含有量で小泊窯跡群の土器は1～皿のタイプに分類された。　X線回
　　折試験による分類では小泊窯跡群の土器はQt（石英）の強度が高い領域と低い領域に2分され、さらに、焼
　　成温度によってP1（斜長石）の強度が高い領域と低い領域に2分された。
4）小泊窯跡群の土器の胎土は1～皿のタイプがあり、そのうちnタイプが全体の80％以上を占め、各窯跡で
　　このタイプの胎土の土器が検出される。1タイプは5個で、Sio2の値が低く、　Qtの強度が高いという特徴
　　がある。皿タイプは14個で全体の約15％を占め、Sio2の値が高く、　Qtの強度が低い。
5）Hタイプの粘土を使った土器はQtの強度が高いものと低いものの2種類が製作されている。そして、皿タ
　　イプの土器のQt強度はHタイプの低Qtの強度の領域にあり、使用する粘土は異なるが砂の混合比は同じで、
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試料番号　　　　器種　　　　時代　　　　　　川土窯跡 試料番号 器種 時代 出上窯跡
1タイプ：底Qtタイプ 小泊一59 甕 9c中 カメ畑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．一ｬ泊一2 杯蓋 9。前丁喬厄で（占）　　一一．
1タイプ：高Qtタイプ
小泊一60．一一
ｬ泊一61
甕．一一
t蓋
9c中
Xc前
カメ畑
ｺ口沢
小泊一14 無台杯 9c後 南のそで（新） 小泊一62 杯蓋 9c前 ドロ沢
小泊一63 無台杯 9c前 下11沢 小泊一66 有台杯 9c前 ド［沢　　　．」一
フスベ1号．一 小泊一67 長頸瓶 9c前 下］沢小泊一83
ｬ泊一97
無台杯
ｳ台杯
9c末　．
Xc初 フスペ4号 9c前 ．ドロ沢
ド　・．．．1r．．「　㌔．r’
@　．．ぐ「．赫’．瞭・．一ゴ． ^イプき’「声百タイブ，　　　　　　　㈱成融が抵い）
小泊一68　．一一
ｬ泊一69
短頸壷一．一一．P ・．@9c前下［沢
小泊一8 長頸瓶 9C前　　南のそで（古） 小泊一70 甕 9c前 下口沢
小泊一28 甕 9c中　1藤畑 小泊一71 杯蓋 10c初江のト
小泊一49 長頸瓶 9c末　　杢田谷地 小泊一76 長頸瓶 10c初江のド
杯蓋一．一．．一一 9c中　1カメ畑 小泊一77 長頸瓶 ］Oc初 江の下小泊一51．．．．・．．．．
ｬ泊一72
ｬ泊一78
10c初　江の下　一． 小泊一79 甕 10c初江の下杯蓋{ 10c初1江の下
小泊一89 蔓 9c末　　フスベ1号
小泊一80
ｬ泊一81
甕杯蓋 10c初
Xc末
江のト　．フスペ1号　一一一
小泊一91 上師器 9c末　　フスベ1号 小泊一82 杯蓋 9c末 フスベ1腎
小泊一92 上師器 9c末　1フスベ1号 小泊一84 無台杯 フスベ1号
Hタイプ；底Qtタイプ（焼成温度が高い） 小泊一85 有台杯
9c末．一．
Xc末 フスペ1号
9c前 南のそで（古） 小泊一90 甕 9c末 フスベ1号小泊一3　・
ｬ泊一5
無台杯一・一一．一
L台杯 9c前　　一 南のそで（古）．一一 小泊一94 杯蓋 9c初 フスベ4号
小泊一7 長頸瓶 9c前 南のそで（占）　　　　　　　　　　一 ．．．．．．．・一一． 一一一一
小泊一9 甕 9c前 南のそで（占）
小泊一96
ｬ泊一99
無台杯．有台杯 9c初
Xc初
フスベ4号
tスベ4号
小泊一11 杯蓋 9c後 南のそで（新） ’”r ﾜタイブ：高磁タイプ（焼成温度．が高いピ
小泊一12 杯蓋 9c後 南のそで（新） 小泊一4 無台杯 9c前 南のそで（古）
小泊一16－．一一．一．一 9c後 南のそで（新） 小泊一13 無台杯 9c後 南のそで（新）
小泊一18 長頸瓶　　　一一 小泊一22 無台杯 9c中 藤畑
小泊一19 長頸瓶
9c後
Xc後
南のそで（新）　　　　　　　　　．．．
?ﾌそで（新） 藤畑．．．一．．
小泊一20 甕 9c後 南のそで（新｝
小豹一23
ｬ泊一32
無台杯
ｳ台杯
9c山．．．
Xc後 　　一．．．．．・．Iの木沢
小泊一24　有台杯 藤畑 小泊一35 有台杯 9c後 栗の木沢
小泊一251有台碗
　9c中一．．一．－
@9c中藤畑 小泊一50 長頸瓶 9c末 杢m谷地
　　　　．ｬ泊一26長頸瓶 9c中 藤畑 　　　一一ｬ泊一64無台杯 9c前 下［沢
長頸瓶 9c中 藤畑 小泊一73 無台杯 10c初江の下小泊一27
ｬ『1－29 小泊一74 有台杯 10c初江の下
小泊一30
甕横瓶 9c中
Xc中 藤畑 小泊一88 長頸瓶 9c末 フスペ1号　　　一一一
小泊一31 杯蕎 9C後　i栗の木沢 小泊一93 黒色土器 9c末 フスペ1号
小泊一33 無台杯 9c後 栗の木沢　　一國’．． 小泊一95 杯蓋 9c初 フスベ4号
小泊一34 有台杯　　　［9c後 栗の木沢 小泊一98 無台杯 9c初 フスペ4号
小泊一36 長頸瓶　　　i9c後 栗の木沢
9c後 栗の木沢
小泊一100　　「　　　　馳
ｬ泊一1
有台杯1杯蓋
小泊一37
ｬ泊一39
長頸瓶P 9c後 栗の木沢
9c初
Xc前
Xc前
フスペ4号　　　’馳　　　　　　　　　　ヒ
?ﾌそで（占）小泊一40 凸帯付短頸蓋　　9c後 栗の木沢 小泊一6 有台杯
南のそで（古）
P　　　　　　－一
小泊一42 杯蓋 9c末 杢田谷地 小泊一10 甕 9c前　　南のそで（占）
小泊一43 有台杯 9c末 杢田谷地 小泊一15 右台杯 9C後　　南のそで（新）
小泊一44 有台杯 9c末 杢田谷地 小泊一17 有台皿 9c後　1南のそで〔新）
小泊一45．一一．． 杢田谷地 小泊一21 杯蓋 　．．．．→．Xc中　　藤畑
小泊一46
有台皿．．．．
ｷ頸瓶
9c末　・
Xc末 杢田谷地 小泊一38 甕 9c後　‘栗の木沢
小泊一47 長頸瓶 9c末 杢山谷地 一一．．．一ｬ泊一41 杯蓋 9c末　　杢田谷地
小泊一48 長頸瓶 9c末 杢川谷地 小泊一56 長頸瓶 9c山 1カメ畑
小泊一52 無台杯　　　19C中 カメ畑 小泊一57 長頸瓶 9c巾　　カメ畑
小泊一53 無台杯　　　‘9c中 カメ畑　　　　　　　　　　－ 小泊一65 有台杯 9c前　　トロ沢
有台杯　　　19c巾　　　　　十 カメ畑 小泊一75 有台碗 10c初　1江のド小泊一54
ｬ泊一55有台杯　　　19c山 小泊一86 有台杯 9c末 フスベ1号
小泊一58 短頸壷 P－@9c中
カメ畑一一一．．一一一．
Jメ畑 小泊一87 長頸瓶　　［9c末 フスベ1号
第6表　組成分類表
6）
7）
関連性が認められる。同様に、1タイプの土器はHタイプの高Qt土器と同じ強度領域にあり、両者は関連
性が認められる。このように見てくると、上器を製作する粘土は3種類あるが砂の混合比は2種類であり、
基本的にはHタイプで代表されるように、1司じ粘土に対して2種類の混合比を設定し、土器を製作している
ことになる。
nタイプ：低Qtタイプは長類瓶が多く、　Hタイプ：高Qtタイプは杯類が多いという傾向が認められる。
小泊窯跡群の各窯跡では第6表に示すようにnとmの2タイプの粘土を使用する土器が検出され、窯固有の
粘・1．：で、窯固有の混合比で土器を製作しているのではなく、小泊窯跡群全体として粘士を調整し、共有し
て、利用しているように見受けられる。
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要 約
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約
1　小泊窯跡群は、新潟県佐渡市羽茂小泊に位置する。
2　窯跡群は、小佐渡丘陵南西部の海岸段丘上に立地し、東西約2．5km、南北約2kmの範囲に窯跡が分布して
　いる。
3　周知の窯跡の現況を確認し、未知の窯跡の存在を把握することを目的として、平成15年3月に分布調査を
行った。
4　新たに4地点で、窯体が存在する可能性が考えられる地点を把握した。
5　既存の調査成果と併せて、遺跡の性格や遺存状況によって5段階に区分した。
6　21地点から出土した須恵器、瓦361点を図示した。
6　まとまった資料が出土した7地点について、越後の土器編年との対応関係を提示した。
7　K402窯跡出土品が、下口沢窯跡に先行する可能性を指摘した。
8　個人による水田改良計画に伴い、平成15年2月～3月にカメ畑窯跡の範囲確認調査を行った。
9　各窯に伴う灰原を把握することを目的として、窯体の一部が露出している道路脇法面の精査を行った。
10法面に2mを単位として、13区画を設定した。
11法面及び周辺部で出土した須恵器、瓦331点を図示した。
123区画で遺物が集中して出土した。それぞれ4号窯、6号窯、3号窯に対応するものと考えられる。
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観　察　表
分布調査遺物観察表（1）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考口径 底径 器高
1岩の上遺跡 有台杯 5．8 2 硬質 底　3／16
2岩の上遺跡 有台杯 7．0 1 硬質 底　3／16
3岩のヒ遺跡 有台杯 8．8 2 硬質 底　1／16
4岩の上遺跡 長頚瓶 6．2 2 硬質 胴・底　3／8
5岩の上遺跡 長頚瓶 7．2 2 硬質 胴・底　1／4
6ヲンメン川 横瓶 11．0 2 硬質 口　3／16 外：明瞭　内：不明
7奥田窯跡 杯蓋 2 硬質 天・体　1／4
8奥田窯跡 杯蓋 2 硬質 左 体　1／4
9奥田窯跡 壷蓋 14．0 1 硬質 口・体　3／16
10奥田窯跡 有台杯 6．0 2 硬質 左 底　5／8
11奥田窯跡 有台杯 7．0 1 硬質 左 底　3／16
12奥田窯跡 有台杯 8．2 左 底・体
13奥田窯跡 無台杯 11．0 6．6 2．9 26．4 60．0 1 硬質 左 底部　口・体1／4
14奥田窯跡 短頚壷 11．2 2 硬質 底　3／16
15奥田窯跡 甕 2 硬質 胴 割れ口：格子外：格子内：無
16奥田窯跡 甕 2 硬質 口
17奥田窯跡 甕 1 一部軟質 口
18奥田窯跡 甕 1 硬質 胴 外：格子内：同心円
19奥田窯跡 甕 2 一部軟質 胴 外：格子内：同心円
20奥田窯跡 平瓦 2 硬質
21奥田窯跡 高杯 2 硬質 左
22南のそで窯跡 杯蓋 14．0 1 軟質 口　1／16
23南のそで窯跡 杯蓋 14．0 2 硬質 左 口　1／16
24南のそで窯跡 杯蓋 13．0 2 硬質 口　1／16
25南のそで窯跡 有台杯 6．0 1 硬質 底　3／16
26南のそで窯跡 無台杯 14．4 8．8 3．5 24．3 61．1 1 堅緻 口・底　1／4
27南のそで窯跡 無台杯 13．0 8．0 2．5 19．2 61．5 1 硬質 口・底　1／4
28南のそで窯跡 長頚瓶 9．6 2 硬質 口・頚　3／16
29南のそで窯跡 長頚瓶 9．2 2 硬質 口・頚　1／8
30江の下窯跡 杯蓋 15．4 1 硬質 左 口・体　3／16
31江の下窯跡 杯蓋 13．8 1 硬質 右 口　3／16
32江の下窯跡 杯蓋 13．9 2 硬質 口　3／16
33江の下窯跡 杯蓋 15．0 1 硬質 口・体　1／8
34江の下窯跡 杯蓋 12．8 1 硬質 左 口・体　1／8
35江の下窯跡 杯蓋 13．2 1 硬質 口・体　1／8
36江の下窯跡 杯蓋 15．2 1 堅緻 口・体　1／8
37江の下窯跡 杯蓋 12．0 1 堅緻 口　3／16
38江の下窯跡 杯蓋 14．0 1 堅緻 口・体　1／16
39江の下窯跡 杯蓋 14．0 1 堅緻 口・体　1／16
40江の下窯跡 杯蓋 15．0 1 堅緻 右 口・体　1／4
41江の下窯跡 杯蓋 14．8 1 堅緻 右 口・体　3／16
42江の下窯跡 杯蓋 2 堅緻 左 天・体　1／4
43江の下窯跡 杯蓋 1 堅緻 左 天
44江の下窯跡 有台杯 13．4 7．4 5．3 39．6 55．2 1 堅緻 左 口・底　3／16
45江の下窯跡 有台杯 10．2 1 堅緻 口・体　1／8
46江の下窯跡 有台杯 7．4 2 硬質 右 底　1／4
47江の下窯跡 無台杯 14．4 8．2 3．3 22．9 56．9 1 堅緻 右 口・底　1／4
48江の下窯跡 無台杯 13．8 7．8 2．9 21．0 56．5 1 堅緻 口・底　1／8
49江の下窯跡 無台杯 14．0 9．6 2．5 17．9 68．6 1 堅緻 口・底　3／16
50江の下窯跡 無台杯 12．2 7．4 2．7 22．1 60．7 1 硬質 口・底　1／8
51江の下窯跡 無台杯 14．6 8．8 2．3 15．8 60．3 1 堅緻 口・底　3／16
52江の下窯跡 無台杯 11．4 7．2 2．9 25．4 63．2 1 硬質 左 口・底　3／8
53江の下窯跡 無台杯 12．0 7．4 2．8 23．3 61．7 1 硬質 口・底　3／16
54江の下窯跡 無台杯 12．1 7．0 2．7 22．3 57．9 1 堅緻 口・底　3／16
55江の下窯跡 無台杯 12．0 1 硬質 口・体　1／16
56江の下窯跡 無台杯 13．7 1 硬質 口・体　1／8
57江の下窯跡 無台杯 7．6 1 硬質 右 底　1／2
58江の下窯跡 無台杯 7．4 1 堅緻 右 底　9／16
59江の下窯跡 無台杯 6．8 1 硬質 右 底　1／4
60江の下窯跡 無台杯 6．8 1 軟質 右 底　3／16
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分布調査遺物観察表（2）
出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考番号 口径 底径 器高
61江の下窯跡 無台杯 5．6 1 硬質 底　1／2
62江の下窯跡 無台杯 7．2 1 硬質 左 底　5／16
63江の下窯跡 無台杯 7．4 1 硬質 右 底　1／2
64江のF窯跡 無台杯 7．2 2 硬質 底　3／16
65江の下窯跡 無台杯 6．6 1 堅緻 左 底　3／8
66江の下窯跡 無台杯 7．2 2 硬質 左 底　1／4
67江の下窯跡 無台杯 7．6 1 硬質 右 底　1／4
68江の下窯跡 無台杯 8．8 1 硬質 底　1／4
69江の下窯跡 無台杯 7．4 1 堅緻 左 底部
70江の下窯跡 無台杯 8．0 2 堅緻 底　3／8
71江の下窯跡 無台杯 7．0 1 硬質 左 底部
72江の下窯跡 有台椀 14．0 1 硬質 左 口・体　1／8
73江の下窯跡 有台椀 7．6 2 堅緻 体・底　1／4
74江の下窯跡 有台椀 6．6 2 硬質 左 底　3／16
75江の下窯跡 有台皿 13．4 2 堅緻 口・底　3／8
76江の下窯跡 長頚瓶 12．6 1 硬質 口・頚　1／8
77江の下窯跡 長頚瓶 8．6 1 堅緻 左 口・頚　3／16
78江の下窯跡 長頚瓶 17．2 2 堅緻 口・頚　1／16
79江の下窯跡 長頚瓶 12．0 1 硬質 口・頚　1／8
80江の下窯跡 長頚瓶 14．4 1 硬質 口　1／16
81江の下窯跡 長頚瓶 2 硬質 頚　小片
82江の下窯跡 長頚瓶 6．4 1 硬質 底　1／4
83江の下窯跡 長頚瓶 9．4 2 堅緻 胴・底　3／16
84江の下窯跡 長頚瓶 9．4 1 硬質 高台　1／8
85江の下窯跡 長頚瓶 10．8 1 硬質 高台　1／4
86江の下窯跡 長頚瓶 1α8 2 硬質 高台　3／16
87江の下窯跡 長頚瓶 13．4 1 堅緻 高台　1／16
88江の下窯跡 長頚瓶 13．2 2 硬質 高台　1／16
89江の下窯跡 長頚瓶 2 堅緻 胴
90江の下窯跡 長頚瓶 2 一部軟質 左 胴
91江の下窯跡 甕 2 堅緻 頚・肩　1／8 外：格子内：同心円
92江の下窯跡 甕 2 堅緻 頚・肩　1／8 外：格子　内：無
93江の下窯跡 甕 22．0 1 硬質 口・頚　1／16 外・内1不明
94江の下窯跡 甕 2 堅緻 胴 外・内：格子
95江の下窯跡 甕 1 硬質 胴 外：格子内：同心円
96江の下窯跡 甕 2 一部軟質 胴 外・内：不明
97江の下窯跡 甕 1 硬質 胴 外：格子　内：平行
98江の下窯跡 平瓦 2 硬質
99No．134 有台杯 8．0 1 硬質 体・底　3／16
100No．230 杯蓋 2 硬質 天
101No．230 無台杯 10．0 2 堅緻 口・体　1／8
102No．231 有台杯 2 硬質 底　1／8
103No．231 無台杯 10．8 7．0 2．6 24．1 64．8 1 硬質 左 口・底　1／8
104No．231 無台杯 8．0 2 硬質 体・底　3／16
105No．231 長頚瓶 2 硬質 頚　1／4
106宮田窯跡 杯蓋 2 硬質 左 天
107宮田窯跡 杯蓋 2 硬質 天
108宮田窯跡 有台杯 7．8 1 硬質 底　3／16
109宮田窯跡 有台杯 6．6 2 一部軟質 底　1／4
110宮田窯跡 有台杯 6．0 1 硬質 底　1／8
111宮田窯跡 有台杯 15．0 10．2 68．0 1 酸化 口・体　3／16
112宮田窯跡 有台杯 14．4 2 一部軟質 口・体　5／16
113宮田窯跡 無台杯 13．8 9．0 3．5 25．4 65．2 1 硬質 左 底部　口・体1／4
114宮田窯跡 無台杯 12．6 8．0 3．5 27．8 63．5 1 一部酸化 口・底3／16
115宮田窯跡 無台杯 8．2 1 軟質 左 体・底　3／8
116宮田窯跡 無台杯 9．0 1 酸化 右 体・底　1／2
117宮田窯跡 無台杯 6．6 1 酸化 体・底　1／4
118宮田窯跡 無台杯 8．2 1 酸化 体・底　1／4
119宮田窯跡 無台杯 12．6 1 酸化 口・体　1／8
120宮田窯跡 無台杯 13．8 1 硬質 左 口・体　1／8
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分布調査遺物観察表（3）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考口径 底径 器高
121宮田窯跡 無台杯 14．2 1 硬質 口・体　1／8
122宮田窯跡 高杯 13．4 1 堅緻 口・体　1／8
123宮田窯跡 長頚瓶 9．6 1 硬質 口頚部　肩1／2
124宮田窯跡 長頚瓶 1 堅緻 右 胴
125宮田窯跡 小甕 10．2 2 硬質 口　1／8
126宮田窯跡 横瓶 11．8 2 堅緻 口・肩　3／16 外：格子内：同心円
127No．262 無台杯 12．0 8．0 3．2 26．7 66．7 1 堅緻 左 底部　口・体3／16
128No303有台杯 6．4 1 堅緻 底　3／16
129No．303 無台杯 8．8 1 硬質 底　1／4 箆削り
130No．304 有台杯 6．0 1 硬質 底　3／16
131No．311 有台杯 9．8 2 硬質 底　1／8
132Nα324～330杯蓋 2 硬質 天
133久保窯跡 杯蓋 2 硬質 左 天　1／2
134久保窯跡 杯蓋 15．6 1 硬質 右 口・体　1／16
135久保窯跡 杯蓋 2 硬質 右 体　1／4
136久保窯跡 有台杯 5．6 1 硬質 左 底　1／2
137久保窯跡 無台杯 12．8 1 硬質 口・体　1／8
138久保窯跡 無台杯 12．0 1 硬質 口・体　1／8
139久保窯跡 長頚瓶 15．0 2 一部軟質 口　1／16
140久保窯跡 長頚瓶 14．2 2 硬質 口　1／16
141久保窯跡 長頚瓶 15．0 2 一部軟質 底　3／16
142久保窯跡 長頚瓶 8．0 2 硬質 底　1／4
143久保窯跡 長頚瓶 2 一部軟質 頚　3／16
144久保窯跡 長頚瓶 1 硬質 胴
145久保窯跡 突帯付短頚壷 2 硬質 胴
146久保窯跡 甕 2 硬質 口
147久保窯跡 甕 26．4 1 硬質 口　1／8
148久保窯跡 甕 1 堅緻 胴 外・内：平行
149No．336 有台杯 7．8 2 硬質 底　1／8
150No．338 無台杯 12．0 1 硬質 口・体　3／16
151No．334 長頚瓶 2 一部軟質 肩　1／8
152No336長頚瓶 16．6 1 堅緻 口　1／16
153No．336 長頚瓶 13．0 2 硬質 口　1／16
154No．338 長頚瓶 9．0 2 堅緻 底　3／16
155No．336 長頚瓶 2 一部軟質 口
156No338長頚瓶 2 一部軟質 口
157K－344窯跡杯蓋 14．4 3．4 23．6 2 硬質 左 準完
158K－344窯跡杯蓋 14．2 2．6 18．3 1 硬質 左 口縁3／4欠
159K－344窯跡杯蓋 14．6 2．2 15．1 2 硬質 天・口　1／2
160K－344窯跡杯蓋 2 硬質 左 天・体　1／4
161K－344窯跡杯蓋 1 硬質 右 天　9／10
162K－344窯跡杯蓋 17．2 2 硬質 口・体　1／8
163K－344窯跡杯蓋 16．8 2 硬質 口・体　1／8
164K－344窯跡杯蓋 15．2 2 硬質 左 口・体　3／16
165K－344窯跡杯蓋 15．4 2 硬質 口・体　3／16
166K344窯跡杯蓋 2 硬質 右 体
167K344窯跡杯蓋 14．0 2 硬質 右 口・体部　口3／8欠
168K344窯跡杯蓋 13．2 2 硬質 左 口　1／8
169K－344窯跡有台杯 14．2 8．8 6．6 46．5 62．0 2 硬質 左 口・底　1／2
170K－344窯跡有台杯 12．8 8．4 5．9 46．1 65．6 2 硬質 右 口・底　3／16
171K－344窯跡有台杯 13．8 2 硬質 左 口・体　3／16
172K344窯跡有台杯 12．2 2 硬質 口・体　3／16
173K344窯跡有台杯 12．8 2 硬質 口・体　1／8
174K344窯跡有台杯 15．2 1 硬質 口・体　1／16
175K－344窯跡有台杯 12．2 2 硬質 口・体　1／16
176K－344窯跡有台杯 9．2 2 一部軟質 体・底　1／16
177K－344窯跡有台杯 10．2 2 酸化 左 体・底　1／8
178K－344窯跡有台杯 6．4 2 硬質 体・底　3／16
179K－344窯跡有台杯 8．1 2 硬質 体・底　1／4
180K344窯跡有台杯 7．6 2 硬質 左 底　1／2
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分布調査遺物観察表（4）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考［径 底径 器高
181K－344窯跡有台杯 9．2 2 一部軟質 底　1／4
182K－344窯跡有台杯 7．6 2 硬質 底　3／16
183K－344窯跡有台杯 5．6 1 堅緻 体・底　3／16
184K－344窯跡有台杯 7．8 1 硬質 底　1／8
185K－344窯跡有台杯 7．0 2 一部軟質 底　3／16
186K－344窯跡有台杯 6．6 2 一部軟質 底　3／16
187K－344窯跡無台杯 13．4 9．2 3．4 25．4 68．7 1 硬質 左 準完
188K－344窯跡無台杯 12．0 8．4 2．9 24．2 70．0 1 硬質 左 口底部　口7／8欠
189K－344窯跡無台杯 12．6 8．0 3．1 24．6 63．5 2 やや軟質 左 口底部　口体1／2欠
190K－344窯跡無台杯 13．0 7．0 3．9 30．0 53．8 1 硬質 右 口・底　1／2
191K－344窯跡無台杯 12．9 7．8 3．2 24．8 60．5 2 硬質 右 口・底　3／8
192K－344窯跡無台杯 13．6 7．8 3．5 25．7 57．4 1 硬質 左 底部3／4口・体1／4
193K－344窯跡無台杯 12．8 7．6 3．4 26．6 59．4 1 やや軟質 左 口体7／16底5／16
194K－344窯跡無台杯 13．0 8．2 3．5 26．9 63．1 1 やや軟質 左 口・底　3／16
195K－344窯跡無台杯 13．4 8．0 3．2 23．9 59．7 1 硬質 左 完
196K－344窯跡無台杯 12．6 8．0 3．O 23．8 63．5 1 やや軟質 右 口・底　1／4
197K－344窯跡無台杯 6．8 1 軟質 底部　体　1／2
198K－344窯跡無台杯 8．0 1 堅緻 体・底　1／4
199K・344窯跡無台杯 6．6 1 堅緻 右 体・底　1／4
200K－344窯跡無台杯 6．8 1 硬質 左 底部
201K・344窯跡長頚瓶 18．6 1 硬質 口・頚　1／8
202K－344窯跡長頚瓶 9．0 1 硬質 口・頚　1／8
203K・344窯跡長頚瓶 10．4 2 一部軟質 胴・底
204K－344窯跡長頚瓶 10．2 1 一部軟質 左 胴・底　3／16
205K－344窯跡長頚瓶 9．0 1 硬質 底　3／16
206K－344窯跡長頚瓶 8．8 2 一部軟質 左 底　3／16
207K－344窯跡長頚瓶 1 硬質 頚　小片
208K－344窯跡長頚瓶 2 硬質 頚　小片
209K－344窯跡鉢 22．0 2 一部軟質 口・頚　1／16
210K－344窯跡甕 18．4 2 堅緻 　　一禔E肩　3バ6 外：格子内：同心円
211K－344窯跡甕 19．0 2 堅緻 口　1／16
212K－344窯跡甕 2 一部軟質 口
213K－344窯跡甕 2 硬質 胴 外：格子内：同心円
214K－344窯跡甕 2 一部軟質 胴 外：格子　内1平行
215K－344窯跡甕 2 一部軟質 胴 外：格子　内：平行
216K－344窯跡甕 2 一部軟質 胴 外：格子内：同心円
217K－344窯跡甕 2 硬質 胴 外酪子内：平行洞心円
218K344窯跡甕 2 硬質 胴 外：格子内：同心円
219K・344窯跡甕 2 硬質 胴 外：格子内：同心円
220K－344窯跡高杯 11．6 2 硬質 杯底～脚
221K－344窯跡高杯 14．2 1 硬質 左 圷部
222K－344窯跡窯道具 5．4 1 堅緻 体・底
223K－344窯跡平瓦 2 堅緻
224堂の上窯跡 杯蓋 2 やや軟質 天
225堂の上窯跡 杯蓋 1 硬質 左 天
226堂の上窯跡 有台杯 8．2 2 硬質 底　1／4
227堂の上窯跡 有台杯 9．0 1 堅緻 底　1／16
228堂の上窯跡 有台杯 9．0 2 一部軟質 底　3／16
229堂の上窯跡 無台杯 13．4 1 堅緻 口　1／16
230堂の上窯跡 無台杯 10．8 1 硬質 体・底　1／16
231堂の上窯跡 長頚瓶 7．6 2 硬質 底　1／8
232堂の上窯跡 長頚瓶 11．4 2 一部軟質 口　1／16
233堂の上窯跡 甕 13．2 2 一部軟質 口　1／16
234堂の一ヒ窯跡 平瓦 2 硬質
235No353杯蓋 15．8 2 硬質 左 口・体　3／16
236No．353 杯蓋 16．2 1 硬質 口・体　1／16
237No．353 無台杯 11．2 1 硬質 体・底　3／16 箆削り
238No．353 長頚瓶 1 硬質 右 胴
239No．353 鉢 12．6 2 硬質 左 胴・底　7／16
240No．353 平瓦 1 硬質 瓦
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分布調査遺物観察表（5）
出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考番号 口径 底径 器高
241No359有台杯 9．2 2 堅緻 底　1／4
242No．359 有台杯 8．2 2 硬質 底　3／16
243No．359 無台杯 6．2 2 硬質 右 底　1／2 回転糸切痕
244No．359 無台杯 9．0 1 硬質 左 底　1／2
245No．359 甕 2 硬質 胴 外：格子内洞心円・平行
246藤畑窯跡 杯蓋 12．8 2 硬質 左 口・体　1／8
247藤畑窯跡 有台杯 6．6 1 硬質 底　1／4
248藤畑窯跡 有台杯 14．0 1 軟質 口・体　1／8
249藤畑窯跡 無台杯 8．4 1 硬質 左 底　1／8
250藤畑窯跡 無台杯 8．4 1 硬質 左 底　1／4
251藤畑窯跡 無台杯 6．2 1 硬質 底　1／4
252藤畑窯跡 長頚瓶 11．4 2 硬質 底　1／4
253藤畑窯跡 鉢 2 硬質 口・頚
254K－414窯跡杯蓋 18．4 1 硬質 右 体・口　1／8
255K・414窯跡杯蓋 15．6 2 堅緻 右 体・口　3／16
256K－414窯跡杯蓋 15．8 1 硬質 左 体・口　1／8
257K・414窯跡杯蓋 15．4 1 硬質 体・口　1／8
258K－414窯跡杯蓋 14．8 1 硬質 左 体・口　1／8
259K－414窯跡杯蓋 2 …部軟質 体　1／2
260K－414窯跡杯蓋 13．0 2 堅緻 体・口　1／8
261K－414窯跡杯蓋 2 硬質 右 天・体7／16
262K－414窯跡壷蓋 15．2 2 堅緻 口　1／16
263K－414窯跡有台杯 13．6 1 硬質 左 口・体　1／8
264K－414窯跡有台杯 10．0 2 一部軟質 左 体・底　高台欠
265K－414窯跡有台杯 6．4 1 硬質 体・底　1／16
266K－414窯跡有台杯 11．0 1 一部軟質 底　1／16
267K－414窯跡有台杯 7．4 2 一部軟質 左 体・底　3／16
268K－414窯跡有台杯 8．8 1 一部軟質 底　1／16
269K－414窯跡有台杯 6．8 2 硬質 底　3／16
270K－414窯跡有台杯 5．6 1 硬質 底　1／4
271K－414窯跡有台杯 6．0 2 一部軟質 左 底　7／16
272K－414窯跡有台杯 8．2 1 硬質 左 底　3／8
273K－414窯跡無台杯 10．8 7．8 3．4 31．5 72．2 2 堅緻 口・底　3／16
274K－414窯跡無台杯 14．0 2 硬質 口・体　1／16
275K－414窯跡無台杯 10．8 7．3 2．8 25．9 67．6 1 硬質 口・底　1／8
276K－414窯跡無台杯 7．8 1 硬質 左 体・底　1／2
277K414窯跡無台杯 9．6 1 硬質 右 体・底　1／8
278K－414窯跡無台杯 9．0 2 一部軟質 左 底　9／16 箆削り
279K・414窯跡無台杯 9．4 1 硬質 右 底　3／16
280K－414窯跡無台杯 9．2 2 一部軟質 底　3／16
281K－414窯跡無台杯 7．8 1 堅緻 左 底　1／4
282K－414窯跡無台杯 8．8 2 硬質 左 底　1／4
283K－414窯跡無台杯 9．0 1 硬質 底　3／16
284K－414窯跡無台杯 8．8 2 硬質 底　1／4
285K－414窯跡盤 16．0 12．6 1．6 10．0 75．8 1 硬質 口・底　1／16
286K－414窯跡長頚瓶 11．4 2 硬質 口　1／8
287K・414窯跡長頚瓶 1 軟質 頚　小片
288K－414窯跡長頚瓶 1 硬質 胴
289K－414窯跡長頚瓶 8．4 1 硬質 左 胴・底　1／4 箆削り
290K－414窯跡長頚瓶 8．0 1 硬質 底　3／16
291K－414窯跡甕 15．6 2 堅緻 口　3／16
292K－414窯跡甕 41．0 2 一部軟質 口　1／16
293K－414窯跡甕 2 堅緻 胴 外1平行内：同心円
294K－414窯跡甕 2 硬質 胴 外：格子内：同心円
295K－414窯跡甕 1 硬質 胴 外：格子　内：不明
296K－414窯跡甕 1 硬質 胴 外：格子　内：不明
297K－414窯跡甕 2 堅緻 胴 外・内：平行
298K－414窯跡甕 2 堅緻 胴 外：平行内：1司心円
299K－414窯跡横瓶 2 一部軟質 胴 外：平行内：同心円
300No．429遺跡有台杯 9．2 2 硬質 底　1／8
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分布調査遺物観察表（6）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考口径 底径 器高
301No．429遺跡有台皿 2 一部軟質 底　3／16
302下口沢窯跡 杯蓋 18．0 1 堅緻 右 口・体　1／8
303下口沢窯跡 杯蓋 15．6 2 硬質 口・体　1／4
304下口沢窯跡 杯蓋 17．0 1 硬質 口・体　3／16
305下口沢窯跡 杯蓋 15．6 1 堅緻 口・体　3／16
306下口沢窯跡 杯蓋 13．0 1 硬質 口・体　1／8
307下口沢窯跡 壷蓋 14．2 1 硬質 口・体　1／4
308下口沢窯跡 杯蓋 2 堅緻 左 天
309下口沢窯跡 杯蓋 2 堅緻 右 天
310下口沢窯跡 杯蓋 1 堅緻 天
311下口沢窯跡 有台杯 15．4 2 硬質 口・体　1／16
312下口沢窯跡 有台杯 13．8 2 やや軟質 口・体　1／4
313下口沢窯跡 有台杯 12．3 2 やや軟質 口・体　1／8
314下口沢窯跡 有台杯 7．2 1 硬質 体・底　3／16
315下口沢窯跡 有台杯 9．2 1 一部軟質 体・底　1／8
316下口沢窯跡 有台杯 8．4 2 堅緻 体・底　1／8
317下口沢窯跡 有台杯 6．4 1 硬質 体・底　1／4
318下口沢窯跡 無台杯 12．6 7．8 2．6 20．6 61．9 1 堅緻 口・底　1／8
319下口沢窯跡 無台杯 11．4 7．8 3．3 28．9 68．4 1 堅緻 口・底　1／8
320下口沢窯跡 無台杯 15．2 1 堅緻 口・体　1／16
321下口沢窯跡 無台杯 12．4 1 軟質 口・体　1／4
322下口沢窯跡 無台杯 6．2 2 堅緻 体・底　7／16
323下口沢窯跡 無台杯 10．0 2 硬質 左 底　1／4
324下口沢窯跡 無台杯 10．8 1 硬質 底　3／16
325下口沢窯跡 無台杯 8．0 1 一部軟質 左 底　5／16
326下口沢窯跡 無台杯 7．0 1 硬質 左 底　1／2
327下口沢窯跡 無台杯 7．8 1 硬質 左 底　3／8
328下口沢窯跡 無台杯 7．6 2 硬質 左 底　1／2
329下口沢窯跡 無台杯 6．8 2 硬質 左 底　7／16
330下口沢窯跡 盤 15．4 13．2 2．4 15．6 85．7 2 硬質 口・底　1／16
331下口沢窯跡 長頚瓶 13．8 2 一部軟質 胴・底　1／4
332下口沢窯跡 甕 25．6 2 堅緻 口　1／8
333下口沢窯跡 甕 30．4 2 堅緻 口　／16
334下口沢窯跡 甕 2 堅緻 頚・肩 外：平行内：同心円
335下口沢窯跡 甕 2 硬質 頚・肩 外：格子内：同心円
336下口沢窯跡 甕 2 堅緻 胴 外：格子内：同心円
337下口沢窯跡 甕 2 堅緻 口
338下口沢窯跡 甕 1 堅緻 口
339下口沢窯跡 甕 2 堅緻 頚・肩 外：平行内：同心円
340K402窯跡無台杯 8．6 2 硬質 体・底　7／16 箆削り
341K・402窯跡長頚瓶 146 2 硬質 口　1／16
342K－402窯跡長頚瓶 2 堅緻 底
343K・402窯跡不明 1 硬質 口
344K－402窯跡甕 2 堅緻 肩 外：平行内：同心円
345No．401 杯蓋 16．8 2 堅緻 体・口　1／8
346No．401 杯蓋 14．8 2 堅緻 体・口　1／16
347No．401 杯蓋 15．0 2 硬質 体・口　1／16
348No．401 有台杯 7．2 1 硬質 底　1／8
349No．401 無台杯 12．0 2 堅緻 口　1／8
350No．401 無台杯 10．2 1 硬質 左 底　3／16
K－402窯跡出土品（所有者保管遺物）
番号 出土地点 器　種 法　　　量 径高w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考口径 底径 器高
1K402窯跡杯蓋 14．4 2．9 2α1 1 硬質 左
2K402窯跡杯蓋 1 硬質 左
3K402窯跡杯蓋 18．4 1 硬質
4K402窯跡杯蓋 1 硬質
5K402窯跡杯蓋 18．0 2．5 13．9 1 硬質 左
6K402窯跡無台杯 12．4 7．6 4．5 36．3 6131 硬質 左 口・底　3／8欠 箆削り
7K－402窯跡無台杯 13．0 8．0 3．7 28．5 61．5 1 堅緻 左 口・底　1／2 箆削り
8K－402窯跡無台杯 12．8 7．6 3．2 25．0 59．4 1 硬質 左 口・底5／16 箆削り
9K－402窯跡無台杯 7．8 1 硬質 左 底部 箆削り
10K－402窯跡甕 1 硬質 （頚） 波状紋
11K402窯跡甕 30．6 1 硬質
60
観　察　表
カメ畑窯跡遺物観察表（1）
出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考番号 口径 底径 器高
1 lT－0 杯蓋 2 軟質 天・体　8／10
2lT－0 杯蓋 18．6 1 硬質 体・口1／16
3lT－0 杯蓋 14．4 1 一部軟質 左 体・口1／4
41TO 杯蓋 14．0 1 硬質 体・口1バ6
51T－0 杯蓋 13．8 1 一部軟質 体・口1／16
61T－0 有台杯 14．8 9．2 6．1 41．2 62．2 2 酸化 左 口・底1／4
71T－0 有台杯 13．8 7．8 6．0 43．5 56．5 1 硬質 左 口・底1／4
81T－0 有台杯 7．8 2 硬質 体・底3／16
91T－0 有台杯 5．4 2 堅緻 左 体・底　5／8
101TLO 有台杯 4．6 1 硬質 体・底3／16
111T－0 有台杯 7．6 2 堅緻 底　3／16
121T－0 有台杯 7．2 1 硬質 底　3／16
131T・0 有台杯 6．0 2 堅緻 底　3／16
14n℃ 無台杯 15．2 10．2 4．0 26．3 67．1 2 硬質 口・底3／8
151T－0 無台杯 13．6 7．2 3．1 22．8 55．9 2 硬質 口・底1／2
16lT－0 無台杯 11．2 7．0 2．8 25．0 62．5 1 硬質 口・底1／4
171T－0 無台杯 11．2 8．0 3．0 26．8 71．4 1 硬質 口・底1／8
181T－0 無台杯 9．0 2 硬質 体・底5バ6
191T－0 無台杯 7．6 1 硬質 左 体・底5／16
201T－0 無台杯 8．6 1 硬質 体・底1／4
211T－0 無台杯 8．6 2 硬質 左 底　5／16
221T－0 無台杯 7．6 1 硬質 左 底　3／4
231T－0 有台椀 14．8 6．8 4．6 31．1 45．9 2 硬質 右 口・底3／16
241T－0 有台椀 6．4 2 硬質 体・底5／16
251T－0 有台椀 7．8 2 硬質 左 体・底7／16
261T・0 有台椀 7．0 2 堅緻 右 底　3／4
271T－0 有台椀 7．8 1 堅緻 底・1／2
281T－0 有台皿 13．0 6．8 2．2 16．9 52．3 2 硬質 左 完
291T－0 有台皿 12．5 7．2 3．0 24．0 57．6 1 硬質 準完
30lT－0 長頚瓶 13．6 2 堅緻 口・頚7／16
311T－0 長頚瓶 20．4 1 硬質 口　1／16
321T－0 長頚瓶 24．6 1 硬質 口　1／16
331T－0 長頚瓶 21．2 2 堅緻 口　1／16
341T－0 長頚瓶 18．8 1 堅緻 口　1／16
351T－0 長頚瓶 2 一部軟質 頚　小片
361T－0 長頚瓶 9．2 2 硬質 胴・底1／4
371T－0 長頚瓶 17．6 2 一部軟質 胴・底1／8
381T－0 長頚瓶 13．0 2 堅緻 胴・底3／16
391T－0 長頚瓶 17．8 2 堅緻 底　1／8
401T－0 長頚瓶 1L8 2 堅緻 底　3／16
411T－0 甕 36．2 1 堅緻 口　1／8
42lT－0 甕 35．6 2 堅緻 口　1／16
43lT－0 甕 27．4 2 堅緻 口・頚　1／16
441T－0 甕 32．4 2 堅緻 口　1／16
451T－0 甕 2 硬質 口
461T－0 甕 2 硬質 口
471T－0 甕 2 硬質 肩　小片 外：格子内：放射状
481T・0 甕 1 硬質 胴 外：平行内：同心円
491T－0 甕 1 硬質 胴 外：格子内：同心円
501T－0 横瓶 11．0 1 硬質 口・肩1／4 外：平行内：同心円
511T－0 横瓶 2 一部軟質 頚・肩小片 外：格子内：同心円
521T－0 平瓦 2 硬質 瓦
531T－0 平瓦 2 硬質 瓦
541T－1 有台杯 10．4 6．8 5．0 48．1 65．4 2 硬質 口・底1／4
551T－1 無台杯 12．8 9．2 3．7 28．9 71．9 1 硬質 左 口・底7／16
561T－1 無台杯 12．0 7．8 3．6 30．0 65．0 1 堅緻 口・体3／16
571T－1 無台杯 12．8 9．6 3．2 25．0 75．0 1 硬質 口・底1／4
58lT－1 無台杯 12．8 9．0 3．4 26．6 70．3 2 やや軟質 口・底3／16
591T－1 盤 15．6 11．4 2．3 14．7 73．1 2 硬質 口・底1／4
601T－1 長頚瓶 2 一部軟質 頚　小片
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カメ畑窯跡遺物観察表（2）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 焼　成n径 底径 器高 胎土
回転
綷 遺　　存 備　　考
611T・1 甕 1 一部軟質 頚・肩1／8 外：格子内洞心円
621T－2 杯蓋 2 硬質 体　3／16
63lT・2 無台杯 15．8 12．6 3．4 21．5 79．7 1 堅緻 口・底1／8
641T－2 無台杯 12．4 8．2 3．2 25．8 66．1 2 軟質 口・底3／16
651T－2 無台杯 9．2 2 硬質 左 底　9／16
661T－2 無台杯 7．2 2 硬質 左 底　5／16
671T・3 杯蓋 16．0 2 硬質 右 体・口1／8
681T－3 杯蓋 18．0 2 硬質 体・口1／16
691T－3 杯蓋 17．0 2 硬質 体・口1／16
70lT－3 杯蓋 15．2 1 一部軟質 体・口1／8
711T－3 杯蓋 15．0 1 硬質 体・口1／16
721T－3 有台杯 8．8 2 堅緻 左 体・底　3／8
731T－3 有台杯 9．6 5．4 4．7 49．0 56．2 1 硬質 左 口・底1／4
741T－3 無台杯 14．6 10．0 3．5 24068．4 1 堅緻 口・底1／8
751T－3 無台杯 13．6 9．0 3．6 26．5 66．2 2 硬質 左 口・底1／8
761T－3 無台杯 13．0 8．4 3．7 28．5 64．6 1 軟質 口・底3／16
771T－3 無台杯 13．0 9．0 3．4 26．2 69．2 2 硬質 口・底3／16
78lT－3 無台杯 13．0 8．8 3．5 26．9 67．7 2 硬質 左 口・底1／8
79lT－3 無台杯 13．0 9．4 3．6 27．7 72．3 2 硬質 右 口・底3／16
801T－3 無台杯 13．2 8．8 3．0 22．7 66．7 1 堅緻 口・底3／16
811T－3 無台杯 13．4 8．8 2．8 20．9 65．7 1 堅緻 左 底1／2口・体3／16
821T－3 無台杯 13．2 9．2 2．8 21．2 69．7 1 硬質 口・底3／16
831T－3 無台杯 11．8 7．2 3．6 30．5 61．0 1 堅緻 口・底3／16
841T・3 無台杯 13．4 8．6 3．1 23．1 64．1 2 堅緻 左 口・底3／16
851T－3 無台杯 12．7 9．0 3．1 24．4 70．9 2 堅緻 口・底1／2
861T・3 無台杯 1L6 7．8 3．3 28．4 67．2 2 硬質 口・底3／8
87lT－3 無台杯 12．0 8．8 26 21．7 73．3 1 硬質 口・底3／16
88lT・3 無台杯 12．2 7．8 2．9 23．8 63．9 2 硬質 口・底3／8
891T－3 無台杯 7．8 1 硬質 左 底1／2体1／16
901T－3 無台杯 9．4 1 硬質 左 底1／2体1／16
911T－3 無台杯 8．2 1 堅緻 体・底1／4
921T－3 無台杯 8．4 1 堅緻 体・底　1／2
931T－3 盤 16．0 9．8 2．4 15．0 61．2 1 堅緻 口・底　3／8
941T－3 盤 16．8 11．0 2．6 15．5 65．5 1 堅緻 左 口・底3／16
951T－3 長頚瓶 22．2 2 一部軟質 口　1／8
961T－4 杯蓋 2 堅緻 天
971T－4 杯蓋 14．4 2 硬質 体・口1／8
981T－4 有台杯 10．0 2 堅緻 体・底1／8
99lT－4 無台杯 14．6 9．8 4．0 27．4 67．1 1 堅緻 口・底1／8
1001T4 無台杯 13．0 1 堅緻 口・体3／16
101T－4 盤 13．0 9．2 2．5 19．2 70．8 2 堅緻 口・底3／16
1021T－4 長頚瓶 17．8 1 硬質 口・頚1／16
1031T－4 長頚瓶 9．0 1 硬質 口・頚1／16
104lT－4 横瓶 1 硬質 頚・肩小片
105lT・4 甕 2 硬質 頚・肩1／16 外：格子内：同心円
1061T－4 甕 2 硬質 頚・肩1／16 外：格子内：同心円
1071T－5 杯蓋 15．0 1 堅緻 体・口1／16
1081T－5 杯蓋 15．6 1 硬質 体・口1／16
1091T－5 有台杯 7．2 1 硬質 体・底3／16
1101T－5 無台杯 13．0 7．0 3．5 26．9 53．8 1 硬質 口・底3／16
111T－5 無台杯 13．8 9．8 3．2 23．2 71．0 1 堅緻 左 口・底1／8
112lT－5 無台杯 14．4 9．6 2．8 19．4 66．7 1 硬質 口・底3／16
1131T－5 無台杯 12．2 8．0 3．3 27．0 65．6 1 堅緻 口・底3／16
1141T－5 無台杯 13．2 8．6 2．7 20．5 65．2 1 硬質 口・底3／16
1151T－5 無台杯 9．0 1 硬質 左 底　1／4
1161T－5 長頚瓶 24．8 1 一部軟質 口　1／16
1171T－5 甕 24．4 1 硬質 口　1／16
1181T－5 甕 27．4 1 硬質 口　1／8
1191T－6 杯蓋 16．8 2 堅緻 体・口1／8
1201T－6 杯蓋 17．0 2 堅緻 体・口1／8
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カメ畑窯跡遺物観察表（3）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考口径 底径 器高
121T－6 杯蓋 16．4 2 硬質 左 体・口3／16
1221T－6 杯蓋 13．0 1 硬質 体・口3／16
1231T－6 杯蓋 1 堅緻 天
1241T－6 壷蓋 11．2 1 硬質 体・口1／4
1251T－6 有台杯 15．8 9．0 6．8 43．0 57．0 2 硬質 左 口・底3／8
1261T－6 有台杯 8．0 2 硬質 体・底3／16
1271T－6 有台杯 8．2 2 堅緻 体・底1／8
1281T－6 有台杯 9．6 2 堅緻 底　1／4
1291T－6 有台杯 9．8 1 硬質 底　1／16
1301T－6 無台杯 13．4 8．8 40 29．9 65．7 2 堅緻 口・底1／4
131T－6 無台杯 14．2 10．2 3．3 23．2 71．8 1 堅緻 左 口・底1／4
1321T・6 無台杯 12．9 8．2 3．3 25．6 63．6 1 堅緻 口・底1／8
1331T－6 無台杯 13．2 9．8 3．1 23．5 74．2 2 堅緻 口・底3／16
1341T－6 無台杯 13．6 9．6 3．2 23．5 70．6 1 硬質 口・底3／16
1351T－6 無台杯 12．0 8．2 3．0 25．0 68．3 2 堅緻 口・底3／16
1361T－6 無台杯 13．0 10．0 3．7 28．5 76．9 1 堅緻 口・底1／8
1371T－6 無台杯 12．0 9．2 3．3 27．5 76．7 2 堅緻 口・底1／8
1381T－6 無台杯 12．0 9．0 3．3 27．5 75．0 1 堅緻 口・底3／16
1391T－6 無台杯 12．8 8．8 3．5 27368．8 2 硬質 口・底1／8
1401T－6 無台杯 12．4 9．2 2．8 22．6 74．2 2 堅緻 口・底3／16
141T－6 無台杯 11．8 8．4 23 19．5 7L22 硬質 口・底1／8
1421T－6 無台杯 13．0 8．2 3．1 23．8 63．1 2 堅緻 口・底1／8
143lT－6 無台杯 11．2 6．4 3．5 31．3 57．1 1 硬質 口・底1／16
1441T－6 無台皿 13．0 7．0 2．5 19．2 53．8 2 堅緻 口・底1／8
1451T－6 盤 15．8 12．0 2．4 15．2 75．9 1 硬質 左 口・底1／2
1461T－6 長頚瓶 20．0 1 硬質 口　1／16
1471T－6 短頚壷 12．0 1 硬質 口　1／8
1481T－6 横瓶 10．6 1 硬質 口・胴1／4 外：格子内：同心円
1491T・6 横瓶 11．2 1 硬質 口3／8肩1／8 外：平行内：同心円
1501T－6 横瓶 1 硬質 肩　1／4 外：平行内：同心円
151T－6 甕 27．0 2 堅緻 口・頚1／8
1521T－6 甕 23．4 2 硬質 口1／4肩1／8 外：格子内：同心円
1531T－6 甕 28．0 1 硬質 口1／16肩1／8 外：格子内：同心円
1541T－6 甕 1 硬質 頚・肩1／8 外；格子　内：同心円
1551T－6 甕 1 硬質 胴 外：平行内：同心円
1561T－7 杯蓋 17．0 2 硬質 体・口1／8
1571T－7 杯蓋 17．2 2 硬質 体・口1／16
1581’F7 杯蓋 16．8 1 堅緻 体・口1／16
1591T－7 杯蓋 13．0 2 堅緻 体・口1／8
1601T㌔7 有台杯 6．4 2 堅緻 体・底5／16
161T－7 有台杯 15．0 9．0 6．6 44．0 60．0 1 堅緻 口・底1／4
1621T－7 無台杯 13．0 10．0 3．5 26．9 76．9 1 一部軟質 左 底1／2口・体3／16
1631T－7 無台杯 13．0 9．0 2．9 22．3 69．2 2 堅緻 口・底1／8
1641T－8 杯蓋 142 1 硬質 右 体・口1／16
1651T－8 杯蓋 14．6 2 硬質 体・口1／16
1661T－8 杯蓋 13．6 1 硬質 体・口1／8
1671T－8 有台杯 12．4 8．6 6．2 50．0 69．4 1 硬質 左 底部　口・体5／16
1681T－8 有台杯 7．0 1 硬質 右 体・底　3／8
1691T－8 有台杯 8．8 2 硬質 底　3／8
1701T－8 無台杯 7．2 2 硬質 右 底　3／4
171T－8 無台杯 10．8 6．4 3．3 30．6 5932 硬質 口・底3／16
1721T－8 無台杯 12．4 8．6 3．0 24．2 69．4 2 硬質 口・底3／16
1731T－8 長頚瓶 25．2 1 堅緻 口・頚1／16
1741T－8 長頚瓶 16．0 1 一部軟質 口・頚1／16
1751T－8 長頚瓶 17．0 2 堅緻 口・頚1／8
1761T－8 長頚瓶 1 堅緻 口
1771T－8 長頚瓶 2 一部軟質 頚　1／4
1781T－8 横瓶 11．6 1 硬質 口　1／8
1791T－8 甕 1 硬質 頚・肩1／8 外：格子　内：無
1801T－8 甕 23．6 1 硬質 口・頚1／8
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カメ畑窯跡遺物観察表（4）
出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考番号 口径 底径 器高
181T－8 甕 2 硬質 胴 外：格子内：同心円
1821T－8 喪 1 硬質 頚・肩
1831T－8 突帯付短頚壷 1 硬質 胴
1841T－8 突帯付短頚壷 1 硬質 胴
1851T－8 平瓦 1 やや軟質 瓦
186lT－8 平瓦 2 硬質 瓦
187lT－9 杯蓋 16．4 2 堅緻 体・口1／4
188lT－9 杯蓋 18．6 2 堅緻　一
’一
体・口1／16
．．黶D一．一一一1891T－9 有台杯 8．4 1 硬質 底　3／16
1901T－9 有台椀 7．4 2 硬質 体・底3／16
191T－9 無台杯 15．2 11．0 3．7 24．3 72．4 2 堅緻 右 口・底1／4
1921T－9 無台杯 14．0 11．4 3．3 23．6 81．4 1 硬質 口・底3／16
1931T－9 無台杯 13．2 11．8 3．1 23．5 89．4 2 硬質 口・底1／4
1941T－9 無台杯 8．2 2 硬質 右 底　9／16
1951T－9 盤 15．8 12．2 2．4 15．2 77．2 1 硬質 口・底1／16
1961T－9 長頚瓶 18．2 2 硬質 左 底　3／8
1971T－9 長頚瓶 1 硬質 頚・胴
1981T－9 突帯付短頚壷 1 堅緻 胴
1991T－9 甕 45．8 2 硬質 口　1／8
2001T－9 甕 27．6 2 堅緻 口・頚1／16
201T－9 甕 1 一部軟質 口・頚
2021T－10 杯蓋 12．6 4．3 34．1 やや軟質 天口部体・口1／2欠有台杯と重ね焼き
2031T－10 杯蓋 15．0 3．0 20．0 2 一部軟質 左 天体・口3／16
2041T－10 杯蓋 2 酸化 左 天・体1／2
2051T－10 杯蓋 16．0 2 酸化 左 体・口3／16
2061T－10 杯蓋 15．2 2 やや軟質 体・口3日6
2071T－10 杯蓋 15．6 2 堅緻 体・口1／4
2081T－10 杯蓋 15．2 1 硬質 口・体1／8
2091T－10 杯蓋 14．4 2 堅緻 体・口7／16
2101T－10 杯蓋 12．8 2 堅緻 体・口3バ6
211T－10 杯蓋 12．6 2 堅緻 体・口3／16
2121T－10 有台杯 14．4 92 63 43．8 63．9 2 酸化 左 口・底5／16
2131T－10 有台杯 8．0 1 硬質 右 体・底1／2
2141T－10 有台杯 9．2 1 酸化 体・底1／4
2151T－10 有台杯 9．0 2 硬質 左 体・底1／2
2161T－10 有台杯 9．0 2 堅緻 体・底5／16
217lT－10 有台杯 9．2 2 酸化 右 体・底部
218lT－10 有台椀 7．6 2 堅緻 底　1／4
219lT－10 無台杯 14．0 9．6 3．5 25．7 68．6 2 硬質 口・底3／16
2201T－10 無台杯 11．8 7．6 3．2 27．1 64．4 2 硬質 口・底1／4
221T－10 無台杯 11．0 6．2 2．9 26．4 56．4 1 堅緻 口・底1／4
2221T・10 無台杯 13．2 9．8 3．0 22．7 74．2 2 硬質 口・底1／4
2231T－10 無台杯 12．4 8．0 2．8 22．6 64．5 1 硬質 左 底5／8口・体1／16
2241T・10 無台杯 12．2 8．6 2．9 23．8 70．5 2 硬質 口・底1／4
2251T－10 無台杯 13．0 9．0 3．5 26．9 69．2 2 堅緻 右 口・底3／16
2261T－10 無台杯 12．0 9．2 3．0 25．0 76．7 2 堅緻 左 底7／16口・体1／8
2271T－10 無台杯 7．8 1 硬質 左 底　3／4
2281T－10 無台杯 9．2 2 堅緻 左 底1／2体3／16
2291T－10 無台杯 8．6 2 硬質 左 底　1／4
2301T－10 盤 17．2 11．6 2．2 12．8 67．4 2 堅緻 左 口・底3／16
231T－10 盤 17．0 14．0 2．2 12982．4 1 硬質 左 口・底1／8
2321T－10 盤 15．8 12．4 2．3 14．6 78．5 1 硬質 口・底3／16
2331T－10 盤 15．0 9．2 1．5 10．0 61．3 1 堅緻 口・底1／8
2341T－10 長頚瓶 22．8 1 硬質 口・頚1／16
235lT－10 長頚瓶 14．8 1 硬質 口・頚1／8
236lT－10 長頚瓶 10．2 2 堅緻 口頚部　口1／4
237lT－10 長頚瓶 2 硬質 頚
2381T－10 長頚瓶 10．6 2 硬質 左 底3／4胴1／4
239lT－10 長頚瓶 13．8 2 硬質 胴・底　1／4
2401T－10 長頚瓶 9．4 2 硬質 胴・底　3／8
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カメ畑窯跡遺物観察表（5）
出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考番号 口径 底径 器高
241T－10 長頚瓶 12．6 1 硬質 底　1／4
2421T－10 長頚瓶 10．6 2 硬質 底　3／16
243lT－10 長頚瓶 21．0 1 硬質 底　3／16 外：格子？
2441T－10 甕 2 堅緻 胴 外：格子内：同心円
2451T－10 鉢 24．2 2 堅緻 口・胴1／16
2461T－10 甕 27．6 2 硬質 口・頚1／8
2471T－10 甕 28．2 2 酸化 口　1／4
2481T－10 甕 36．0 2 一部軟質 口　1／16
2491T・10 甕 2 堅緻 口
2501T－10 甕 55．2 2 硬質 口　1／16
251T－10 甕 1 硬質 胴 外・内：平行
2521T－10 甕 2 硬質 頚・肩1／4 外：格子内：放射状
2531T－10 甕 1 硬質 胴 外・内：平行
2541T－10 横瓶 12．4 2 硬質 口・肩3／16 外：格子内：同心円
2551T－10 丸瓦 1 硬質 瓦
2561T－10 平瓦 2 硬質 瓦
2571T－10 平瓦 1 やや軟質 瓦
2581T41 杯蓋 17．8 2 硬質 右 体・口1／16
259lT－11 杯蓋 14．6 2 硬質 左 体・口1／8
260lT－11 杯蓋 2 硬質 左 天体1／4
261T－11 壷蓋 12．6 2 硬質 左 体・口3／16
2621T－11 有台杯 8．2 2 硬質 体・底7バ6
2631T－11 有台杯 7．8 1 硬質 体・底3／16
264lT－11 有台杯 9．8 2 堅緻 左 体・底3／16
265lT－11 無台杯 13．8 8．4 3．2 23．2 60．9 2 堅緻 口・底1／8
266lT－11 無台杯 11．8 8．0 3ユ 26．3 67．8 1 硬質 左 底1／2口・体1／16
267lT－11 盤 16．4 12．8 2．6 15978．0 2 硬質 口・底1／4
268lT－11 盤 17．0 11．0 2．6 15．3 64．7 2 一部軟質 口・底1／8
2691T－11 長頚瓶 17．8 2 堅緻 口・頚1／16
2701T－11 長頚瓶 1 硬質 口
271T－11 甕 1 一部軟質 口
272lT－11 甕 2 堅緻 肩 外：格子内：同心円
2731T42 有台杯 11．6 7．2 5．0 43．1 62．1 1 硬質 口・底1／4
2741T－12 無台杯 12．6 8．6 2．6 20．6 68．3 1 硬質 口・底1／2
2751Tその他 杯蓋 1 硬質 天
2761Tその他 杯蓋 16．0 1 硬質 体・口1／8
2771Tその他 杯蓋 18．0 2 硬質 体・口1／8
2781Tその他 杯蓋 17．0 1 堅緻 体・口1／16
2791Tその他 杯蓋 17．8 1 やや軟質 体・口1／16
2801Tその他 壷蓋 15．0 2 堅緻 体・口1／4
281Tその他 杯蓋 14．2 1 硬質 体・口1／8
2821Tその他 杯蓋 13．0 2 硬質 体・口3／16
2831Tその他 有台杯 9．6 2 堅緻 左 底1／2胴1／8
284lTその他 有台杯 9．2 2 硬質 体・底3／16
2851Tその他 有台杯 8．0 2 硬質 体・底1／4
2861Tその他 有台杯 9．0 2 堅緻 体・底3／16
2871Tその他 無台杯 13．0 8．4 3ユ 23．8 64．6 1 堅緻 左 口・底1／4
2881Tその他 無台杯 12．8 7．0 3．4 26．6 54．7 1 堅緻 口・底3／16
2891Tその他 無台杯 14．8 9．6 3．8 25．7 64．9 1 堅緻 口・底3／8
2901Tその他 無台杯 15．0 9．8 3．5 23．3 65．3 2 堅緻 口・底1／4
291Tその他 無台杯 14．6 10．0 3．5 24．0 68．5 1 堅緻 左 口・底1／8
2921Tその他 無台杯 15．0 9．8 3．6 24．0 65．3 1 堅緻 口・底1／8
2931Tその他 無台杯 15．0 10．4 3．1 2α7 69．3 1 堅緻 口・底1／8
2941Tその他 無台杯 13．4 8．8 3．2 23．9 65．7 1 硬質 口・底1／4
2951Tその他 無台杯 12．3 7．0 3．5 28．5 5691 堅緻 口・底3／16
2961Tその他 無台杯 13．0 8．8 3．0 23．1 67．7 1 硬質 口・底1／8
297lTその他 無台杯 13．0 8．0 3．1 23．8 61．5 2 堅緻 口・底1／8
298lTその他 無台杯 13．0 8．4 3．3 25．4 64．6 1 軟質 口・底1／4
2991Tその他 無台杯 12．6 9．0 33 26．2 7L41 硬質 口・底3／16
3001Tその他 無台杯 12．4 7．8 3．2 25．8 62．9 2 堅緻 口・底1／4
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観　察　表
カメ畑窯跡遺物観察表（6）
番号 出土地点 器　種
法　　　量 径高
w数
底径
w数口径 底径 器高 胎土 焼　成
回転
綷 遺　　存 備　　考
301Tその他 無台杯 13．0 8．6 3ユ 23．8 66．2 2 硬質 底1／2口・体1／8
3021Tその他 無台杯 11．8 8．0 3．3 28．0 67．8 1 硬質 底1／2U・体3／16
3031Tその他 無台杯 13．2 9．0 3．2 24．2 68．2 1 硬質 口・底3／8
3041Tその他 無台杯 14．0 10．0 33 23．6 71．4 1 堅緻 口・底3／16
3051Tその他 無台杯 15．0 11．6 3．6 24．0 77．3 1 硬質 左 口・底3／16
3061Tその他 無台杯 12．8 8．8 3．4 26．6 68．8 1 やや軟質 口・底3／16
3071Tその他 無台杯 12．0 7．8 3．3 27．5 65．0 2 硬質 口・底1／8
3081Tその他 無台杯 13．0 9．0 3．0 23．1 69．2 2 堅緻 口・底3／8
3091Tその他 無台杯 13．8 10．4 3．0 21．7 75．4 1 硬質 　　　　　　　一禔E底1／4
3101Tその他 無台杯 7．2 1 堅緻 左 体・底3／4
311Tその他 無台杯 12．8 8．6 3．2 25．0 67．2 1 硬質 左 口・底7／16
3121Tその他 無台杯 13．0 8．0 4．0 30．8 61．5 1 堅緻 左 口・底1／2
3131Tその他 無台杯 8．0 2 硬質 左 底　1／2
3141Tその他 長頚瓶 10．8 2 堅緻 口　1／4
3151Tその他 長頚瓶 1 硬質 頚
3161Tその他 長頚瓶 10．8 2 一部軟質 胴・底1／8
317lTその他 長頚瓶 14．0 1 軟質 底　1／8
3181Tその他 長頚瓶 1 硬質 右 胴
319lTその他 突帯付短頚壷 2 硬質 胴
3201Tその他 甕 25．6 1 硬質 口・頚1／8
321Tその他 甕 23．6 1 硬質 口　1／16
3221Tその他 甕 28．4 1 堅緻 口　1／16
3231Tその他 甕 31．8 1 硬質 口　1／8
3241Tその他 甕 38．0 1 硬質 口・頚1／16 外・内：不明瞭
3251Tその他 甕 2 堅緻 胴 外：格子内：同心円
3261Tその他 甕 2 硬質 胴
327lTその他 平瓦 2 堅緻
328lTその他 平瓦 2 やや軟質
3291Tその他 平瓦 2 軟質
3301Tその他 土錘 1 軟質
331T－6 土錘 1 硬質
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